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一

は
じ
め
に

本
稿
は
豊
田
市
中
央
図
書
館
所
蔵
『
律
呂
』、
即
ち
『
山
鳥
秘
要
抄
』
の
翻
刻
及
び
校
注
で
あ
る
。
底
本
の
詳
細
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
豊
田
市
中
央
図
書
館
蔵
安
倍
季
良

撰
『
律
呂
（
山
鳥
秘
要
抄
）』
翻
刻
校
注
（
一
）」（
中
京
大
学
『
国
際
教
養
学
部
論
叢
』
第
₁₂
巻
第
₁
号
二
〇
一
九
）
の
「
解
題
」、
及
び
「
豊
田
市
中
央
図
書
館
蔵
安
倍
季

良
撰
抄
本
『
律
呂
』
に
つ
い
て　

│
解
題
及
び
『
山
鳥
秘
要
抄
』
諸
伝
本
と
の
比
較
」（
武
内
恵
美
子
編
『
近
世
日
本
と
楽
の
諸
相
』
京
都
市
立
芸
術
大
学
日
本
伝
統
音
楽
研

究
セ
ン
タ
ー
二
〇
一
九
）
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。
今
回
の
（
二
）
に
は
、

₅
、
反
音
之
事
（
第
₂₉
葉
表
〜
第
₃₈
葉
表)

₆
、
本
朝
呂
律
を
陰
陽
と
用
ひ
来
説
（
第
₃₉
葉
表
〜
第
₄₆
葉
裏)

の
各
条
の
翻
刻
と
校
注
を
収
め
た
。
そ
の
他
の
条
に
つ
い
て
は
拙
稿
そ
の
（
一
）
と
（
三
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
本
翻
刻
校
注
に
於
け
る
各
条
の
収
録
状
況
は
以
下
の

如
く
で
あ
る
。

　
翻
刻
校
注
（
一
）

₁
、
古
律
新
律
之
事

₂
、
律
呂
名
儀
両
様
に
覚
悟
す
べ
き
事

　

₂
―

₁
、
第
一　

六
律
六
呂
の
事

　

₂
―

₂
、
第
二　

本
朝
音
曲
楽
曲
の
う
へ
に
て
律
音
呂
音
と
云
事

明

木

茂

夫

豊
田
市
中
央
図
書
館
蔵
安
倍
季
良
撰
『
律
呂
（
山
鳥
秘
要
抄
）』
翻
刻
校
注
（
二
）
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二

₃
、
半
呂
半
律
の
調
と
い
ふ
事

₄
、
律
七
聲
塩
梅
の
二
声
名
両
説
の
事

　
翻
刻
校
注
（
二
）

₅
、
反
音
之
事

₆
、
本
朝
呂
律
を
陽
陰
と
用
ひ
来
説

　
翻
刻
校
注
（
三
）

₇
、
唐
燕
楽
二
一
八
調
略
図

₈
、
今
伝
来
調
子
根
元
之
事

₉
、
本
朝
の
楽
書
む
か
し
は
廿
八
調
の
儀
所
見
の
事

₁₀
、
跋
一
（
む
か
し
は
か
や
う
に
廿
八
調
の
事
を
）

₁₁
、
跋
二
（
右
一
巻
依
有
恩
命
入
覧
殿
下
鷹
司
殿
之
処
）

₁₂
、
か
へ
し
も
の
の
う
た
の
事

ま
た
こ
こ
で
参
照
し
た
『
山
鳥
秘
要
抄
』
と
そ
れ
に
直
接
関
連
す
る
主
な
抄
本
は
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

₁
、
安
倍
家
所
蔵
『
山
鳥
秘
要
抄
』　

＝
安
倍
家
原
本

₂
、
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
山
鳥
秘
要
抄　

律
』　

＝
彦
根
本

₃
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
菊
亭
文
庫
所
蔵
『
山
鳥
秘
要
抄
』　

＝
京
大
本

₄
、
国
会
図
書
館
所
蔵
『
山
鳥
秘
要
抄
』　

＝
国
会
図
書
館
本

₅
、
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
『
山
鳥
秘
要
抄
』　

＝
静
嘉
堂
本

₆
、
東
北
大
学
附
属
図
書
館
和
算
資
料
平
山
文
庫
所
蔵
『
律
呂
抄
』　

＝
東
北
大
本

₇
、
山
井
景
昭
氏
所
蔵
本
『
楽
律
抄
』　

＝
山
井
家
本

₈
、
東
京
藝
術
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
『
山
鳥
秘
要
録
中
律
呂
之
論
』　

＝
藝
大
本

₉
、
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
所
蔵
『
呂
律
反
音
事
』　

＝
岩
瀬
文
庫
本
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三

※
本
稿
は
平
成
三
十
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｃ
）「
南
宋
の
文
人
歌
曲
創
作
論
に
お
け
る
転
調
理
論
の
研
究
」（₁₈K

₀₀₁₄₉

）
の
研
究
成
果
で
あ
る
。

※ 
執
筆
の
都
合
上
、
本
翻
刻
校
注
の
（
一
）
と
（
三
）
に
遅
れ
て
（
二
）
を
刊
行
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
刊
行
時
期
が
前
後
し
た
こ
と
を
こ
こ
に
お
詫
び
申
し
上
げ
る
。

な
お
（
一
）
は
中
京
大
学
『
国
際
教
養
学
部
論
叢
』
第
₁₂
巻
第
₁
号
（
二
〇
一
九
）
を
、（
三
）
は
同
第
₁₂
巻
第
₂
号
（
二
〇
二
〇
）
を
そ
れ
ぞ
れ
ご
参
照
願
い
た
い
。
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四

翻
刻
・
校
注

凡
例

・ 

原
則
と
し
て
常
用
字
体
を
用
い
た
。
但
し
、
一
部
底
本
の
表
記
に
従
っ
た
も
の
も
あ
る
。
例
え
ば
「
聲
」
と
「
声
（
異
体
字
）」
は
一
定
の
使
い
分
け
を
し
て
い
る
可
能
性

も
あ
る
よ
う
な
の
で
底
本
の
表
記
に
従
っ
た
。
ま
た
「
一
越
調
」「
壹
越
調
」
は
「
壱
越
調
」
と
す
る
な
ど
、
調
子
の
名
前
も
表
記
を
統
一
し
た
部
分
が
あ
る
。

・
底
本
本
文
に
無
い
句
読
点
、
濁
点
・
半
濁
点
を
補
っ
た
。

・
底
本
の
朱
墨
部
分
は
太
字
を
以
て
表
記
し
た
。

・ 「

」
は
「
こ
と
」
と
す
る
な
ど
、
合
略
字
は
仮
名
に
起
こ
し
て
表
記
し
た
。

・ 「
々
」「
〻
」「
ゝ
」「
〳
〵
」
等
の
お
ど
り
字
は
原
則
と
し
て
底
本
に
従
う
が
、
句
読
点
を
跨
ぐ
場
合
な
ど
一
部
本
来
の
文
字
に
改
め
た
箇
所
が
あ
る
（
例
え
ば
「
宮
生
徴
、

〻
生
商
」
↓
「
宮
生
徴
、
徴
生
商
」）。

・
割
り
注
（
も
し
く
は
そ
れ
に
準
ず
る
注
）
は
﹇　
　

﹈
内
に
収
め
た
。
上
欄
の
頭
注
は
本
文
上
方
に
置
い
た
。

・
翻
刻
本
文
の
改
行
は
底
本
の
改
行
位
置
に
従
っ
た
。
但
し
割
注
が
次
の
行
に
跨
が
る
場
合
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

・
底
本
の
頁
の
切
れ
目
を 

」
を
以
て
示
し
た
。

・
底
本
の
文
字
を
翻
刻
に
於
い
て
改
め
た
箇
所
に
つ
い
て
は
【
校
記
】
で
説
明
を
加
え
た
。

・ 

傍
書
は
で
き
る
限
り
原
本
に
近
い
形
で
記
し
た
。
但
し
、
小
字
の
傍
書
、
も
し
く
は
い
わ
ゆ
る
「
見
せ
消
ち
」
に
よ
っ
て
本
文
の
誤
字
を
修
正
し
て
い
る
箇
所
に
つ
い
て

は
、
本
文
の
誤
り
を
修
正
し
、
傍
書
や
見
せ
消
ち
は
省
略
し
た
上
で
【
校
記
】
に
そ
の
旨
を
記
し
た
。

・
本
文
の
文
字
の
右
に
添
え
た
※
は
後
に
【
校
記
】
が
、
○
は
後
に
【
注
】
が
あ
る
こ
と
を
そ
れ
ぞ
れ
示
す
。
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五

5　

反
音
之
事
（
第
₂₉
葉
表
〜
第
₃₈
葉
表
）

私
云
、
御

※
○

遊
の
時
先
呂
遊
あ
り
て
反
音
に

な
り
て
、
律
遊
是
定
れ
る
事
也
。
其
本
意

を
し
ら
ざ
れ
ば
、
い
か
な
る
事
に
て
反
音
と
い
ふ

事
な
り
と
し
ら
ず
。
こ

※
○

れ
は
同
均
な
る
の
ゆ
へ
な
り
。

﹇
全
体
双
調
と
云
ハ
夾

○

鍾
均
の
商
調
な
り
。
同
均
に
あ
ら
ず
﹈
本
朝
の
習
に
呂
の
し

ら
べ
は
中
呂
を
宮
と
し
て
七
声
を
次
第
に
立
た
り

※

。」

是
即
中
呂
均
な
り
。
扨
平
調
は
も
と
よ
り
中
呂

均
の
羽
調
な
り
。
こ
れ
に
よ

※

て
七
声
か
わ

※

り
な
し
。

し
か
れ
ば
初
に
宮
調
を
奏
し
て
其
羽
調
に
反

音
す
る
こ
と
な
り
。

今

※
○

世
箏
弾
法
む
か
し
に
か
わ
り
て
律
は
五
声
に

し
ら
め
、
呂
は
元
よ
り
五
声
に
弾
ず
。
か
た
〴
〵
反

音
の
儀
な
し
。
本
意
を
失
へ
り
。
古
譜
を
見
て

能
々
こ
れ
を
解
す
べ
し
。
此
事
便
覧
の
た

め
左
に
図
し
た
り
。」
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六

如

※
○

此
同
均
也
。
則
廿
八
調
よ
り
出
た
る
儀
也
。
依
之
反
音

に
成
な
り
。
大
原
声
明
師
是
を
羽
調
の
反
音
と
こ

※

れ
を
云
。

全

○

体
双
調
は
夾
鐘
均
の
商
調
也
。
楽
の
言
則
春
庭
楽

柳
花
園
皆
半
呂
半
律
の
曲
也
。
是
夾
鍾
商
の
楽
な
り
。

然
れ
ど
も
本

※

朝
の
習
、
呂
の
し
ら
べ
と
云
ハ
中
呂
を
宮

※

と

て
七
声
を
定
め
た
り
。
こ
れ
に
よ
り
て
能
反
り
音
に
叶
へ
り
。」

如
此
同
均
也
。
是
又
廿
八
調
よ
り
出
た
る
こ
と
な
り
。

但
壱
越
調
と
云
ハ
無
射
均
の
商
調
也
。
楽
の
言
ハ

双

※
○

調
七
声　

呂
調
皆
如
此
。
准
之
可
知
之
。
但
是
中
呂
均
七
声
也
。

宮

商

角

反
徴

徴

羽

反
宮

中
呂

林
鐘

南
呂

応
鐘

黄
鐘

太
簇

姑
洗

嬰
商

角

徴

羽

嬰
羽

宮

商

平
調
七
声　

是
即
中
呂
羽
七
声
也

壱※
〇
越
調
七
声　

是
即
黄
鍾
均
也
。

宮

商

角

反
徴

徴

羽

反
宮

黄
鍾

太
簇

姑
洗

賓

林
鍾

南
呂

応
鍾

嬰
商

角

徴

羽

嬰
羽

宮

商
※

盤
渉
調
七
声　

是
即
黄
鍾
羽
七
声
也
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七

則
多
く
ハ
半
呂
半
律
な
り
。
是
則
无
射
均
の
七
声

を
備
た
り
。
本
朝
呂
の
し
ら
べ
ハ
壱
越
調
な
れ
バ
即

※

黄
鍾
を
宮
と
し
て
七
声
を
立
た
り
。
是
即
黄
鐘
均

な
れ
バ
盤
渉
調
ハ
黄
鍾
羽
に
よ
り
て
反
音
に
な
る
也
。

一

※

御
遊
に
は
呂
は
双
調
、
律
ハ
平
調
、
是
定
た
る
」

事
な
り
。
又
呂
ニ
は
壱
越
調
、
律
ニ
は
盤
渉
調
を

御
遊
に
用
ら
れ
た
る
例
、
御
遊
部
類
に
毎
度
見
へ
た

り
。
又
大
法
会
四

○

ヶ
法
用
の
楽
に
唄
、
散
花
、
贊

ま
で
ハ
壱
越
調
の
楽
を
用
ひ
、
梵
音
、
錫
杖
に
至

盤
渉
調
楽
を
用
ら
れ
た
る
例
、
古
記
繁
多
也
。

皆
反
音
の
儀
也
。

是
又
同
均
な
れ
ど
も
、
今
世
下
無
調
の
楽
な
け
れ
ば

巨
細
に
及
バ
ず
。

又
声
明
道
ニ
は
反
音
の
事
専
用
の
習
な
り
。
或
甲
乙

反
音
、
商
の
反
音
、
羽
の
反
音
な
ど
申
て
唱
物
一
つ
の
中

黄

○

鐘
調　

呂
七
声
也
。

宮

商

角

反
徴

徴

羽

反
宮

林

※

鍾

南
呂

応
鍾

大
呂

太
簇

姑
洗

賓

嬰
商

角

徴

羽

嬰

※

羽

宮

商

※

下
無
調　

律
七
声
也
」
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八

に
反
音
あ
る
也
。

楽
曲
の
習
に
も
あ
る
べ
け
れ
ど
も
、
今
世
人
い
た
く
云
ぬ
事
に

成
に
た
り
。
伝

○

来
篳
篥
抄

※

ニ
も
、
宗
明
楽
の
内
第
六
大
鼓

ま
へ
平
調
音
と
季
長
朝
臣
注
さ
れ
た
り
。

声

○

明
用
心
集
云
、
沙
陀
調
曲
安
楽
塩
一
徳
塩
渋
河
鳥

等
羽
調
の
反
音
を
兼
と
あ
り
。
太
食
調
曲
大
平
楽
急
徴
調
の

反
音
を
兼
と
あ
り
。
此
余
数
曲
不
能
枚
挙
。

私
考
皆
其
謂
分
明
也
。
能
〻
可
考
。」

残

○

夜
抄
云
、
調
子
の
う
つ
り
か
ハ
り
め
と
い
ふ
ハ
ま
づ

し
ら
べ
一
を
し
ら
め
た
る
に
、
こ
と
聲
の
い
で
き
た
る

な
べ
て
ハ
わ
ろ
し
。
そ
れ
に
わ
ろ
か
ら
で
よ
き
あ
り
。

こ
れ
を
か
へ
り
こ
ゑ
と
い
ふ
。
こ
れ
ハ
呂
よ
り
律
ニ
か

へ
る

※

、
律
よ
り
呂
に
つ
た
ふ
。
其
聲
の
位
を
よ
く
〳
〵
心

え
つ
れ
バ
、
こ

※

と
調
子
に
う
つ
れ
ど
も
、
や
が
て
よ
し
。
ふ
る
き

略

※

頌
ニ
云
、
下
一
盤
渉
還
双
調
、
平
大
同
音
上
黄
鍾
。

又
云
、
双
調
平
調
上
黄
鍾
、
下
一
盤
渉
還
双
調
と

い
ふ
ハ
、
そ
う
調
よ
り
平
調
ニ
か
へ
り
、
平
調
よ
り
上
无
」

調
ニ
か
へ
り
、
上
无
調
よ
り
黄
鍾
調
ニ
か
へ
り
、
黄
鍾
調
よ
り

下
无
調
に
か
へ
り
、
下
无
調
よ
り
一
こ
ツ
調
ニ
か
へ
り

※

、
一
越

調
よ
り
盤
渉
調
ニ
か
へ
り

※

、
盤
渉
調
よ
り
双
調
ニ
か
へ
る

※

べ
し
と
な
り
。
こ
れ
ハ
笛
一
が
う
ち
の
事
に
て
、
か
た
の
ご
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九

と
く
つ
ゞ
け
た
れ
ど
も
、
ま
こ
と

※

し
き
声
の
位
ハ
あ
ハ
ぬ
也
。

こ
の
中
に
双
調
と
平
調
と
う
つ
り
よ
く
、
一
越
調

と
盤
渉
調
と
又
う
つ
り
よ
し
。
又
黄
鍾
調
と
下
無

調
と
ハ
よ
し
。
此
外
の
か
へ
り
こ
ゑ
ハ
い
と
い
み
じ
く
な

し
。
こ
れ
ら
ハ
十
二
律
と
い
ふ
こ
と
を
よ
く
〳
〵
心
え
て
し
」

る
べ
き
事
也
。
こ
れ
ら
ま
で
ハ
女
房
の
こ
ま
か
の
さ
た
に

を
よ
ぶ
ま
じ
け
れ
バ
、
く
ハ

※

し
か
ら
ず
。

実

○

兼
公
宰
円
僧
都
と
二
変
律
に
称
す
る
事
を
問
答

の
書
の
中
、
双
調
平
調
同
均
事
を
述
ら
れ
た
り
。

以
之
案
之
、
妙
音
院
殿
御
流
、
孝

○

道
朝
臣
并

西
園
寺
相
国
実
兼
公
、
皆
二
十
八
調
の
説
を

用
ひ
給
を
見
へ
た
り
。
反
音
の
儀
此
条
可

為
正
説
者
也
。

　
　

今
一
説
の
事　

笛
の
穴
に
て
立
た
る
説
」

管

※
○

絃
音
義
曰
、
夫
返
音
者
従
先
調
子
乙
音
一
重
高

音
以
為
次
調
子
甲
音
、
従
此
甲
音
三
重
下
音
以
為
乙
音
。

如
此
次
第
輪
環
、
無

※

始
、
無
際
無
限
、
名
為
返
音
輪
転
也
。

或
亦
所
以
名
返
音
者
、
凡
此
七
音
、
皆
是
自
甲
至
乙
。

惣
有
四
重
音
、
是
則
一
音
中
四
時
音
也
。
四

※

時
者
即
春

夏
秋
冬
之
四
季
也
。
故
知
甲
者
音
始
也
。
乙

※

者
音
終
也
。

而
返
音
時
、
皆
以
前
第
三
秋

※

位
乙
音
、
為
後
第
一
春

位
甲
音
。
如
彼
五
声

※

等
種
、
物
体
雖
一
、
秋
熟
位
名
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一
〇

果
。
春
植
時
為
因
。
此
七
音
如
此
、
以
先
調
子
第
三
秋
」

之
果
音
、
為
次
調
子
第
一
春
之
因
音
也
。
前
果
返
為

後

※

因
、
故
名
返
音
也
。
是
則
五

※

声
五
行
音
、
故
其
儀

相
同
也
。
又
云
凡
返
音
時
越

※

二
音
、
故
各
於
其
間

有
二

※

調
子
。
此

※

又
以
返
音
次
第
輪
転
也
。
起
越
一
音

至
次
調
子
者
、
秋
音
返
成
春
音

※

、
故
逆
越
夏
一
音

也
。
謂

※

如
平
調
音
也
。
余

※

例
之
可
知
之
云
〻
。

私
云
、
以

○

上
取
要
注
之
。
此

○

説
は
笛
の
穴
よ
り
如
形
つ
ゞ
け

た
る
説
な
り
。
た
と
へ
バ
テ
五
丄
タ
中
丅
六
此
七
音
の
中

四
ッ
を
取
、
テ
六
丅
中
第
一
の
テ
を
甲
と
し
、
中
を
乙
と
し
て
、

先
初
の
テ
よ
り
第
三
の
中
の
音
に
反
音
す
る
な
り
。
但

こ
れ
は
道

○

理
と
に
て
音
律
の
反
音
ニ
は
位
あ
ハ
ぬ
な
り
。」
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一
一

図 転 輪 音 返※
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一
二

又
曰
、
仁
王
経
曰
、
生
老
病
死
、
輪
転
無
際
、
即
此
義
也
。

或
亦
所
以
名
返
音
者
、
凡
此
七
音
、
皆
是
自
甲

至
乙
、
惣
有
四
重
音
、
是
則
一
音
中
四
時
音
也
。
四

※

時
者
謂
有
情
生
老
病
死
、
世
界
生
住
異
滅
也
。

生
住
異
滅
者
即
春
夏
秋
冬
之
四
時
也
。
故
知

甲
者
音
始
也
。
乙
者
音
終
也
。
謂
春
位
音
名
甲
、

滅
位
音
名
乙
也
。
而
返
音
時
、
皆
以
前
第
三
秋

位
乙
音
為
後
第
一
春
位
甲
音
。
如
彼
五
穀

等
種
、
物
体
雖
一
、
秋
熟
位
名
果
。
春
殖
」

時
名
因
。
此
七
音
如
此
、
以
先
調
子
第
三
秋
之
果
音

為
次
調
子
第
一
春
之
因
音
也
。
前
果
返
為
後

因
、
故
名
返
音
也
。
云
〻

私
云
、
右
の
説
は
笛
の
七
音
に
て
次
第
し
て

因
果
の
道
理
を
も
て
立
た
る
説
な
り
。
よ
リ
て

ま
こ

※

と
の
音
の
位
に
お
き
て
ハ
双
調
と
平
調
、

壱
越
調
と
盤
渉
調
、
黄
鍾
調
と
下
无
調

此
三
調
の
外
は
反
音
せ
ず
。
さ
れ
ば
孝

○

道
朝

臣
も
是
は
十
二
律
を
能
々
心
得
て
知
る
べ
」

き
事
な
り
と
残
夜
抄
に
ハ
注
さ
れ
た
り
。
只

か
や
う
の
説
も
あ
る
と
云
事
を
覚
悟
の
た

め
に
注
し
お
き
ぬ
。

体

○

源
抄
云
、
或

※

記
云
、
御
遊
に
必
双
調
ヲ
用
ラ
ル
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一
三

事
ハ
双
調
ハ
是
仁
徳
ナ
リ
。
君
ノ
恩
ヲ
モ
テ
彼

徳
ヲ
嘆
ズ
ル
故
也
。

統

○

秋
朝
臣
私
云
、
御
遊
ニ
双
調
ヲ
カ
ナ
ラ
ズ
用
勿
論

ナ
リ
。
又
律
ニ
ハ
平
調
ヲ
用
。
然
バ
前
ノ
口
伝
ナ
ラ
バ

平
調
ハ
臣
ニ

※

ツ
カ
サ
ド
ル
。
仍
君
臣
ノ
徳
ヲ
奏
ス
ル
ナ
」

ル
ベ
シ
。
是
随
分
ノ
口
伝
ナ
リ
。

今
案
、
双
調
を
春
の
し
ら
べ
、
平
調
を
秋

の
し
ら
べ
と
古
き
物
語
な
ど
に
見
へ
た
れ
ば
、

春
秋
の
儀
に
よ
り
て
必
此
反
音
を
用

ら
る
事
有
。
又
双
調
を
仁
徳
と
云
ハ
則

平
調
は
義
徳
な
り
。
然
れ
ば
仁
義
の

徳
を
奏
す
る
な
る
べ
し
。

又
壱
越
調
盤
渉
調
の
時
は
信
智
の
徳
を
奏
、

黄
鍾
調
は
礼
の
徳
目
を
奏
す
な
る
べ
し
。」

又
右
の
図
の
こ
と
〴
〵
、
本
朝
の
習
ハ
呂
ハ
宮
調
に
て

律
は
其
羽
調
な
れ
ば
、
宮
ハ
五
音
の
は
じ
め

羽
ハ
五
音
の
終
り
、
其
い
わ
れ
あ
る
歟
。
楽〇

書
要

録
五
音
の
本
文
を
載
た
る
文
ニ
云
、

宮
為
君
、
君
音
調
則
君
道
得
、
君
道
得

則
夫
和
妻
柔
、
宮
室
制
度
、
各
得
其
宜
、

稼
穡
熟
成
、
天
下
和
平
、
四
海
冥
服
、
鎭
星

修
度
、
麒
麟
在
郊
﹇
麒
麟
者
土
之
精
也
﹈、
聖
人
自
来
、

宮
乱
則
荒
。」
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一
四

商
為
臣
、
商
音
調
則
臣
道
得
、
臣
道
得
則

節
義
廉
直
、
謹
身
奉
上
、
賞
不
違
所
讎

※

、

罰
不
阿
所
愛
、
不
畏
強
禦
、
各
済
其
任
、
兵

革
不
用
、
刑
伐
不
作
、
太
白
修
度
、
白
虎
在

郊
、
商
乱
則
陂
。

角
為
人
、
角
音
調
則
人
道
得
、
人
道
得
則

君
有
惻
隠
之
心
、
好
生
悪
穀
、
不
奪
人
時
、
同

其
憂
楽
、
人
有
仁
施
之
行
而
無
争
奪
之
心
、

不
隠
山
藪
、
競
遊
道
芸
、
歳
星
修
度
、
和
風
」

順
節
、
蒼
龍
在
沼
、
□

※

木
並
生
、
角
乱
則
憂
。

徴
為
事
、
徴
音
調
則
尊
卑
有
別
、
貴
賤

有
差
、
慈
譲
在
心
、
長
幼
有
節
、
事
無
稽
遅
、

必
得
其
宜

※

、
熒

※

惑
修
度
、
鳳
凰
来
遊
、
徴
乱

則
衰
。

羽
為
物
、
羽
音
調
則
倉
廩

※

実
貨
賄
通
、

四
人
安
業
、
各
獲
其
利
、
宗
廟
致
教
、
鬼
神

降
祉
、
辰

※

星
修
度
、
玄
武
来
遊
、
羽
乱
則

危
。」

【
校
記
】

※
御
遊
の
時
…
…　

岩
瀬
文
庫
本
に
異
文
あ
り
。
左
の
注
を
参
照
。

※
こ
れ
は
同
均
…
…　

静
嘉
堂
本
に
異
文
あ
り
。
左
の
注
を
参
照
。

※ 

立
た
り　

底
本
「
立
た
る
」
に
作
る
。
彦
根
本
・
京
大
本
・
静
嘉
堂
本
・
東
北
大
本
・
岩
瀬
文
庫
本
「
立
た
り
」
に
、
藝
大
本
「
立
タ
リ
」
に
そ
れ
ぞ
れ
作
る
。
国
会
図
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一
五

書
館
本
「
た
る
」
に
作
る
も
「
る
」
の
右
に
朱
墨
で
「
り
」
の
小
字
傍
書
あ
り
。
今
諸
本
に
従
い
「
立
た
り
」
に
改
め
る
。

※ 
こ
れ
に
よ
て　

底
本
・
彦
根
本
・
京
大
本
・
国
会
図
書
館
本
・
東
北
大
本
・「
こ
れ
に
よ
て
」
に
、
藝
大
本
「
コ
レ
ニ
ヨ
テ
」
に
そ
れ
ぞ
れ
作
る
。
静
嘉
堂
本
「
こ
れ
に
よ

り
て
」
に
作
る
。
岩
瀬
文
庫
本
こ
の
箇
所
を
「
扨
平
調
ハ
中
呂
均
の
羽
調
は
七
声
か
わ
る
こ
と
な
け
れ
バ
な
り
」
と
す
る
。

※ 

か
わ
り
な
し　

底
本
・
彦
根
本
・
京
大
本
・
東
北
大
本
「
か
わ
り
な
し
」
に
、
藝
大
本
「
カ
ハ
リ
ナ
シ
」
に
そ
れ
ぞ
れ
作
る
。
国
会
図
書
館
本
「
わ
」
の
右
に
朱
墨
で

「
は
」
の
小
字
傍
書
あ
り
。
静
嘉
堂
本
「
か
わ
る
こ
と
な
し
」
に
作
る
。
岩
瀬
文
庫
本
「
か
わ
る
こ
と
な
け
れ
バ
な
り
」
に
作
る
。

※
今
世
箏
弾
法
…
…　

静
嘉
堂
本
・
岩
瀬
文
庫
本
に
異
文
あ
り
。
左
の
注
を
参
照
。

※ 

双
調
七
声　

底
本
・
諸
本
、「
双
調
七
声
」
と
「
平
調
七
声
」
か
ら
引
か
れ
た
朱
墨
の
曲
線
は
そ
れ
ぞ
れ
「
宮
」
と
「
嬰
商
」
の
行
頭
に
繋
が
っ
て
い
る
が
、
藝
大
本
の

み
「
双
調
七
声
」
と
「
平
調
七
声
」
か
ら
出
た
曲
線
が
い
ず
れ
も
「
中
呂
」
の
行
頭
に
繋
が
っ
て
い
る
。
こ
こ
は
「
双
調
」
と
「
平
調
」
の
「
七
声
」
を
示
す
た
め
の
曲

線
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
底
本
・
諸
本
に
従
う
。
以
下
「
壱
越
超
」「
盤
渉
調
」、「
黄
鍾
調
」「
下
無
調
」
の
図
表
に
つ
い
て
も
同
様
。

※
如
此
同
均
也
…
…　

岩
瀬
文
庫
本
に
異
文
あ
り
。
左
の
注
を
参
照
。

※
こ
れ
を
云　

藝
大
本
こ
の
箇
所
を
「
是
ヲ
羽
調
ノ
反
音
ト
云
」
と
す
る
。

※
本
朝
の
習　

国
会
図
書
館
本
「
本
調
の
習
」
に
作
る
も
「
調
」
の
右
に
朱
墨
で
「
朝
」
の
小
字
傍
書
あ
り
。

※ 

宮
と
て　

藝
大
本
「
中
呂
を
宮
と
て
」
を
「
中
呂
ヲ
名
ト
テ
」
に
作
る
も
、
見
せ
消
ち
で
「
名
」
を
「
呂
」
に
修
正
し
て
い
る
。
但
し
こ
の
見
せ
消
ち
の
「
呂
」
は
「
宮
」

の
誤
り
だ
と
思
わ
れ
る
。

※
壱
越
調
七
声　

底
本
「
壹
越
調
」
か
ら
「
宮
」
に
繋
が
る
朱
墨
曲
線
を
欠
く
も
、
今
諸
本
に
従
い
こ
れ
を
補
う
。

※
商　

藝
大
本
「
商
」
を
「
角
」
に
作
る
も
誤
り
か
。
諸
本
い
ず
れ
も
「
商
」
に
作
る
。

※
即　

藝
大
本
「
即
」
を
「
師
」
に
作
る
も
誤
り
か
。
諸
本
い
ず
れ
も
「
即
」
に
作
る
。

※
一
御
遊
に
は　

藝
大
本
「
一
」
字
を
欠
き
、「
御
遊
に
は
」
に
作
る
。
国
会
図
書
館
本
こ
の
行
の
み
一
字
分
行
頭
を
高
く
し
て
い
る
。

※
林
鍾　

藝
大
本
「
黄
鐘
」
に
作
る
も
誤
り
。

※ 

嬰
羽
（
朱
墨
）　

底
本
「
羽
」
に
作
り
、
彦
根
本
・
京
大
本
・
静
嘉
堂
本
・
東
北
大
本
・
藝
大
本
「
嬰
羽
」
に
作
る
。
国
会
図
書
館
本
「
羽
」
に
作
る
も
そ
の
左
に
朱
墨
で

「
嬰
羽
乎
」
と
の
小
字
傍
書
あ
り
。「
羽
」
が
「
大
呂
」
で
あ
れ
ば
「
太
簇
」
は
当
然
「
嬰
羽
」
で
あ
る
た
め
、
今
「
嬰
羽
」
に
改
め
る
。

※
商　

藝
大
本
「
角
」
に
作
る
も
誤
り
。

※ 

篳
篥
抄　

底
本
・
彦
根
本
・
京
大
本
・
東
北
大
本
「
篳
篥
物
」
に
作
る
。
国
会
図
書
館
本
「
篳
篥
物
」
に
作
る
も
「
物
」
の
右
上
に
朱
墨
で
「
抄
」
の
小
字
傍
書
あ
り
。
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一
六

静
嘉
堂
本
・
藝
大
本
「
抄
」
に
作
る
。
こ
こ
は
安
倍
家
伝
来
の
『
篳
篥
抄
』
を
言
う
と
思
わ
れ
、
今
「
篳
篥
抄
」
に
改
め
る
。

※
律
ニ
か
へ
る　

彦
根
本
・
岩
瀬
文
庫
本
「
か
へ
り
」
に
作
る
。『
残
夜
抄
』
の
該
当
箇
所
は
「
か
へ
る
」
に
作
る
。

※ 
こ
と
調
子
に　

底
本
・
東
北
大
本
「
こ
と
調
子
う
つ
れ
ど
も
」
に
作
る
。
彦
根
本
・
京
大
本
・
静
嘉
堂
本
・
岩
瀬
文
庫
本
「
こ
と
調
子
に
う
つ
れ
ど
も
」
に
作
る
。
国
会

図
書
館
本
「
こ
と
調
子
う
つ
れ
ど
も
」
に
作
る
も
「
子
」
の
右
に
朱
墨
で
「
に
」
の
小
字
傍
書
あ
り
。『
残
夜
抄
』
の
該
当
箇
所
、
伏
見
宮
本
は
「
い
と
調
子
に
う
つ
れ

ど
も
」
に
作
り
、
群
書
類
従
本
は
「
こ
と
調
子
に
う
つ
れ
ど
も
」
に
作
る
。
こ
こ
は
「
異こ
と
て
う
し

調
子
に
移う
つ

る
」
の
意
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
た
め
、
今
「
こ
と
調
子
に
」
に
改
め

る
。

※
略
頌　

岩
瀬
本
「
略
碩
」
に
作
る
。「
頌
」
の
誤
り
か
。

※ 

一
こ
ツ
調
ニ
か
へ
り　

底
本
・
京
大
本
・
国
会
図
書
館
本
・
静
嘉
堂
本
・
東
北
大
本
・
岩
瀬
文
庫
本
「
か
へ
る
」
に
作
る
。
彦
根
本
「
か
へ
り
」
に
作
る
。『
残
夜
抄
』
の

該
当
箇
所
は
「
か
へ
り
」
に
作
る
。
今
「
か
へ
り
」
に
改
め
る
。

※ 

盤
渉
調
ニ
か
へ
り　

底
本
・
京
大
本
・
国
会
図
書
館
本
・
静
嘉
堂
本
・
東
北
大
本
・
岩
瀬
文
庫
本
「
か
へ
る
」
に
作
る
。
彦
根
本
「
か
へ
り
」
に
作
る
。『
残
夜
抄
』
の
該

当
箇
所
、
伏
見
宮
本
は
「
か
へ
る
」
に
作
り
、
同
群
書
類
従
本
は
「
か
へ
り
」
に
作
る
。
今
「
か
へ
り
」
に
改
め
る
。

※ 

双
調
ニ
か
へ
る
べ
し　

底
本
・
静
嘉
堂
本
・
東
北
大
本
「
か
へ
り
べ
し
」
に
作
る
。
彦
根
本
・
京
大
本
・
岩
瀬
文
庫
本
「
か
へ
る
べ
し
」
に
作
る
。
国
会
図
書
館
本
「
か

へ
り
べ
し
」
に
作
る
も
「
り
」
の
右
に
朱
墨
で
「
る
」
の
小
字
傍
書
あ
り
。『
残
夜
抄
』
の
該
当
箇
所
は
「
か
へ
る
べ
し
」
に
作
る
。
今
「
か
へ
る
べ
し
」
に
改
め
る
。

※ 

ま
と
し
き　

底
本
・
彦
根
本
・
静
嘉
堂
本
・
東
北
大
本
・
岩
瀬
文
庫
本
「
ま
と
し
き
声
」
に
作
る
。
京
大
本
「
ま
こ
と
し
き
声
」
に
作
る
。
国
会
図
書
館
本
「
ま
と
し
き

声
」
に
作
る
も
「
ま
と
」
の
間
に
朱
墨
で
「
こ
」
の
小
字
傍
書
あ
り
。『
残
夜
抄
』
の
該
当
箇
所
、
伏
見
宮
本
は
「
ま
と
し
き
声
」
に
作
り
、
同
群
書
類
従
本
は
「
ま
こ
と

し
き
声
」
に
作
る
。
今
「
ま
こ
と
し
き
声
」
に
改
め
る
。

※ 

く
ハ
し
か
ら
ず　

底
本
・
彦
根
本
・
京
大
本
・
静
嘉
堂
本
・
東
北
大
本
「
く
ハ
し
か
ら
ず
」
に
作
る
。
国
会
図
書
館
本
「
く
わ
し
か
ら
ず
」
に
作
る
。
岩
瀬
文
庫
本
「
女

房
の
」
か
ら
「
く
は
し
か
ら
ず
」
ま
で
を
欠
く
。『
残
夜
抄
』
の
該
当
箇
所
、
伏
見
宮
本
は
「
く
る
し
か
ら
ず
」
に
作
り
、
同
群
書
類
従
本
は
「
く
は
し
か
ら
ず
」
に
作

る
。

※ 

管
絃
音
義
曰　

季
良
は
『
管
絃
音
義
』
を
引
く
に
当
た
っ
て
本
文
の
順
番
を
入
れ
替
え
つ
つ
、
適
宜
省
略
を
行
い
、
さ
ら
に
一
部
テ
キ
ス
ト
を
重
複
引
用
し
て
い
る
。
左

の
『
管
絃
音
義
』
の
注
を
参
照
。

※ 

無
始
、
無
際
無
限　
『
管
絃
音
義
』
の
該
当
個
所
、「
無
始
無
終
、
无
際
无
限
」
に
作
る
。

※ 

四
時
者
即
春
夏
秋
冬
之
四
季
也　
『
管
絃
音
義
』
の
該
当
個
所
、「
四
時
者
謂
有
情
生
老
病
死
、
世
界
生
住
異
滅
也
。
生
住
異
滅
者
即
春
夏
秋
冬
之
四
季
也
」
に
作
る
。
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一
七

※ 

乙
者
音
終
也
。
而
返
音
時　
『
管
絃
音
義
』
の
該
当
個
所
、「
音
始
也
。
乙
者
音
終
也
。
謂
生
位
音
名
甲
、
滅
位
音
名
乙
也
。
而
返
音
時
」
に
作
る
。

※
第
三
秋
位
乙
音　
『
管
絃
音
義
』
の
該
当
個
所
、「
第
三
異
位
音
」
に
作
る
。『
群
書
類
従
』
本
に
は
「
第
三
秋
位
乙
音
」
の
異
文
が
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

※
如
彼
五
声
等
種　
『
管
絃
音
義
』
の
該
当
個
所
、「
如
彼
五
穀
等
種
」
に
作
る
。

※
春
植
時
為
因　
『
管
絃
音
義
』
の
該
当
個
所
、「
春
殖
時
名
因
」
に
作
る
。

※
前
果
返
為
後
因　
『
管
絃
音
義
』
の
該
当
個
所
、「
前
果
返
為
後
果
成
因
」
に
作
る
。

※
是
則
五
声
五
行
音　
『
管
絃
音
義
』
の
該
当
個
所
、「
是
則
五
穀
五
行
味
、
五
音
五
行
音
」
に
作
る
。

※
越
二
音　
『
管
絃
音
義
』
の
該
当
個
所
、「
越
一
音
」
に
作
る
。『
群
書
類
従
』
本
に
は
「
越
二
音
」
の
異
文
が
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

※
二
調
子　
『
管
絃
音
義
』
の
該
当
個
所
、「
一
調
子
」
に
作
る
。『
群
書
類
従
』
本
に
は
「
二
調
子
」
の
異
文
が
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

※
此
又　
『
管
絃
音
義
』
の
該
当
個
所
、「
此
亦
」
に
作
る
。

※ 

返
成
春
音　

底
本
・
諸
本
い
ず
れ
も
「
返
成
音
」
に
作
る
。『
管
絃
音
義
』
の
該
当
箇
所
は
「
返
成
春
音
」
に
作
る
。
こ
こ
は
「
秋
音
返
成
春
音
」（
秋
音
返
り
て
春
音
と

成
る
）
で
な
け
れ
ば
文
意
が
通
じ
な
い
た
め
、
今
『
管
絃
音
義
』
に
従
い
「
返
成
春
音
」
に
改
め
る
。

※ 

謂
如
平
調
音
也　
『
管
絃
音
義
』
の
該
当
箇
所
は
「
謂
如
平
調
音
返
上
無
調
音
時
、
従
下（
亍
）至
下（
丅
）。
故
越
六
一
音
也
」
に
作
る
（
カ
ッ
コ
内
は
『
群
書
類
従
』
本
の
示
す
異

文
）。

※
余
例
之
可
知
之　
『
管
絃
音
義
』
の
該
当
箇
所
は
「
余
例
之
可
知
」
に
作
る
。

※ 

返
音
輪
転
図　

円
の
中
心
の
丸
、
そ
の
周
囲
の
「
双
調
」「
平
調
」「
上
無
調
」「
黄
鐘
調
」「
下
無
調
」「
壱
越
調
」「
盤
渉
調
」
の
上
に
付
さ
れ
た
丸
、
各
調
の
「
乙
音
一

重
高
音
」
と
「
甲
音
」
を
結
ぶ
曲
線
、
及
び
各
調
の
笛
譜
の
右
に
付
さ
れ
た
笙
譜
は
、
い
ず
れ
も
底
本
で
は
朱
墨
と
な
っ
て
い
る
。

※ 

返
音
輪
転
図　

外
円
円
周
部
六
時
の
方
向
、「
下
（
下
無
調
）」
の
笛
譜
「
六
」
の
右
の
笙
譜
、
底
本
「
儿
」
に
作
る
も
、
彦
根
本
・
京
大
本
・
国
会
図
書
館
本
・
静
嘉
堂

本
・
東
北
大
本
・
藝
大
本
に
従
い
今
「
凢
」
に
改
め
る
。

※ 

返
音
輪
転
図　

外
円
円
周
部
八
時
方
向
の
「
壱
（
壱
越
調
）」
の
笛
譜
「
中
」
と
、
十
時
方
向
の
「
盤
渉
調
」
の
笛
譜
「
中
」
を
結
ぶ
朱
墨
の
線
、
底
本
・
東
北
大
本
は

「
壱
（
壱
越
調
）」
の
笛
譜
「
夕
」
を
結
ぶ
も
、
彦
根
本
・
京
大
本
・
国
会
図
書
館
本
・
静
嘉
堂
本
・
藝
大
本
が
「
中
」
を
結
ぶ
の
に
従
い
今
改
め
る
。
な
お
国
会
図
書
館

本
に
は
一
旦
「
夕
」
を
結
ん
だ
後
、
そ
れ
を
消
し
て
「
中
」
を
結
ぶ
よ
う
修
正
し
た
跡
が
見
え
る
。

※ 

返
音
輪
転
図　

外
円
円
周
部
九
時
の
方
向
、「
上
无
調
」
の
笛
譜
「
丄
」
の
右
の
笙
譜
、
底
本
・
彦
根
本
・
京
大
本
・
国
会
図
書
館
本
・
東
北
大
本
「
丅
」
に
作
る
も
、
静

嘉
堂
本
・
藝
大
本
に
従
い
今
「
十
」
に
改
め
る
。
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一
八

※ 

返
音
輪
転
図　

外
円
円
周
部
十
時
の
方
向
、
彦
根
本
・
京
大
本
・
静
嘉
堂
本
・
東
北
大
本
「
盤
渉
調
」
を
示
す
「
盤
」
の
字
が
あ
る
も
、
底
本
・
国
会
図
書
館
本
は
こ
れ

を
欠
く
。『
管
絃
音
義
』
の
該
当
箇
所
「
盤
渉
調
」
に
作
る
。
今
「
盤
」
を
補
う
。

※ 
返
音
輪
転
図　

外
円
円
周
部
二
時
の
方
向
、「
一
越
調
」
の
笛
譜
「
丅
」
の
右
の
笙
譜
、
底
本
・
国
会
図
書
館
本
「
二
」
に
作
る
も
、
彦
根
本
・
京
大
本
・
静
嘉
堂
本
・
東

北
大
本
・
藝
大
本
に
従
い
今
「
工
」
に
改
め
る
。

※ 

四
時
者
〜
即
春
夏
秋
冬
之
四
季
也　

こ
の
部
分
を
右
に
重
複
し
て
引
用
し
た
箇
所
で
は「
四
時
間
者
即
春
夏
秋
冬
之
四
季
也
」と
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
こ
こ
で
は『
管

絃
音
義
』
の
該
当
個
所
に
同
じ
く
、「
四
時
者
謂
有
情
生
老
病
死
、
世
界
生
住
異
滅
也
。
生
住
異
滅
者
即
春
夏
秋
冬
之
四
季
也
」
に
作
る
。
但
し
、
生
住
異
滅
（
二
箇
所
）

は
底
本
・
彦
根
本
・
京
大
本
・
東
北
大
本
「
生
侄
異
滅
」
に
作
り
、
静
嘉
堂
本
・
藝
大
本
「
生
住
異
滅
」
に
作
る
。
国
会
図
書
館
本
凢
「
生
侄
異
滅
」
に
作
る
も
「
侄
」

の
右
に
朱
墨
で
「
住
」
の
小
字
傍
書
あ
り
。『
管
絃
音
義
』
の
該
当
箇
所
「
生
住
異
滅
」
に
作
る
。
今
「
生
住
異
滅
」
に
従
う
。

※ 

乙
者
音
終
也
〜
而
返
音
時　

こ
の
部
分
を
右
に
重
複
し
て
引
用
し
た
箇
所
で
は
「
乙
者
音
終
也
。
而
返
音
時
」
と
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
こ
こ
で
は
『
管
絃
音
義
』
の

該
当
個
所
に
同
じ
く
、「
乙
者
音
終
也
。
謂
生
位
音
名
甲
、
滅
位
音
名
乙
也
。
而
返
音
時
」
に
作
る
。

※ 

如
彼
五
穀
等
種　

こ
の
部
分
を
右
に
重
複
し
て
引
用
し
た
箇
所
で
は
「
如
彼
五
声
等
種
」
と
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
こ
こ
で
は
『
管
絃
音
義
』
の
該
当
個
所
に
同
じ
く

「
如
彼
五
穀
等
種
」
に
作
っ
て
い
る
。

※ 

春
殖
時
名
因　

こ
の
部
分
を
右
に
重
複
し
て
引
用
し
た
箇
所
で
は
「
春
植
時
為
因
」
と
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
こ
こ
で
は
『
管
絃
音
義
』
の
該
当
個
所
に
同
じ
く
「
春

殖
時
名
因
」
に
作
っ
て
い
る
。

※ 

ま
こ
と
の
音
の
位
に　

底
本
・
東
北
大
本
「
ま
へ
と
の
」
に
作
る
。
彦
根
本
・
京
大
本
・
静
嘉
堂
本
「
ま
こ
と
の
」
に
作
る
。
国
会
図
書
館
本
「
ま
へ
と
の
」
に
作
る
も

「
へ
」
の
右
に
朱
墨
で
「
こ
」
の
小
字
傍
書
あ
り
。
今
「
ま
こ
と
の
」
に
従
う
。

※ 

或
記
云　

底
本
・
国
会
図
書
館
本
・
東
北
大
本
・
藝
大
本
「
式
記
」
に
作
る
。
彦
根
本
・
京
大
本
・
静
嘉
堂
本
「
或
記
」
に
作
る
。『
体
源
鈔
』
十
ノ
上
の
該
当
箇
所
に
は

「
或
記
云
ク
」
と
あ
る
。
今
「
或
記
」
に
従
う
。

※
臣
ニ　

国
会
図
書
館
本
「
臣
ニ
」
を
朱
墨
で
「
臣
ヲ
」
に
修
正
し
て
い
る
。

※ 

讎　

底
本
・
国
会
図
書
館
本
・
東
北
大
本
「
雔
」
に
作
る
。
彦
根
本
・
京
大
本
・
静
嘉
堂
本
・
藝
大
本
「
讎
」
に
作
る
。『
楽
書
要
録
』
の
該
当
箇
所
「
讎
」
に
作
る
。
今

「
讎
」
に
従
う
。

※ 

□
木
（
欠
字
）　

□
の
欠
字
部
分
は
、『
楽
書
要
録
』
巻
第
五
の
該
当
部
分
に
於
い
て
も
元
々
□
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
趙
玉
卿
氏
は
『《
楽
書
要
録
》
研
究
』

（
中
央
音
楽
学
院
出
版
社
二
〇
〇
四
）
に
於
い
て
「
此
脱
字
疑
為
「
草
」
字
」（
₈₆
頁
）
と
し
て
こ
こ
が
「
草
木
」
で
あ
っ
た
と
考
え
て
お
ら
れ
る
。
一
方
高
瀬
澄
子
氏
は
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一
九

『「
楽
書
要
録
」
の
研
究
』
に
於
い
て
、
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
所
蔵
抄
本
の
上
欄
に
「
沼
下
恐
闕
嘉
字
」
と
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
（
₇₂
頁
）。

※
其
宜　

藝
大
本
「
宜
」
字
を
欠
く
。

※
熒
惑　

底
本
・
国
会
図
書
館
本
・
東
北
大
本
「
熒
」
を
異
体
字
に
作
る
も
、
今
「
熒
惑
」
に
改
め
る
。

※
倉
廩　

藝
大
本
「
倉
禀
」
に
作
る
。

※ 

辰
星　

底
本
・
彦
根
本
・
京
大
本
・
国
会
図
書
館
本
・
静
嘉
堂
本
・
東
北
大
本
「
辱
星
」
に
作
る
。
藝
大
本
「
辰
星
」
に
作
る
。『
楽
書
要
録
』
の
該
当
箇
所
「
辰
星
」
に

作
る
。
こ
こ
は
「
五
星
」
の
名
で
あ
る
は
ず
な
の
で
今
「
辰
星
」
に
改
め
る
。

【
注
】

○ 

御
遊
の
時
先
呂
遊
あ
り
て　

底
本
「
御
遊
の
時
先
呂
遊
あ
り
て
…
（
中
略
）
…
其
羽
調
に
反
音
す
る
こ
と
な
り
」
の
部
分
、
岩
瀬
文
庫
本
は
次
の
よ
う
に
や
や
異
な
る
本

文
と
な
っ
て
い
る
。

御
遊
の
時
先
呂
遊
あ
り
て
か
へ
り
声
に
な
り
て
律
遊
是
定
れ
る
事
也
。
其
本
意
ハ
同
均
な
る
に
よ
り
て
ぞ
反
音
と
ハ
い
ふ
な
り
。
其
真
実
を
い
ふ
と
き
ハ
、
双
調
呂

の
し
ら
べ
ハ
ま
づ
中
呂
を
宮
と
し
て
徴
商
角
羽
変
宮
変
徴
の
七
声
を
次
第
に
立
た
り
。
是
即
中
呂
均
な
り
。
扨
平
調
ハ
中
呂
均
の
羽
調
は
七
声
か
わ
る
こ
と
な
け
れ

バ
な
り
。
則
初
に
ハ
宮
調
を
し
ら
べ
て
そ
の
羽
調
に
反
音
す
る
也
。

○ 

こ
れ
は
同
均
な
る
の
ゆ
へ
な
り　

底
本
「
こ
れ
は
同
均
な
る
の
ゆ
へ
…
（
中
略
）
…
其
羽
調
に
反
音
す
る
こ
と
な
り
」
の
部
分
、
静
嘉
堂
本
は
次
の
よ
う
に
や
や
異
な
る

本
文
と
な
っ
て
い
る
。

是
は
其
信
実
を
い
ふ
と
き
は
、
同
均
な
る
の
ゆ
へ
な
り
。
双
調
と
平
調
と
ハ
同
均
に
ハ
あ
ら
ざ
れ
ど
も
、
呂
の
調
は
箏
琵
琶
皆
中
呂
を
宮
と
し
て
七
声
を
次
第
に
立

た
り
。
是
即
中
呂
均
な
り
。
扨
平
調
は
も
と
よ
り
中
呂
均
の
羽
調
な
り
。
こ
れ
に
よ
り
て
七
声
か
わ
る
こ
と
な
し
。
則
宮
よ
り
羽
に
反
音
す
る
こ
と
な
り
。
今
の
世

人
こ
れ
を
知
ら
ず
。
な
げ
か
し
き
こ
と
に
こ
そ
。

○ 

夾
鍾
均
の
商
調　

同
じ
「
双
調
」
の
名
を
冠
す
る
中
国
の
宮
調
は
「
夾
鍾
均
」
の
「
商
調
式
」
即
ち
「
夾
鍾
商
」
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
示
す
資
料
は
枚
挙
に
暇
な
い
が
、

理
論
上
成
立
す
る
八
十
四
調
全
て
の
律
呂
名
と
俗
名
を
併
記
し
て
い
る
も
の
と
し
て
は
、（
南
宋
）
張
炎
の
詞
論
書
『
詞
源
』
と
（
南
宋
）
陳
元
靚
の
類
書
『
事
林
広
記
』

と
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
前
者
は
こ
の
分
野
の
重
要
書
籍
で
あ
る
も
の
の
我
が
国
江
戸
期
に
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
に
対
し
、
後
者
は
い
わ
ゆ
る「
元
禄
本
」

な
ど
の
和
刻
本
で
広
く
参
照
さ
れ
て
い
る
。『
詞
源
』
巻
上
「
十
二
律
呂
」
の
「
夾
鍾
均
」
の
項
目
に
、

夾
鍾
商　

俗
名　

双
調
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二
〇

と
あ
り
、『
事
林
広
記
』（
元
至
順
刻
本
、
元
禄
十
二
年
刻
本
）「
楽
星
図
譜
」「
律
生
八
十
四
調
」
の
「
仲
呂
」
の
項
目
に
、

呂
名
夾
鍾
商　

俗
呼
双
調

と
あ
る
。

○ 

今
世
箏
弾
法　

底
本
「
今
世
箏
弾
法
む
か
し
に
か
は
り
て
…
（
中
略
）
…
便
覧
の
た
め
左
に
図
し
た
り
」
の
部
分
、
静
嘉
堂
本
は
次
の
よ
う
に
や
や
異
な
る
本
文
と
な
っ

て
い
る
。

又
近
世
は
箏
調
め
や
う
む
か
し
に
か
わ
り
て
律
は
五
声
に
調
め
た
り
。
か
た
〴
〵
本
意
を
失
へ
り
。
古
譜
を
見
て
能
考
べ
し
。
此
事
よ
く
知
べ
く
ハ
図
左
に
注
し
た

り
。

ま
た
同
じ
部
分
、
岩
瀬
文
庫
本
も
次
の
よ
う
に
や
や
異
な
る
本
文
と
な
っ
て
い
る
。

今
世
吹
物
琵
琶
は
此
定
な
り
し
が
、
箏
の
み
し
ら
べ
や
う
む
か
し
に
か
わ
り
て
五
声
に
成
に
た
り
。
か
た
が
た
其
真
の
す
じ
を
人
し
ら
ぬ
や
う
に
成
た
り
。
笙
篳
篥

笛
琵
琶
箏
な
ど
の
反
音
の
図
こ
れ
を
注
す
。

 

岩
瀬
文
庫
本
は
こ
の
後
、
底
本
・
諸
本
と
は
異
な
る
形
式
の
音
階
の
図
表
を
載
せ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
基
本
的
に
底
本
・
諸
本
の
図
表
を
よ
り
詳
し
く
し
た
も
の
と

な
っ
て
い
る
。
次
の
「
双
調
七
声
・
平
調
七
声
」
の
注
を
参
照
。

○ 

双
調
七
声
・
平
調
七
声　
「
双
調
」
と
「
平
調
」
が
同
均
で
あ
る
こ
と
を
示
す
図
表
で
あ
る
。
こ
れ
に
七
声
に
限
ら
ず
十
二
律
呂
を
全
て
補
っ
て
図
示
す
る
な
ら
ば
、
次
の

よ
う
に
な
る
（
日
本
の
十
二
律
呂
名
も
添
え
た
）。

 

使
用
す
る
音
程
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
、
即
ち
同
均
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
本
文
が
述
べ
る
よ
う
に
「
平
調
」
は
「
中
呂
均
の
羽
調
」（
即
ち
律
調
の
主
音
「
宮
」
が

「
太
簇
」
に
あ
る
）
な
の
で
、「
平
調
」
が
「
宮
」
始
ま
り
に
な
る
よ
う
「
太
簇
」「
夾
鍾
」「
姑
洗
」
を
補
っ
て
表
示
す
る
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

双
調宮

商

角

反
徴

徴

羽

反
宮

十
二
律
呂

仲

蕤

林

夷

南

無

応

黄

大

太

夾

姑

十
二
律
呂

双

鳧

黄

鸞

盤

神

上

壱

断

平

勝

下

嬰
商

角

徴

羽

嬰
羽

宮

商

平
調
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二
一

 　

な
お
岩
瀬
文
庫
本
は
同
じ
「
双
調
」
と
「
平
調
」
に
対
し
て
底
本
と
は
別
の
形
の
表
を
四
つ
掲
載
し
て
い
る
。
但
し
そ
れ
ら
は
、「
篳
篥
」「
笛
」「
琵
琶
」「
箏
」
の
音

符
の
違
い
、
七
声
に
お
い
て
広
く
用
い
ら
れ
る
表
記
（
4
「
律
七
聲
塩
梅
の
二
月
声
名
両
説
の
事
」
に
言
う
と
こ
ろ
の
「
大
原
流
」、
ま
た
岩
瀬
文
庫
本
に
言
う
と
こ
ろ
の

「
尋
常
説
」）
と
い
わ
ゆ
る
妙
音
院
流
と
の
違
い
、
箏
に
お
け
る
七
声
・
五
声
の
違
い
で
あ
り
、
表
示
す
る
音
階
に
つ
い
て
は
同
一
で
あ
る
。
そ
こ
で
岩
瀬
本
の
示
す
「
双

調
」
と
「
平
調
」
に
つ
い
て
、
各
楽
器
の
音
符
を
省
き
、
通
常
の
七
声
の
み
を
用
い
て
示
す
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

呂
律
七
聲
反
音
図　
（
但
律
七
声
名
注
尋
常
説
）

呂
宮 

中
呂 

律
嬰
商

呂
商 

林
鍾 

律
角

呂
角 

南
呂 

律
徴

呂
反
徴 

應
鍾 

律
羽

呂
徴 

黄
鍾 

律
嬰
羽

呂
羽 

太
簇 

律
宮

呂
反
宮 

姑
洗 

律
商

さ
ら
に
、
こ
の
図
に
十
二
律
呂
を
補
い
、「
呂
調
＝
双
調
」
と
「
平
調
＝
律
調
」
の
音
程
を
及
び
そ
れ
ぞ
れ
の
「
宮
」
を
示
せ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

双
調

宮

商

角

反
徴

徴

羽

反
宮

十
二
律
呂

太

夾

姑

仲

蕤

林

夷

南

無

応

黄

大

太

夾

姑

仲

蕤

十
二
律
呂

平

勝

下

双

鳧

黄

鸞

盤

神

上

壱

断

平

勝

下

双

鳧

宮

商

嬰
商

角

徴

羽

嬰
羽

平
調
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二
二

こ
れ
に
よ
り
岩
瀬
文
庫
本
は
、
異
な
る
形
式
の
図
を
以
て
底
本
と
同
様
の
「
反
音
」
の
説
明
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

○ 

如
此
同
均
也　

底
本
「
如
此
同
均
也
…
（
中
略
）
…
反
り
音
に
叶
へ
り
」
の
部
分
、
岩
瀬
文
庫
本
は
こ
れ
を
欠
き
、
諸
本
に
な
い
独
自
の
音
階
の
図
表
を
示
し
た
後
、
次

の
よ
う
な
本
文
を
置
く
。

私
案
、
近
来
箏
の
し
ら
べ
五
声
に
成
て
よ
り
、
吹
物
も
哥
の
ふ
り
ま
で
も
、
聊
か
わ
り
て
ぞ
侍
ら
ん
。
こ
れ
は
す
べ
て
物
の
音
は
箏
に
ハ
よ
く
和
す
る
こ
と
な
れ
バ

残
楽
な
ど
も
箏
を
賞
翫
す
る
こ
と
ぞ
か
し
。
此
七
声
の
か
け
た
る
に
よ
り
笙
篳
篥
笛
も
哥
の
こ
わ
ぶ
り
も
、
箏
に
和
す
る
こ
と
を
聞
と
し
て
、
箏
に
な
き
音
ハ
お
の

づ
か
ら
き
ゝ
わ
か
ぬ
や
う
に
吹
こ
と
を
習
の
様
に
成
に
た
り
。
是
ハ
道
に
と
り
て
か
き
ん
と
や
申
べ
し
。
殿
下
鷹
司
殿
此
事
の
天
下
に
か
け
た
る
を
年
ご
ろ
ほ
い
な

く
お
ぼ
し
め
さ
れ
て
つ
ね
に
御
沙
汰
あ
り
。
我
も
此
事
を
嘆
き
侍
り
き
。
も
と
も
琵
琶
に
は
な
を
む
か
し
に
か
わ
ら
ぬ
声
に
し
あ
れ
バ
糸
竹
の
道
に
七
声
の
闕
た
る

と
い
ふ
に
も
あ
ら
ね
ど
、
箏
に
も
此
声
の
侍
り
て
ぞ
あ
る
こ
と
な
れ
バ
今
一
し
ほ
に
糸
竹
の
声
の
調
和
も
諧
て
此
道
の
真
の
す
じ
に
侍
り
と
覚
侍
り
ぬ
。

な
お
岩
瀬
文
庫
本
本
文
に
見
え
る
「
残
楽
」
に
つ
い
て
は
、『
山
鳥
秘
要
抄
』
安
倍
家
原
本
目
録
の
「
智
」
の
二
に
「
残
楽
助
音
譜
」
と
あ
る
の
に
関
連
す
る
か
。

　

双
調
＝
呂
調

　

平
調
＝
律
調

律
呂（
中
）
律
呂（
日
）

呂
宮
＝
宮

律
嬰
商
＝
嬰
商

仲
呂

双
調

蕤
賓

鳧
鐘

呂
商
＝
商

律
角
＝
角

林
鍾

黄
鐘

夷
則

鸞
鏡

呂
角
＝
角

律
徴
＝
徴

南
呂

盤
渉

無
射

神
仙

呂
反
徴
＝
反
徴

律
羽
＝
羽

應
鍾

上
無

呂
徴
＝
徴

律
嬰
羽
＝
嬰
羽

黄
鍾

壱
越

大
呂

断
金

呂
羽
＝
羽

律
宮
＝
宮

太
簇

平
調

夾
鍾

勝
絶

呂
反
宮
＝
反
宮

律
商
＝
宮

姑
洗

下
無
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二
三

○
全
体
双
調
は　
「
全
体
双
調
は
〜
反
り
音
に
叶
へ
り
」
の
部
分
に
言
う
心
は
以
下
の
如
し
。

・
中
国
式
の
「
双
調
」
は
「
夾
鍾
均
の
商
調
式
」（
夾
鍾
商
）
で
あ
る
。

・
実
際
に
日
本
の
楽
曲
で
用
い
ら
れ
る
「
反
呂
反
律
」
は
「
夾
鍾
商
」
に
相
当
す
る
（
3
「
半
呂
半
律
の
調
と
い
ふ
事
」
に
言
う
所
の
「
律
兼
呂
」
に
相
当
）。

・ 

し
か
し
、
日
本
の
呂
調
は
中
国
の
宮
調
式
に
同
じ
く
、「
中
呂
」
を
「
宮
」
と
す
る
な
ら
ば
「
中
呂
均
の
宮
調
式
」（
仲
呂
宮
）
で
あ
る
。（
つ
ま
り
、
同
じ
「
双
調
」

と
い
う
名
称
で
も
、
中
国
の
「
夾
鍾
商
」
と
は
異
な
り
、
日
本
の
「
双
調
」
は
「
中
呂
宮
」
で
あ
る
）

・ 

よ
っ
て
、
日
本
の
「
双
調
」（
中
呂
宮
）
と
「
平
調
」（
中
呂
羽
）
と
は
同
均
で
あ
り
、
同
均
に
於
い
て
反
音
が
行
わ
れ
る
。

○
壱
越
調
七
声
・
盤
渉
調
七
声　
「
壱
越
調
」
と
「
盤
渉
調
」
が
同
均
で
あ
る
こ
と
を
示
す
図
表
で
あ
る
。
右
注
と
同
様
に
図
示
す
る
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

十
二
律

仲

蕤

林

夷

南

無

応

黄

大

太

夾

姑
　

（
中
国
）
夾
鍾
商

商

　

角

　

変
徴

徴

　

羽

　

変
宮

宮

　

中
国
で
言
う
双
調　

（
日
本
）
半
呂
半
律

宮

　

商

　

呂
角

律
角
　

徴

　

羽

嬰
羽
　

律
兼
呂
の
半
呂
半
律

十
二
律

仲

蕤

林

夷

南

無

応

黄

大

太

夾

姑

双
調
（
中
呂
宮
）

宮

商

角

変
徴

徴

羽

変
宮

平
調
（
中
呂
羽
）
嬰
商

角

徴

羽

嬰
羽

宮

商
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二
四

 

使
用
す
る
音
程
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
、
即
ち
同
均
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
本
文
が
述
べ
る
よ
う
に
「
盤
渉
調
」
は
「
黄
鍾
均
の
羽
調
」（
即
ち
律
調
の
主
音
「
宮
」

が
「
南
呂
」
に
あ
る
）
な
の
で
、「
盤
渉
調
」
が
「
宮
」
始
ま
り
に
な
る
よ
う
「
南
呂
」「
無
射
」「
応
鍾
」
を
補
っ
て
表
示
す
る
な
ら
ば
、

と
な
る
。
こ
れ
も
西
洋
音
楽
に
言
う
「
平
行
調
」
の
関
係
に
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

○ 

四
ヶ
法
用　

四
箇
法
要
に
同
じ
。
仏
教
の
法
要
を
構
成
す
る
部
分
の
名
称
で
、「
唄ば
い

」「
散さ
ん
げ華
」「
梵ぼ
ん
の
ん音
」「
錫
し
や
く
ぢ
や
う
杖
」
の
四
曲
を
用
い
る
。『
日
本
音
楽
大
事
典
』
に
は
、

仏
教
儀
式
の
構
成
部
分
の
名
称
「
四
箇
法
用
」
と
も
書
く
。「
唄
（
如
来
唄
）」「
散
華
」「
梵
音
」「
錫
杖
」
の
四
曲
か
ら
な
り
、
い
ず
れ
も
呉
音
読
み
に
よ
る
。
こ
れ

ら
は
法
会
の
導
入
部
で
唱
え
ら
れ
、
心
身
を
静
粛
に
し
、
道
場
を
清
め
、
法
会
を
荘
厳
す
る
（
飾
る
）
と
い
う
意
味
を
持
つ
。

と
あ
り
、
ま
た
『
邦
楽
百
科
辞
典
』
に
は
、

声
明
の
用
語
。
法
要
と
は
狭
義
に
は
、
法
会
の
前
半
部
分
で
心
を
静
め
て
道
場
を
清
め
た
り
荘
厳
す
る
意
味
で
、
旋
律
の
豊
か
な
声
明
曲
を
式
衆
が
唱
え
る
部
分
を

さ
す
語
で
あ
る
。
四
箇
法
要
と
は
「
唄
」「
散
華
」「
梵
音
」「
錫
杖
」
の
四
曲
を
用
い
る
法
要
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

壱
越
調

宮

商

角

反
徴

徴

羽

反
宮

十
二
律
呂

黄

大

太

夾

姑

仲

蕤

林

夷

南

無

応

十
二
律
呂

壱

断

平

勝

下

双

鳧

黄

鸞

盤

神

上

嬰
商

角

徴

羽

嬰
羽

宮

商

盤
渉
調

壱
越
調

宮

商

角

反
徴

徴

羽

反
宮

十
二
律
呂

南

無

応

黄

大

太

夾

姑

仲

蕤

林

夷

南

無

応

黄

大

十
二
律
呂

盤

神

上

壱

断

平

勝

下

双

鳧

黄

鸞

盤

神

上

壱

断

宮

商

嬰
商

角

徴

羽

嬰
羽

盤
渉
調
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二
五

と
あ
る
。

○
黄
鍾
調
・
下
無
調　
「
黄
鐘
調
」
と
「
下
無
調
」
が
同
均
で
あ
る
こ
と
を
示
す
図
表
で
あ
る
。
右
注
と
同
様
に
図
示
す
る
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

 

使
用
す
る
音
程
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
、
即
ち
同
均
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
本
図
が
示
す
よ
う
に
「
下
無
調
」
は
「
林
鍾
均
の
羽
調
」（
即
ち
律
調
の
主
音
「
宮
」
が

「
姑
洗
」
に
あ
る
）
な
の
で
、「
下
無
調
」
が
「
宮
」
始
ま
り
に
な
る
よ
う
「
姑
洗
」「
仲
呂
」「
蕤
賓
」
を
補
っ
て
表
示
す
る
な
ら
ば
、

 

と
な
る
。
こ
れ
も
西
洋
音
楽
に
言
う
「
平
行
調
」
の
関
係
に
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

 　

但
し
、
こ
こ
で
季
良
の
挙
げ
る
「
黄
鐘
調
」
は
呂
調
で
「
林
鍾
宮
」
で
あ
る
が
、
通
常
用
い
ら
れ
る
「
黄
鐘
調
」
は
8
「
今
伝
来
調
子
根
元
之
事
」
に
季
良
自
身
の
挙

げ
る
如
く
律
調
で
「
無
射
羽
」
で
あ
る
。
ま
た
8
「
今
伝
来
調
子
根
元
之
事
」
に
あ
る
半
呂
半
律
（
律
兼
呂
）
の
「
黄
鐘
調
」
は
「
仲
呂
商
」
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
本
条

に
挙
げ
る
律
調
の
「
黄
鐘
調
」
と
は
異
な
る
。

○ 

伝
来
篳
篥
抄　

未
詳
。
2
―

2
「
第
二 

本
朝
音
曲
楽
曲
の
う
へ
に
て
律
音
呂
音
と
云
事
」
に
言
う
「
当
家
篳
篥
抄
」
と
同
様
の
も
の
を
指
し
て
言
う
か
。
た
だ
し
、
安
倍

黄
鐘
調

宮

商

角

反
徴

徴

羽

反
宮

十
二
律
呂

林

夷

南

無

応

黄

大

太

夾

姑

仲

蕤

十
二
律
呂

黄

鸞

盤

神

上

壱

断

平

勝

下

双

鳧

嬰
商

角

徴

羽

嬰
羽

宮

商

下
無
調

黄
鐘
調

宮

商

角

反
徴

徴

羽

反
宮

十
二
律
呂

姑

仲

蕤

林

夷

南

無

応

黄

大

太

夾

姑

仲

蕤

林

夷

十
二
律
呂

下

双

鳧

黄

鸞

盤

神

上

壱

断

平

勝

下

双

鳧

黄

鸞

宮

商

嬰
商

角

徴

羽

嬰
羽

下
無
調
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二
六

家
伝
本
『
新
撰
篳
篥
抄
』
八
巻
（
国
会
図
書
館
所
蔵
）
に
は
、
本
条
で
言
及
さ
れ
て
い
る
「
宗
明
楽
の
内
第
六
大
鼓
ま
へ
平
調
音
」
に
相
当
す
る
記
述
は
見
出
せ
な
い
。

2
―

2
「
第
二 

本
朝
音
曲
楽
曲
の
う
へ
に
て
律
音
呂
音
と
云
事
」
条
の
「
当
家
篳
篥
抄
」
の
注
を
参
。

○ 
声
明
用
心
集　

湛
智
撰
『
声
明
用
心
集
』
上
「
三
、
和
国
神
楽
五
声
」
二
・
一
の
「
一
、
壱
越
条
与
盤
食
条
更
互
変
音
」「
沙
陀
調
曲
」
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

安
楽
塩　

一
徳
塩　

渋
河
鳥
﹇
慈
覚
大
師
所
伝
曲
云
云
﹈
多
兼
羽
調
変
音
也
。

ま
た
「
三
、
壱
越
条
与
黄
鐘
条
更
互
変
音
」「
大
食
調
」
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

散
手
序
﹇
兼
角
徴
両
調
変
音
﹈　

同
破　

大
変
楽
急　

還
城
楽　

天
人
楽　

傾
坏
楽
急　

蘇
芳
菲　

抜
頭　

庶
人
三
臺
﹇
已
上
兼
徴
調
変
音
也
﹈

但
し
書
陵
部
蔵
本
（
安
倍
季
良
抄
本
）
は
後
者
の
葉
を
欠
く
。

○ 

残
夜
抄　

藤
原
孝
道
撰
『
残
夜
抄
』
伏
見
宮
本
の
「
七
、
調
子
の
う
つ
り
か
は
り
め
」
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

七
、
調
子
の
う
つ
り
か
は
り
め
と
い
ふ
は
、
ま
づ
し
ら
べ
一
を
し
ら
め
た
る
に
、
こ
と
こ
ゑ
の
い
で
き
た
る
、
な
べ
て
は
わ
ろ
し
。
そ
れ
に
わ
ろ
か
ら
で
よ
き
有
。

こ
れ
を
か
へ
り
こ
ゑ
と
い
ふ
。
こ
れ
ハ
呂
よ
り
律
に
か
へ
る
、
律
よ
り
呂
に
つ
た
ふ
。
其
こ
ゑ
の
位
を
能
々
心
え
つ
れ
ば
、
い
と
調
子
に
う
つ
れ
ど
も
、
や
が
て
よ

し
。

ふ
る
き
略
頌
に
云
、
下
一
盤
渉
還
双
調
、
平
大
同
音
上
黄
鍾
。
又
云
、
双
調
平
調
上
黄
鍾
、
下
一
盤
渉
還
双
調
と
い
ふ
は
、
そ
う
調
よ
り
平
調
に
か
へ
り
、
平
調
よ

り
上
无
調
に
か
へ
り
、
上
无
調
よ
り
黄
鐘
調
に
か
へ
り
、
黄
鐘
調
よ
り
下
无
調
に
か
へ
り
、
下
无
調
よ
り
一
こ
つ
調
に
か
へ
り
、
壱
越
調
よ
り
盤
渉
調
に
か
へ
る
、

盤
渉
調
よ
り
双
調
に
か
へ
る
べ
し
と
な
り
。
こ
れ
は
笛
一
が
う
ち
の
事
に
て
、
か
た
の
ご
と
く
つ
ゞ
け
た
れ
ど
も
、
ま
と
し
き
声
の
位
は
あ
は
ぬ
也
。
こ
の
中
に
双

調
と
平
調
と
う
つ
り
よ
く
、
壱
越
調
と
盤
渉
調
と
又
う
つ
り
よ
し
。
又
黄
鐘
調
と
下
无
調
と
は
よ
し
。
此
外
の
か
へ
り
こ
ゑ
は
い
と
い
み
じ
く
な
し
。
こ
れ
ら
は
十

二
律
と
い
ふ
こ
と
を
よ
く
〳
〵
心
え
て
し
る
べ
き
事
也
。
こ
れ
ら
ま
で
は
女
房
の
こ
ま
か
の
さ
た
に
を
よ
ぶ
ま
じ
け
れ
ば
、
く
る
し
か
ら
ず
。

ま
た
同
じ
『
残
夜
抄
』
群
書
類
従
本
の
「
第
七
、
調
子
の
う
つ
り
か
は
り
め
」
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

第
七
、
調
子
の
う
つ
り
か
は
り
め
と
い
ふ
は
、
ま
づ
し
ら
べ
一
を
し
ら
め
た
る
に
、
こ
と
声
の
い
で
き
た
る
、
な
べ
て
は
わ
ろ
し
。
そ
れ
に
わ
ろ
か
ら
で
よ
き
あ
り
。

是
を
か
へ
り
こ
ゑ
と
い
ふ
。
是
ハ
呂
よ
り
律
に
か
へ
る
、
律
よ
り
呂
に
つ
た
ふ
。
其
声
の
位
を
よ
く
〳
〵
心
え
つ
れ
ば
、
こ
と
調
子
に
う
つ
れ
ど
も
、
や
が
て
よ
し
。

ふ
る
き
略
頌
ニ
云
、
下
一
盤
渉
還
双
調
、
平
大
同
音
上
黄
鍾
。
又
云
、
双
調
平
調
上
黄
鍾
、
下
一
盤
渉
還
双
調
と
い
ふ
は
、
双
調
よ
り
平
調
に
か
へ
り
、
平
調
よ
り

上
无
調
に
か
へ
り
、
上
无
調
よ
り
黄
鐘
調
に
か
へ
り
、
黄
鐘
調
よ
り
下
无
調
に
か
へ
り
、
下
无
調
よ
り
一
越
調
に
か
へ
り
、
壱
越
調
よ
り
盤
渉
調
に
か
へ
り
、
盤
渉

調
よ
り
双
調
に
か
へ
る
べ
し
と
な
り
。
こ
れ
は
笛
一
が
う
ち
の
事
に
て
、
か
た
の
ご
と
く
つ
ゞ
け
た
れ
ど
も
、
ま
こ
と
し
き
声
の
位
は
あ
は
ぬ
也
。
此
中
に
双
調
と

平
調
と
う
つ
り
よ
く
、
壱
越
調
と
盤
渉
調
と
又
う
つ
り
よ
し
。
又
黄
鐘
調
と
下
无
調
と
は
よ
し
。
此
外
の
か
へ
り
こ
ゑ
は
い
と
い
み
じ
く
な
し
。
こ
れ
ら
は
十
二
律
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二
七

と
い
ふ
こ
と
を
よ
く
〳
〵
心
え
て
し
る
べ
き
事
也
。
こ
れ
ら
ま
で
は
、
女
房
の
こ
ま
か
の
さ
た
に
を
よ
ぶ
ま
じ
け
れ
ば
、
く
は
し
か
ら
ず
。

○ 
実
兼
公
宰
円
僧
都
と　

西
園
寺
実
兼
記
『
音
律
事　

西
園
寺
殿
与
阿
月
問
答
之
琴
、
西
園
寺
殿
与
宰
円
問
答
律
二
変
之
事
』
の
「
西
園
寺
殿
与
宰
円
問
答
律
二
変
之
事
」

に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

宰
円
云
、
正
徴
正
宮
ニ
一
律
隔
タ
ル
物
ヲ
被
号
二
変
道
理
不
当
覚
候
。
御
流
ハ
、
角
変
宮
ト
被
仰
候
ハ
、
商
羽
ノ
塩
梅
ニ
テ
コ
ソ
候
ヘ
。
且
件
ノ
両
ノ
声
ハ
、
平
調

ニ
テ
ハ
塩
梅
ト
被
謂
候
カ
。
平
調
ノ
商
ノ
塩
梅
ハ
、
双
調
ニ
テ
ハ
為
正
宮
。
平
調
商
ハ
、
双
調
ノ
為
変
宮
。
平
調
ノ
塩
梅
ハ
、
双
調
ニ
テ
ハ
為
正
徴
。
平
調
ノ
羽
双

調
ニ
ハ
為
変
徴
。
如
此
候
ヘ
バ
、
雖
有
平
調
双
調
差
別
可
為
一
具
。
彼
管
声
条
ハ
、
可
足
准
拠
候
歟
。
云
云

予
答
云
、
此
潤
色
誠
有
其
謂
。
然
而
於
律
ノ
五
音
者
、
正
徴
正
宮
ニ
二
律
サ
ガ
リ
タ
ル
ヲ
二
変
ト
号
ス
。
是
当
流
之
異
儀
也
。
所
詮
所
用
ノ
声
ニ
ヲ
ヰ
テ
ハ
両
方
無

差
別
。
只
名
ノ
付
様
ニ
有
説
説
也
。
抑
引
双
調
平
調
之
准
拠
被
備
潤
色
歟
。
然
者
、
又
当
流
ニ
モ
聊
可
立
申
理
有
之
。

○
孝
道
朝
臣
并
西
園
寺
相
国
実
兼
公　

右
の
注
に
見
え
る
藤
原
孝
道
撰
『
残
夜
抄
』
及
び
西
園
寺
実
兼
記
『
音
律
事
』
を
指
す
。

○ 

管
絃
音
義　
『
管
絃
音
義
』
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。
但
し
（　

）
内
は
『
群
書
類
従
』
本
に
記
さ
れ
て
い
る
異
文
で
あ
る
。

管
絃
音
義
曰
、
夫
返
音
者
従
先
調
子
乙
音
一
重
高
音
以
為
調
子
甲
音
、
従
此
甲
音
三
重
下
音
以
為
乙
音
。
如
此
次
第
輪
環
、
無
始
無
終
、
无
際
无
限
、
名
為
返
音
輪

転
也
。
仁
王
経
曰
、
生
老
病
死
、
輪
転
無
際
、
即
此
義
也
。
然（
或
）亦
所
以
名
返
音
者
、
凡
此
七
音
、
皆
是
自
甲
至
乙
、
惣
有
四
重
音
、
是
則
一
音
中
四
時
音
也
。
四
時

者
謂
有
情
生
老
病
死
、
世
界
生
住
異
滅
也
。
生
住
異
滅
者
即
春
夏
秋
冬
之
四
季
也
。
故
知
甲
者
音
始
也
。
乙
者
音
終
也
。
謂
生
位
音
名
甲
、
滅
位
音
名
乙
也
。
而
返

音
時
、
皆
以
前
第
三
異（
秋
）位
音
（
乙
音
）、
為
後
第
一
生（
春
）位
甲
音
。
如
彼
五
穀
等
種
、
物
体
雖
一
、
秋
熟
位
名
果
。
春
殖
時
名
因
。
此
七
音
如
此
、
以
先
調
子
第
三
秋
之
果
音
、

為
次
調
子
第
一
春
之
因
音
也
。
前
果
返
為
後
果
成
因
、
故
名
返
音
也
。
是
則
五
穀
五
行
味
、
五
音
五
行
音
。
故
其
義
相
同
也
。
故
弘
决
六
云
、
苟
萠
気
昇
天
為
五
雲
、

化
為
五
龍
、
其
音
名
五
音
云
々
。
苟
萠
気
者
、
謂
五
穀
初
生
気
也
。
同
書
云
、
穀
始
開
牙
名
萠
、
豆
等
始
開
牙
名
苟
云
々
。
凡
返
音
時
越
一（
二
）音
、
故
各
於
其
間
有
一（
二
）

調
子
。
此
亦
以
返
音
次
第
輪
転
也
。
超
越
一
音
至
次
調
子
者
、
秋
音
返
成
春
音
、
故
逆
越
夏
一
音
也
。
謂
如
平
調
音
返
上
無
調
音
時
、
従
下（
亍
）至
下（
丅
）。
故
越
六
一
音
也
。

余
例
之
可
知
。

○ 

以
上
取
要
注
之　

季
良
は
本
条
に
於
い
て
『
管
絃
音
義
』
の
本
文
を
、
一
部
省
略
し
つ
つ
、
一
部
省
略
し
つ
つ
引
用
し
て
い
る
。
そ
の
「
取
要
」
の
状
況
を
、
季
良
引
く

と
こ
ろ
の
テ
キ
ス
ト
と
右
の
『
管
絃
音
義
』
本
文
と
を
比
較
し
つ
つ
確
認
す
る
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
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二
八

 

本
条
に
季
良
の
引
く
『
管
絃
音
義
』
は
「
或
亦
所
以
名
返
音
者
」
か
ら
「
故
名
返
音
也
」
ま
で
を
重
複
し
て
引
用
し
、
し
か
も
そ
の
重
複
部
分
に
於
い
て
文
字
の
異
同
、

或
い
は
省
略
の
有
無
の
違
い
が
生
じ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
そ
の
他
の
部
分
に
も
文
字
の
異
同
や
省
略
が
あ
る
。
さ
ら
に
「
一
音
」
を
「
二
音
」
に
、「
一
調
子
」

を
「
二
調
子
」
に
そ
れ
ぞ
れ
作
っ
て
い
る
箇
所
は
、
右
の
『
群
書
類
従
』
本
の
（　

）
内
の
異
文
の
方
に
従
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
案
ず
る
に
、「
返
音
輪
転
図
」
の

説
明
に
は
「
二
音
」「
二
調
子
」
の
方
が
適
切
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
季
良
の
「
取
要
」
は
、「
返
音
」
の
説
明
の
た
め
に
意
を
以
て
行
っ
た
校
訂
を
含
む
こ
と
が
考
え
ら
れ

よ
う
。

○
此
説
は　

左
の
「
返
音
輪
転
図
」
の
注
を
参
照
。

〇
道
理
と
に
て　
「
道
理
と
似
て
」
の
意
か
。

○ 

返
音
輪
転
図　
『
管
絃
音
義
』
の
「
返
音
輪
転
図
」
は
甲
音
と
乙
音
に
笛
譜
の
み
を
記
す
が
、
季
良
引
く
と
こ
ろ
の
「
返
音
輪
転
図
」
は
そ
れ
ぞ
れ
の
笛
譜
の
右
に
笙
譜
を

朱
墨
で
加
え
て
い
る
。
こ
れ
は
笛
譜
が
二
つ
の
音
程
を
兼
ね
る
部
分
を
笙
譜
を
以
て
補
う
意
図
が
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
季
良
引
く
と
こ
ろ
の
「
返
音
輪

転
図
」
の
甲
乙
音
の
笛
譜
・
笙
譜
及
び
そ
れ
に
対
応
す
る
十
二
律
呂
（
日
中
の
名
称
を
並
記
）
を
、
左
右
方
向
に
展
開
し
て
示
す
と
左
の
表
の
よ
う
に
な
る
。

 　

左
の
表
に
示
し
た
如
く
、「
反
音
輪
転
図
」
に
於
け
る
「
乙
」
の
第
一
音
は
「
徴
」、
第
二
音
即
ち
「
乙
音
一
重
高
音
」
は
「
羽
」
を
そ
れ
ぞ
れ
常
に
指
し
、
乙
の
第
三

音
は
呂
調
の
場
合
に
「
変
宮
」、
律
調
の
場
合
に
「
嬰
羽
」
を
そ
れ
ぞ
れ
指
す
こ
と
と
な
る
。
但
し
、「
下
無
調
」「
平
調
」「
壱
越
調
」
に
含
ま
れ
る
「
丅
」
音
は
、
季
良

﹇
季
良
所
引
﹈

夫
返
音
者
〜
名
為
返
音
輪
転
也
。

或
亦
所
以
名
返
音
者
〜
故
名
返
音
也
。

是
則
五
声
五
行
音
、
故
其
儀
相
同
也
。

凡
返
音
時
〜
余
例
之
可
知
之
。

仁
王
経
曰
〜
即
此
義
也
。

或
亦
所
以
名
返
音
者
〜
故
名
返
音
也
。

返
音
輪
転
図

﹇
管
絃
音
義
﹈

返
音
略
頌
曰
〜
是
平
調
。

夫
返
音
者
〜
名
為
返
音
輪
転
也
。

仁
王
経
曰
〜
即
此
義
也
。

然
亦
所
以
名
返
音
者
〜
故
名
返
音
也
。

是
則
五
穀
五
行
味
〜
故
其
義
理
相
同
也
。

故
弘
决
六
云
〜
豆
等
始
開
牙
名
苟
云
々
。

凡
返
音
時
〜
余
例
之
可
知
。

返
音
輪
転
図
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二
九

が
こ
れ
に
笙
譜
の
「
工
」
を
付
し
て
い
る
こ
と
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
十
二
律
呂
の
「
応
鍾
＝
上
無
」
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
。
も
し
こ
れ
が
「
無
射
＝
神
仙
」
を
示
す

な
ら
ば
、「
平
調
」
の
「
乙
音
一
重
高
音
」
た
る
「
丅
」
音
が
「
返
音
」
す
る
と
こ
ろ
の
「
壱
越
調
」
の
甲
音
、
即
ち
「
壱
越
調
」
の
「
宮
音
」（
黄
鍾
＝
壱
越
）
と
一
致

し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
以
下
「
丅
」
は
「
応
鍾
＝
上
無
」
と
し
て
示
す
。

甲

乙

宮

変
宮

も
し
く
は

嬰
羽

羽

徴

●
双
調

律
呂
（
中
国
）

仲
呂

姑
洗

太
簇

黄
鍾

律
呂
（
日
本
）

双
調

下
無

平
調

壱
越

笙
譜

十

下

乙

凢

笛
譜

丄

五

テ

六

律
呂
（
中
国
）

姑
洗

太
簇

黄
鍾

応
鍾

下
無
調

律
呂
（
日
本
）

下
無

平
調

壱
越

上
無

笙
譜

下

乙

凢

工

笛
譜

五

テ

六

丅

●
平
調

律
呂
（
中
国
）

太
簇

黄
鍾

応
鍾

南
呂

律
呂
（
日
本
）

平
調

壱
越

上
無

盤
渉

笙
譜

凢

凢

工

一

笛
譜

テ

六

丅

中
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三
〇

律
呂
（
中
国
）

黄
鍾

応
鍾

南
呂

林
鍾

壱
越
調

律
呂
（
日
本
）

壱
越

上
無

盤
渉

黄
鐘

笙
譜

凢

工

一

乞

笛
譜

六

丅

中

夕

●
上
無
調

律
呂
（
中
国
）

応
鍾

南
呂

林
鍾

仲
呂

律
呂
（
日
本
）

上
無

盤
渉

黄
鐘

双
調

笙
譜

工

一

乞

十

笛
譜

丅

中

夕

丄

律
呂
（
中
国
）

南
呂

林
鍾

仲
呂

姑
洗

盤
渉
調

律
呂
（
日
本
）

盤
渉

黄
鐘

双
調

下
無

笙
譜

一

乞

十

下

笛
譜

中

夕

丄

五

●
黄
鐘
調

律
呂
（
中
国
）

林
鍾

仲
呂

姑
洗

太
簇

律
呂
（
日
本
）

黄
鐘

双
調

下
無

平
調

笙
譜

乞

十

下

乙

笛
譜

夕

丄

五

テ

律
呂
（
中
国
）

仲
呂

姑
洗

太
簇

黄
鍾

双
調

律
呂
（
日
本
）

双
調

下
無

平
調

壱
越

笙
譜

十

下

乙

凢

笛
譜

丄

五

テ

六
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三
一

●
下
無
調

律
呂
（
中
国
）

姑
洗

太
簇

黄
鍾

応
鍾

律
呂
（
日
本
）

下
無

平
調

壱
越

上
無

笙
譜

下

乙

凢

工

笛
譜

五

テ

六

丅

律
呂
（
中
国
）

太
簇

黄
鍾

応
鍾

南
呂

平
調

律
呂
（
日
本
）

平
調

壱
越

上
無

盤
渉

笙
譜

乙

凢

工

一

笛
譜

テ

六

丅

中

●
壱
越
調

律
呂
（
中
国
）

黄
鍾

応
鍾

南
呂

林
鍾

律
呂
（
日
本
）

壱
越

上
無

盤
渉

黄
鐘

笙
譜

凢

工

一

乞

笛
譜

六

丅

中

夕

律
呂
（
中
国
）

応
鍾

南
呂

林
鍾

仲
呂

上
無
調

律
呂
（
日
本
）

上
無

盤
渉

黄
鐘

双
調

笙
譜

工

一

乞

十

笛
譜

丅

中

夕

丄

●
盤
渉
調

律
呂
（
中
国
）

南
呂

林
鍾

仲
呂

姑
洗

律
呂
（
日
本
）

盤
渉

黄
鐘

双
調

下
無

笙
譜

一

乞

十

下

笛
譜

中

夕

丄

五
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三
二

律
呂
（
中
国
）

林
鍾

仲
呂

姑
洗

太
簇

黄
鐘
調

律
呂
（
日
本
）

黄
鐘

双
調

下
無

平
調

笙
譜

乞

十

下

乙

笛
譜

夕

丄

五

テ

 　

こ
の
内
の
「
上
無
調
」
に
つ
い
て
、「
返
音
輪
転
図
」
の
通
り
だ
と
す
る
と
「
乙
」
音
は
「
仲
呂
＝
双
調
」「
林
鍾
＝
黄
鐘
」「
南
呂
＝
盤
渉
」
の
三
音
と
な
る
。
し
か
し

「
宮
」
の
「
応
鍾
＝
上
無
」
に
対
し
て
こ
の
よ
う
な
三
音
を
有
す
る
音
階
は
考
え
に
く
い
。
ま
た
そ
の
「
羽
」（
夷
則
＝
鸞
鏡
）
に
発
す
る
朱
墨
曲
線
が
結
ぶ
先
の
「
黄
鐘

調
」
の
「
甲
音
＝
宮
」、
即
ち
「
林
鍾
＝
黄
鐘
」
と
も
合
致
し
な
い
。
そ
こ
で
仮
に
「
上
無
調
」
が
「
律
調
」
で
あ
る
も
の
と
し
、
そ
の
「
徴
」（
蕤
賓
＝
鳧
鐘
）
が
臨
時

的
に
「
仲
呂
＝
双
調
」
を
、「
羽
」（
夷
則
＝
鸞
鏡
）
が
臨
時
的
に
「
林
鍾
＝
黄
鐘
」
を
そ
れ
ぞ
れ
示
す
も
の
と
す
れ
ば
、「
上
無
調
」
の
「
乙
音
一
重
高
音
」（
林
鍾
＝
黄

鐘
）
が
次
の
「
黄
鐘
調
」
の
「
宮
」（
林
鍾
＝
黄
鐘
）
と
合
致
す
る
。

 　

さ
ら
に
、「
黄
鐘
調
」
に
つ
い
て
、
一
般
的
に
用
い
ら
れ
る
「
黄
鐘
調
」
は
「
律
調
」
で
あ
る
が
、
本
条
に
て
季
良
の
示
す
「
黄
鐘
調
」
は
右
の
「
下
無
調
」
と
の
対
照

表
に
見
え
る
如
く
「
呂
調
」
で
あ
る
。「
律
調
」
と
「
呂
調
」
の
「
黄
鐘
調
」
を
並
記
す
る
な
ら
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
「
乙
音
一
重
高
音
」
た
る
「
羽
」

の
音
程
は
両
者
共
通
な
の
で
、
次
の
「
下
無
調
」
へ
の
返
音
に
は
影
響
な
い
。

林

夷

南

無

応

黄

大

太

夾

姑

仲

蕤

林

夷

南

無

応

黄

鸞

盤

神

上

壱

断

平

勝

下

双

鳧

黄

鸞

盤

神

上

上
無
調

律
調

○

○

○

↑
○
は
輪
転
図
の
乙
音

宮

商

嬰

角

徴

羽

嬰

宮

↑
律
調
の
音
程
配
置

黄
鐘
調

律
調

○

○

○

↑
○
は
輪
転
図
の
乙
音

宮

商

嬰

角

徴

羽

嬰

宮

↑
律
調
の
音
程
配
置

→

「
一
重
高
音
」
が
黄
鍾
で
あ
っ
て
初
め
て
黄
鐘
調
の
宮
と
合
致
す
る
。

←
―

　

 

ま
た
「
下
無
調
」
に
つ
い
て
、
も
し
こ
れ
が
律
調
で
あ
る
と
し
て
も
呂
調
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
の
「
羽
」
は
「
返
音
輪
転
図
」
の
示
す
「
乙
音
一
重
高
音
」
即
ち
「
黄

鍾
＝
壱
越
」
と
合
致
し
な
い
。
ま
た
そ
の
「
羽
」（
夷
則
＝
鸞
鏡
）
に
発
す
る
朱
墨
曲
線
が
結
ぶ
先
の
「
壱
越
調
」
の
「
甲
音
＝
宮
」、
即
ち
「
林
鍾
＝
黄
鐘
」
と
も
合
致

し
な
い
。
そ
こ
で
仮
に
「
下
無
調
」
が
「
律
調
」
で
あ
る
も
の
と
し
、
そ
の
「
羽
」（
大
呂
＝
断
金
）
が
臨
時
的
に
「
黄
鍾
＝
壱
越
」
を
示
す
も
の
と
す
れ
ば
、「
下
無
調
」

の
「
乙
音
一
重
高
音
」（
黄
鍾
＝
壱
越
）
が
次
の
「
壱
越
調
」
の
「
宮
」（
黄
鍾
＝
壱
越
）
と
合
致
す
る
。

林

夷

南

無

応

黄

大

太

夾

姑

仲

蕤

林

黄

鸞

盤

神

上

壱

断

平

勝

下

双

鳧

黄

黄
鐘
調

律
調

○

○

○

↑
○
は
輪
転
図
の
乙
音

宮

商

嬰

角

徴

羽

嬰

宮

↑
律
調
の
音
程
配
置

黄
鐘
調

呂
調

○

○

○

↑
○
は
輪
転
図
の
乙
音

宮

商

角

変

徴

羽

変

宮

↑
呂
調
の
音
程
配
置

→

「
羽
」
の
音
程
は
「
律
調
」「
呂
調
」
共
通

黄

大

太

夾

姑

仲

蕤

林

夷

南

無

応

黄

大

太

夾

姑

壱

断

平

勝

下

双

鳧

黄

鸞

盤

神

上

壱

断

平

勝

下

下
無
調

律
調

○

○

○

↑
○
は
輪
転
図
の
乙
音

宮

商

嬰

角

徴

羽

嬰

宮

↑
律
調
の
音
程
配
置

壱
越
調

呂
調

○

○

○

↑
○
は
輪
転
図
の
乙
音

宮

商

角

変

徴

羽

変

宮

↑
呂
調
の
音
程
配
置

→

「
一
重
高
音
」
が
林
鍾
で
あ
っ
て
初
め
て
壱
越
調
の
宮
と
合
致
す
る
。

←
―
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三
三

　

 

ま
た
「
下
無
調
」
に
つ
い
て
、
も
し
こ
れ
が
律
調
で
あ
る
と
し
て
も
呂
調
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
の
「
羽
」
は
「
返
音
輪
転
図
」
の
示
す
「
乙
音
一
重
高
音
」
即
ち
「
黄

鍾
＝
壱
越
」
と
合
致
し
な
い
。
ま
た
そ
の
「
羽
」（
夷
則
＝
鸞
鏡
）
に
発
す
る
朱
墨
曲
線
が
結
ぶ
先
の
「
壱
越
調
」
の
「
甲
音
＝
宮
」、
即
ち
「
林
鍾
＝
黄
鐘
」
と
も
合
致

し
な
い
。
そ
こ
で
仮
に
「
下
無
調
」
が
「
律
調
」
で
あ
る
も
の
と
し
、
そ
の
「
羽
」（
大
呂
＝
断
金
）
が
臨
時
的
に
「
黄
鍾
＝
壱
越
」
を
示
す
も
の
と
す
れ
ば
、「
下
無
調
」

の
「
乙
音
一
重
高
音
」（
黄
鍾
＝
壱
越
）
が
次
の
「
壱
越
調
」
の
「
宮
」（
黄
鍾
＝
壱
越
）
と
合
致
す
る
。

林

夷

南

無

応

黄

大

太

夾

姑

仲

蕤

林

黄

鸞

盤

神

上

壱

断

平

勝

下

双

鳧

黄

黄
鐘
調

律
調

○

○

○

↑
○
は
輪
転
図
の
乙
音

宮

商

嬰

角

徴

羽

嬰

宮

↑
律
調
の
音
程
配
置

黄
鐘
調

呂
調

○

○

○

↑
○
は
輪
転
図
の
乙
音

宮

商

角

変

徴

羽

変

宮

↑
呂
調
の
音
程
配
置

→

「
羽
」
の
音
程
は
「
律
調
」「
呂
調
」
共
通

黄

大

太

夾

姑

仲

蕤

林

夷

南

無

応

黄

大

太

夾

姑

壱

断

平

勝

下

双

鳧

黄

鸞

盤

神

上

壱

断

平

勝

下

下
無
調

律
調

○

○

○

↑
○
は
輪
転
図
の
乙
音

宮

商

嬰

角

徴

羽

嬰

宮

↑
律
調
の
音
程
配
置

壱
越
調

呂
調

○

○

○

↑
○
は
輪
転
図
の
乙
音

宮

商

角

変

徴

羽

変

宮

↑
呂
調
の
音
程
配
置

→

「
一
重
高
音
」
が
林
鍾
で
あ
っ
て
初
め
て
壱
越
調
の
宮
と
合
致
す
る
。

←
―
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三
四

 　

右
の
考
察
を
基
に
、「
返
音
輪
転
図
」
の
「
乙
音
一
重
高
音
」
と
「
甲
音
」
と
を
結
ぶ
曲
線
（
底
本
で
は
朱
墨
）
の
音
程
を
視
覚
化
す
る
た
め
、「
双
調
」「
平
調
」「
上

無
調
」「
黄
鐘
調
」「
下
無
調
」「
壱
越
調
」「
盤
渉
調
」
の
音
程
配
置
を
図
示
す
る
。
但
し
、
十
二
律
呂
を
敢
え
て
三
オ
ク
タ
ー
ブ
分
反
復
し
、
各
調
の
音
程
が
階
段
状
に

並
ぶ
よ
う
に
配
置
し
た
。「
乙
音
一
重
高
音
＝
羽
」
を
臨
時
的
に
移
動
す
る
箇
所
に
つ
い
て
は
「
○
」
を
以
て
示
し
た
。

 

こ
れ
に
よ
り
、
あ
る
調
の
「
乙
音
一
重
高
音
」
が
次
の
調
の
「
宮
」
と
合
致
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
、
こ
の
よ
う
な
二
つ
の
調
の
間
で
「
返
音
」
し
て
い
る
こ
と
が

分
か
る
。

　

一
方
季
良
の
引
用
す
る
『
管
絃
音
義
』
の
「
夫
返
音
者
」
の
こ
の
個
所
に
は
、

従
先
調
子
乙
音
一
重
高
音
以
為
調
子
甲
音
、

従
此
甲
音
三
重
下
音
以
為
乙
音
。

 

と
あ
る
。
こ
れ
を
要
す
る
に
、
先
の
調
子
の
「
乙
＝
徴
」
の
一
つ
上
の
音
「
羽
」
が
次
の
調
子
の
「
甲
＝
宮
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
「
甲
＝
宮
」
よ
り
三

つ
下
の
音
即
ち
「
徴
」
が
そ
の
調
子
の
「
乙
」
と
な
る
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
、
例
え
ば
右
の
表
の
内
の
「
双
調
」
と
「
平
調
」
に
つ
い
て
見
る
な
ら
ば
、

次
の
よ
う
に
な
る
。

南
無
応
黄
大
太
夾
姑
仲
蕤

林
夷

南
無
応
黄
大
太
夾
姑
仲
蕤

林
夷
南
無
応
黄
大
太
夾
姑
仲

盤
神
上
壱
断
平
勝
下
双
鳧
黄
鸞
盤
神
上
壱
断
平
勝
下
双
鳧
黄
鸞
盤
神
上
壱
断
平
勝
下
双

双
調

呂
調

宮

商

角

変
徴

羽

変
宮

平
調

律
調

宮

商
嬰

角

徴

羽
嬰

宮

上
無
調

律
調

宮

商
嬰

角
○
徴
○
羽
嬰

宮

黄
鐘
調

律
調

宮

商
嬰

角

徴

羽
嬰

宮

下
無
調

律
調

宮

商
嬰

角

徴
○
羽
嬰

宮

壱
越
調

呂
調

宮

商

角

変
徴

羽

変
宮

盤
渉
調

律
調

宮

商
嬰

角

徴

羽
嬰

宮

そ
し
て
そ
の
「
乙
＝
徴
」
の
一
つ
上
の
音
「
羽
」
が
さ
ら
に
次
の
調
子
「
上
無
調
」
の
「
甲
＝
宮
」
と
な
り
、
順
次
循
環
し
て
行
く
わ
け
で
あ
る
。

 　

さ
ら
に
、『
管
絃
音
義
』
に
対
し
て
季
良
が
加
え
た
説
明
、
即
ち
「
此
説
は
笛
の
穴
よ
り
如ク
レ
形ノ

つ
ゞ
け
た
る
説
な
り
」
の
言
う
と
こ
ろ
を
整
理
す
る
と
、
次
の
よ
う
に

な
る
。

「
テ
五
丄
タ
中
丅
六
此
七
音
の
中
四
ッ
を
取
」

「
テ
六
丅
中
第
一
の
テ
を
甲
と
し
、
中
を
乙
と
し
て

先
初
の
テ
よ
り
第
三
の
中
の
音
に
反
音
す
る
な
り
」

乙
音

乙
音
一
重
高
音

←

←

太

夾

姑

仲

蕤

林

夷

南

無

応

黄

大

太

夾

姑

仲

平

勝

下

双

鳧

黄

鸞

盤

神

上

壱

断

平

勝

下

双

双
調
＝
先
調
子

宮

商

角

反
徴

徴

羽

反
宮

宮

平
調

宮

商

嬰
商

角

徴

羽

嬰
羽

宮

→

→

　

甲
音
三
重
下
音
＝
乙
音

甲
音

太

夾

姑

仲

蕤

林

夷

南

無

応

黄

大

太

平

勝

下

双

鳧

黄

鸞

盤

神

上

壱

断

平

テ

五

丄

夕

中

丅

六

テ

→

→

→

→

こ
の
四
つ
を
取
っ
て
「
甲
」「
乙
」
を
定
め
る
。
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三
五

そ
し
て
そ
の
「
乙
＝
徴
」
の
一
つ
上
の
音
「
羽
」
が
さ
ら
に
次
の
調
子
「
上
無
調
」
の
「
甲
＝
宮
」
と
な
り
、
順
次
循
環
し
て
行
く
わ
け
で
あ
る
。

 　

さ
ら
に
、『
管
絃
音
義
』
に
対
し
て
季
良
が
加
え
た
説
明
、
即
ち
「
此
説
は
笛
の
穴
よ
り
如ク
レ
形ノ

つ
ゞ
け
た
る
説
な
り
」
の
言
う
と
こ
ろ
を
整
理
す
る
と
、
次
の
よ
う
に

な
る
。

「
テ
五
丄
タ
中
丅
六
此
七
音
の
中
四
ッ
を
取
」

「
テ
六
丅
中
第
一
の
テ
を
甲
と
し
、
中
を
乙
と
し
て

先
初
の
テ
よ
り
第
三
の
中
の
音
に
反
音
す
る
な
り
」

乙
音

乙
音
一
重
高
音

←

←

太

夾

姑

仲

蕤

林

夷

南

無

応

黄

大

太

夾

姑

仲

平

勝

下

双

鳧

黄

鸞

盤

神

上

壱

断

平

勝

下

双

双
調
＝
先
調
子

宮

商

角

反
徴

徴

羽

反
宮

宮

平
調

宮

商

嬰
商

角

徴

羽

嬰
羽

宮

→

→

　

甲
音
三
重
下
音
＝
乙
音

甲
音

太

夾

姑

仲

蕤

林

夷

南

無

応

黄

大

太

平

勝

下

双

鳧

黄

鸞

盤

神

上

壱

断

平

テ

五

丄

夕

中

丅

六

テ

→

→

→

→

こ
の
四
つ
を
取
っ
て
「
甲
」「
乙
」
を
定
め
る
。
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三
五

そ
し
て
そ
の
「
乙
＝
徴
」
の
一
つ
上
の
音
「
羽
」
が
さ
ら
に
次
の
調
子
「
上
無
調
」
の
「
甲
＝
宮
」
と
な
り
、
順
次
循
環
し
て
行
く
わ
け
で
あ
る
。

 　

さ
ら
に
、『
管
絃
音
義
』
に
対
し
て
季
良
が
加
え
た
説
明
、
即
ち
「
此
説
は
笛
の
穴
よ
り
如ク
レ
形ノ

つ
ゞ
け
た
る
説
な
り
」
の
言
う
と
こ
ろ
を
整
理
す
る
と
、
次
の
よ
う
に

な
る
。

「
テ
五
丄
タ
中
丅
六
此
七
音
の
中
四
ッ
を
取
」

「
テ
六
丅
中
第
一
の
テ
を
甲
と
し
、
中
を
乙
と
し
て

先
初
の
テ
よ
り
第
三
の
中
の
音
に
反
音
す
る
な
り
」

乙
音

乙
音
一
重
高
音

←

←

太

夾

姑

仲

蕤

林

夷

南

無

応

黄

大

太

夾

姑

仲

平

勝

下

双

鳧

黄

鸞

盤

神

上

壱

断

平

勝

下

双

双
調
＝
先
調
子

宮

商

角

反
徴

徴

羽

反
宮

宮

平
調

宮

商

嬰
商

角

徴

羽

嬰
羽

宮

→

→

　

甲
音
三
重
下
音
＝
乙
音

甲
音

太

夾

姑

仲

蕤

林

夷

南

無

応

黄

大

太

平

勝

下

双

鳧

黄

鸞

盤

神

上

壱

断

平

テ

五

丄

夕

中

丅

六

テ

→

→

→

→

こ
の
四
つ
を
取
っ
て
「
甲
」「
乙
」
を
定
め
る
。
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三
六

以
上
の
よ
う
に
、
こ
の
「
甲
」
か
ら
「
乙
」
↓
「
乙
音
一
重
高
音
」
↓
「
甲
」
の
「
返
音
」
を
、
笛
の
指
穴
の
位
置
で
説
明
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

 　

な
お
「
返
音
（
反
音
）」
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
田
代
幸
子
著
「『
管
絃
音
義
』
の
音
世
界
：
楽
理
が
つ
く
る
音
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
」、
高
瀬
澄
子
著
「『
管
絃
音
義
』
に

見
ら
れ
る
図
に
つ
い
て
」、
高
瀬
澄
子
著
「『
管
絃
音
義
』
に
お
け
る
『
返
音
』」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

○
孝
道
朝
臣
も　

右
の
注
に
見
え
る
藤
原
孝
道
撰
『
残
夜
抄
』「
七
、
調
子
の
う
つ
り
か
は
り
め
」
を
指
す
。

○
体
源
鈔　

豊
原
統
秋
撰
『
体
源
鈔
』
十
ノ
上
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

或
記
云
ク
、
御
遊
ニ
必
双
調
ヲ
用
ラ
ル
ヽ
事
ハ
双
調
ハ
是
仁
徳
ナ
リ
。
君
ノ
恩
ヲ
モ
テ
彼
徳
ヲ
嘆
ル
故
也
。

○
統
秋
朝
臣
私
云　

豊
原
統
秋
撰
『
体
源
鈔
』
第
十
巻
ノ
上
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

私
云
、
御
遊
ニ
双
調
ヲ
カ
ナ
ラ
ズ
用
勿
論
ナ
リ
。
又
律
ニ
ハ
平
調
ヲ
用
、
然
バ
前
ノ
口
伝
ナ
ラ
バ
平
調
ハ
臣
ニ
ツ
カ
サ
ド
ル
、
仍
君
臣
ノ
徳
ヲ
奏
ル
ナ
ル
ベ
シ
。
是

随
分
ノ
口
伝
ナ
リ
。

〇
楽
書
要
録
五
音
の
本
文
を
載
た
る
文　
『
楽
書
要
録
』
巻
第
五
「
楽
譜
」
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

宮
為
君
、
君
音
調
則
君
道
得
、
君
道
得
則
夫
和
妻
柔
、
宮
室
制
度
、
各
得
其
宜
、
稼
穡
熟
成
、
天
下
和
平
、
四
海
冥
服
、
鎭
星
修
度
、
麒
麟
在
郊
﹇
麒
麟
者
土
之
精

也
﹈、
聖
人
自
来
、
宮
乱
則
荒
。

商
為
臣
、
商
音
調
則
臣
道
得
、
臣
道
得
則
節
義
廉
直
、
謹
身
奉
上
、
賞
不
違
所
讎
、
罰
不
阿
所
愛
、
不
畏
強
禦
、
各
済
其
任
、
兵
革
不
用
、
刑
伐
不
作
、
太
白
修
度
、

白
虎
在
郊
、
商
乱
則
陂
。

角
為
人
、
角
音
調
則
人
道
得
、
人
道
得
則
君
有
惻
隠
之
心
、
好
生
悪
穀
、
不
奪
人
時
、
同
其
憂
楽
、
人
有
仁
施
之
行
而
無
争
奪
之
心
、
不
隠
山
藪
、
競
遊
道
芸
、
歳

太

夾

姑

仲

蕤

林

夷

南

無

応

黄

大

太

平

勝

下

双

鳧

黄

鸞

盤

神

上

壱

断

平

テ

五

丄

夕

中

丅

六

テ

←

→

第
三
の
音
＝
乙

甲

さ
ら
に
次
の
調
に
移
る
際
に
は
「
乙
音
一
重
高
音
＝
丅
」
が
そ
の
次
の
調
の
「
甲
」
と
な
る
。

←―
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三
七

星
修
度
、
和
風
順
節
、
蒼
龍
在
沼
、
□
木
並
生
、
角
乱
則
憂
。

徴
為
事
、
徴
音
調
則
尊
卑
有
別
、
貴
賤
有
差
、
慈
譲
在
心
、
長
幼
有
節
、
事
無
稽
遅
必
得
其
宜
、
熒
惑
修
度
、
鳳
凰
来
遊
、
徴
乱
則
衰
。

羽
為
物
、
羽
音
調
則
倉
廩
実
貨
賄
通
、
四
人
安
業
、
各
獲
其
利
、
宗
廟
致
教
、
鬼
神
降
祉
、
辰
星
修
度
、
玄
武
来
遊
、
羽
乱
則
危
。

な
お
テ
キ
ス
ト
は
高
瀬
澄
子
著
『「
楽
書
要
録
」
の
研
究
』
に
よ
っ
た
。

【
参
考
文
献
】

「『
管
絃
音
義
』
の
音
世
界
：
楽
理
が
つ
く
る
音
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
」
田
代
幸
子
著
（
日
本
文
学
協
会
『
日
本
文
学
』
₅₅
巻
₆
号
二
〇
〇
六
）

「『
管
絃
音
義
』
に
見
ら
れ
る
図
に
つ
い
て
」
高
瀬
澄
子
著
（『
ム
ー
サ　

沖
縄
県
立
芸
術
大
学
音
楽
学
研
究
誌
』
第
₁₃
号
二
〇
一
二
）

「『
管
絃
音
義
』
に
お
け
る
「
返
音
」」
高
瀬
澄
子
著
（『
ム
ー
サ　

沖
縄
県
立
芸
術
大
学
音
楽
学
研
究
誌
』
第
₁₅
号
二
〇
一
四
）

『「
楽
書
要
録
」
の
研
究
』
高
瀬
澄
子
著
（
コ
ン
テ
ン
ツ
ワ
ー
ク
スBookPark

二
〇
〇
七
）

『《
楽
書
要
録
》
研
究
』
趙
玉
卿
著
（
中
央
音
楽
学
院
出
版
社
二
〇
〇
四
）

『
新
撰
篳
篥
抄
』
八
巻
（
国
会
図
書
館
蔵
、₂₀₀︲₂₁₄
、
安
倍
家
伝
本
・
抄
本
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
）

『
声
明
用
心
集
』
湛
智
撰
（
書
陵
部
蔵
、₂₆₆︲₈₈₉

、
国
文
学
研
究
資
料
館
デ
ジ
タ
ル
画
像
に
よ
る
）

『
声
明
用
心
集
』
湛
智
撰
（『
続
天
台
宗
全
書　

法
儀
₁　

声
明
表
白
類
聚
』
所
収
、
天
台
宗
典
編
纂
所
一
九
九
九
）

『
残
夜
抄
』
藤
原
孝
道
撰
、（『
伏
見
宮
旧
蔵
楽
書
集
成　

三
』
所
収
、
宮
内
庁
書
陵
部
編
図
書
寮
叢
刊
、
一
九
九
八
）

『
残
夜
抄
』
藤
原
孝
道
撰
、（『
群
書
類
従
』
第
十
九
輯
「
管
絃
部
」
巻
第
三
百
四
十
七
所
収
、
続
群
書
類
従
完
成
会
一
九
五
九
）

『
音
律
事　

西
園
寺
殿
与
阿
月
問
答
之
琴
、
西
園
寺
殿
与
宰
円
問
答
律
二
変
之
事
』
西
園
寺
実
兼
記
（『
続
天
台
宗
全
書　

法
儀
₁　

声
明
表
白
類
聚
』
所
収
、
天
台
宗
典
編

纂
所
、
春
秋
社
一
九
九
九
）

『
管
絃
音
義
』（『
群
書
類
従
』
第
十
九
輯
「
管
絃
部
」
巻
第
三
百
四
十
一
所
収
、
続
群
書
類
従
完
成
会
一
九
五
九
）

『
管
絃
音
義
』（『
古
楽
書
遺
珠
』
天
理
大
学
出
版
部
、
八
木
書
店
一
九
七
四
）

『
体
源
鈔
』
全
四
冊　

豊
原
統
秋
撰
（
復
刻
日
本
古
典
全
集　

現
代
思
潮
社
一
九
七
八
）

『
楽
書
要
録
』（『
中
国
古
代
音
楽
文
献
集
成
』
第
₂
輯
₁
所
収
、
国
家
図
書
館
出
版
社
二
〇
一
一
）

『
楽
書
要
録
』（『
佚
存
叢
書
』
所
収
、『
百
部
叢
書
集
成
』
芸
文
印
書
館
一
九
六
五
）
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三
八

『
楽
書
要
録
』（
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
蔵
、
寛
政
十
一
年
識
、₁₄₅︲₁₇₇

）

『
詞
源
疏
証
』
蔡
楨
著
（
金
陵
大
学
中
国
文
化
研
究
所
叢
刊
甲
種
、
金
陵
大
学
中
国
文
化
研
究
所
一
九
三
二
）

『
詞
源
解
箋
』
鄭
孟
津
・
呉
平
山
著
（
浙
江
古
籍
出
版
社
一
九
九
〇
）

『
宋
代
の
詞
論　

―
張
炎
「
詞
源
」』
詞
源
研
究
会
編
著
（
中
国
書
店
二
〇
〇
四
）

『
新
編
纂
図
増
類
群
書
類
要
事
林
広
記
』（
南
宋
）
陳
元
靚
撰
、
元
至
順
刊
本
（
中
国
史
料
系
編
『
中
国
音
楽
史
料　

四
』
所
収
拠
元
順
間
刻
本
影
印
、
鼎
文
書
局
一
九
七
五
、）

後
集
「
音
譜
類
・
楽
星
図
譜
・
律
生
八
十
四
調
」

『
纂
図
増
新
群
書
類
要
事
林
広
記
』（
南
宋
）
陳
元
靚
撰
、
後
至
元
六
年
刊
本
（『
事
林
広
記
』
中
華
書
局
一
九
九
九
、
拠
元
至
元
六
年
刻
本
・
元
禄
十
二
年
刻
本
影
印
）

『
新
編
群
書
類
要
事
林
広
記
』（
南
宋
）
陳
元
靚
撰
、
元
禄
十
二
年
刊
本
（『
事
林
広
記
』
中
華
書
局
一
九
九
九
、
拠
元
至
元
六
年
刻
本
・
元
禄
十
二
年
刻
本
影
印
）（『
和
刻
本

類
書
集
成
』
所
收
拠
元
禄
十
二
年
刊
本
影
印
、
汲
古
書
院
一
九
七
六
）
戊
集
巻
之
九
「
楽
星
図
譜
・
律
生
八
十
四
調
」

『
日
本
音
楽
大
事
典
』
平
野
健
次
・
上
参
郷
祐
康
・
蒲
生
郷
昭
監
修
（
平
凡
社
一
九
八
九
）

『
邦
楽
百
科
辞
典　

邦
楽
か
ら
民
謡
ま
で
』
吉
川
英
史
監
修
（
音
楽
之
友
社
一
九
八
四
）

「
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
所
蔵
江
戸
期
抄
本
『
呂
律
反
音
事
』　

―
翻
刻
と
考
察
―
」
拙
著
（『
中
京
大
学
図
書
館
学
紀
要
』
第
₃₉
号
二
〇
一
八
）
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三
九

₆　

本

※

朝
呂
律
を
陽
陰
と
用
ひ
来
説
（
第
₃₉
葉
表
〜
第
₄₆
葉
裏
）

私
云
、
律
ハ
陽
に
て
男
に
か
た
ど
り
、
呂
は
陰
に
て
女

に
か
た
ど
る
。
是
唐
よ
り
伝
来
の
法
に
て
前

○

に
本
文
を
載

た
り
。
六
律
六
呂
の
儀
也
。
ま
た
こ
こ
に
注
す
。

周
○

礼
云
、
黄
鍾
初
九
下
生
林
鍾
初
六
、
林
鍾
又
上

生
太
簇
九
二
、
太
簇
又
下

※

生
南
呂
六
二
、
南
呂
又

上
生
姑
洗
九
三
、
姑
洗
又
下
生
応
鍾
六
三
、
応
鍾

又
上
生
蕤
賓
九
四
、
蕤
賓
又
上
生
大
呂
六
四
、
大
」

呂
又
下
生
夷
則
九
五
、
夷
則
又
上
生
夾
鍾
六
五
、

夾
鍾
又
下
生
無
射
上
九
、
無
射
又
上
生
中
呂

上
六
、
同
位
者
象
夫
妻
、
異
位
者
象
母
子
。
所

謂
律
娶
妻
而
呂
生
子
者
也
。

私
に
云
、
こ
れ
を
左
に
図
す
。

無○

夷

蕤

姑

太

黄

中

夾

大

応

南

林

上※

九

九
五

九
四

九
三

九
二

初
九

上
六

六
五

六
四

六
三

六
二

初
六
」

如
此
定
た
る
事
な
り
。
し
か
る
に
本
朝
の
文
に
載

す
る
と
こ
ろ
こ
れ
に
異
な
り
。
其
例
。
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四
〇

糸

○

竹
口
伝
云
、
伊
綱
宇

※

治
殿
ヘ
参
ラ
レ
タ
リ
ケ
レ
バ
、
オ
リ

フ
シ
七
夕
祭
ノ
ア
リ
ケ
ル
ニ
、
御
心
ミ
バ
ヤ

※

、
柱
タ
テ
テ
進
ゼ

ヨ
ト
オ
ホ
セ
ア
リ
ケ
レ
バ
、
一
張
ハ
呂
ノ
コ
ト
ヂ
ニ
立
、
一
張
ハ

律
ノ
コ
ト
ヂ
ニ
立
タ
リ
。
呂
ヲ

※

バ
男
ニ
カ
タ
ド
リ
、
律
ヲ

※

バ

女
ニ
ナ
ゾ
ラ
フ
ル
ユ
ヘ
ニ
、
カ
ク
タ
ツ
ル
也
。
乞
巧
奠
ノ
調
ト
云

ニ
ヤ
、
人
ノ
不
知
事
也
。」

源

○

氏
物
語
帚
木
懐
よ

※

り
笛
と
り
出
て
吹
な
ら
し
、
影

※

も
よ
し
な
ど
つ
づ
し
り
う

※

た
ふ
程
に
、
よ
く
な
る
和
琴
を
調

べ
と
ゝ
の
へ
た
り
け
る
、
う
る
ハ
し
く
か
き
合
セ
た
り
し
ほ
ど
、

け
し
う
ハ
あ
ら
ず
か
し
。
り
ち
の
調
ハ
女
の
物
や
ハ
ら
か
に

か

※

き
な
ら
し
て
、
す
の
う
ち
よ
り
聞
へ
た
る
も
、
今
め
き

た
る
物
の
こ
ゑ
な
れ
ば
、

岷

○

江
入
楚
、
陰
陽
と
分
ル
。
夏
ハ
春
に
属
也
。
冬
ハ
秋
に
つ
く
也
。

飛

※

鳥
井
ハ
律
の
哥
也
。
呂
は
双
調
、
律
は
平
調
也
。
律
ハ
秋
を
つ

か
さ
ど
る
。
又
律
ハ
陰
な
れ
ば
女
の
事
也
。
時
節
神
無
月
な
れ
バ
」

折
に
あ
へ
る
也
。

若

○

菜
下
源
詞
春
の
お
ぼ
ろ
月
夜
よ
、
秋
の
哀
は
た
、
か

※
う
や
う

な
る
物
の
ね
に
、
虫
の
声
よ
り
合
せ
た
る
、
た
だ
な
ら
ず
、
こ
よ

な
く
響
そ
ふ
心

※

ち
す
か
し
、
と
の
給
へ
ば
、
夕
詞
大
将
の
君
、
秋
の

夜
の
く
ま
な
き
月
に
は
、
万
の
物
の
と
ど
こ
ほ
り
な
き
に
、

こ

※

と
の
ね
も
あ
き
ら
か
に
、
す
め
る
心
ち
は
し
侍
れ
ど
、
猶
こ
と

さ
ら
に
つ
く
り
合
せ
た
る
や
う
な
る
空
の
気
色
、
花
の
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四
一

露
も
い
ろ
〳
〵
目
う
つ
ろ
ひ
心
ち
り

※

て
、
限
こ

※

そ
侍
れ
。
春

の
空
の
た
ど
た
ど
し
き
霞
の
間
よ
り
、
お
ぼ
ろ
な
る
月
」

か
げ
に
、
し
づ
か
に
吹
合
せ
た
る
や
う
に
ハ
、
い
か
で
か
。
笛
の
ね
な

ど
も
、
え
ん
に
す
み
の
ぼ
り
は
て
ず
な
ん
。
女
は
春
を
あ
は

れ
む
と
、
ふ
る
き
人
の
い
ひ
お

※

き
侍
り
け
る
、
げ
に
さ
な
ん

侍
り
け
る
。
な
つ
か
し
く
物
の
と
と
の
ふ
る
事
ハ
、
春
の
夕
暮

こ
そ
こ
と
に

※

侍
り
け
れ
と
申
給
へ
ば
、
源
詞
い
な
、
こ
の
さ
だ
め
よ
。

い
に
し
へ
よ
り
人
の
わ
き
か
ね
た
る
こ
と
を
、
す
ゑ
の
世
に
く

だ
れ
る
人
の
、
え
あ
き
ら
め
は
つ
ま
じ
く
こ
そ
。
物
の
し
ら

※

べ
、
ご
く
の
物
ど
も
は
し
も
、
げ
に
り
ち
を
ば
つ
ぎ
の
物
に

し

※

た
る
は
、
さ
も
あ
り
か
し
、
な
ど
の
給
ひ
て
、」

岷

○

江
入
楚
云
、
呂

※

ハ
春
の
し
ら
べ
、
律
は
秋
の
し
ら
べ
也
。

本
ハ
律
呂
と
云
。
律
ハ
陽
、
正
也
。
呂
ハ
陰
、
助
也
。
然
れ
ど
も

呂
律
と
と
い
ひ
て
律
を
次
と
す
る
也
。

秘
ご
く
の
物
曲
也
。
日
本
ハ
呂
律
を
陰
陽
と
用
来
也
。
唐
ニ
ハ

律
呂
と
い
ふ
。
律
を
先
に
す
る
。

弄
り
ち
を
バ
つ
き
の
物
に
と
ハ
、
春
を
ま
さ
れ
り
と
源
氏
の

給
ふ
也
。
問
、
も
の
の
し
ら
べ
ご
く
の
物
ど
も
ハ
し
も
、
り
ち

を
バ
つ
ぎ
の
物
に
し
た
る
、
調
曲
を
催
馬
楽
の
も
ち
い
の
ご
と

く
、
呂
律
と
律
を
次
に
と
か
け
る
也

※

。」

一
勘
催
馬
楽
を
呂
律
と
申
つ
け
侍
り
。
問
、
本
朝
の
伶

○

倫

の
相
伝
、
呂
律
を
陽
陰
と
用
来
云
々
、
催
馬
楽
も
此

分
な
る
を
や
。
一
勘
唐
ニ
ハ
律
呂
と
い
ふ
。
陽
を
さ
き
と
す
る
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四
二

也
。
文
明
唐
子
問
答
。
以
上
一
勘
。

大
神
基
政
撰
龍

○

鳴
抄
云
、
五
音
と
い
ふ
ハ
さ
き
に
い

※

ひ
つ
る
い
つ

つ
の
こ
ゑ
な
り
。
六
て
う
し
と
い
ふ
こ
と
あ
り
。
い
は
ゆ
る
大

食
調
を
く
ハ
へ
た
る
也
。
こ
ゑ
ハ
平
調
に
お
な
じ
な
れ
ど
も
、

呂
律
の
た
が
ふ
な
り
。
平
調
ハ
律
な
り
。
大
食
調
は
呂
な
り
。」

律
の
こ
ゑ
三
、
平
調
、
盤
渉
調
、
黄
鍾
調
な
り
。
呂
三
、

壱
越
調
、
双
調
、
太
食
調
な
り
。
あ
る
管
絃
者
こ
れ

を
う
た
が
う
。
平
調
の
声
に
て
あ
る
に
、
か
け
た
る
こ
と
や
ハ

あ
る
。
な
に
の
ゆ
へ
に
太
食
調
を
ワ
け

※

た
る
ぞ
と
い
ふ
。
先

達
こ
た
う
。
一
に
律
の
こ
ゑ
三
、
呂
の
こ
ゑ
二
あ
ら
ば
、
陰

陽
の
儀
た
が
ふ
べ
し
。
そ
の
ゆ
へ
に
呂
三
大
切
な
り
。
又

平
調
ハ
管
絃
な

※

か
の
本
体
の
こ
ゑ
な
り
。
よ
く
〳
〵
ひ
ろ

く
は
か
り
も
な
し
。
こ
れ
ハ
本
文
に
い
ふ
法

※

花
涅
槃
也
。

心
ハ
お
な
じ
け
れ
ど
も
両
部
に
わ
か
れ
た
り
。
又
絃
類
」

た
し
か
に
た
ゞ
さ
れ
た
り
。
心
う
べ
き
こ
と
。
物
を
そ
む
る
に
、
は

な
ハ
あ
を
け
れ
ど
、
し
た
染
に
し
た
が
ひ
て
い
ろ
か
ハ
る
。
く
れ
な

ひ
の
う
ゑ
に
ハ
ふ
た
い

※

に
な
り
、
き
ハ
だ
の
う
ゑ
に
ハ
も
ゑ
ぎ

に
な
る
。
お
な
じ
花
な
れ
ど
も
か
や
う
に
か
は
る
。
そ
れ
を
心

う
べ
し
。
呂
と
い
ふ
こ
ゑ
ハ
お
と
こ
の
こ

※

ゑ
な
り
と
い
ふ

な
り
。
律
の
こ
ゑ
と
い
ふ
ハ
女
の
こ
ゑ
な
り
。
陰
陽
又

こ
れ
を
な
じ
。
文
武
と
い
ふ
も
、
天
地
と
い
ひ
、
お
も
て

う

※

ち
と
い
ふ
、
上
下
と
い
ふ
、
皆
こ
れ
な
り
。」
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四
三

以
上
相
違
之
事
、
律
呂
の
本
源
を
し
ら
ざ
れ
バ

不
審
あ
る
べ
し
。
但
ま
へ
に
注
し
た
る
律

○

呂
の
名
儀
両
様
あ
る
を
覚
悟
す
る
と

※

き
は
聊

不
審
な
し
。
其
真
実
ハ
同
じ
理

※

な
り
。
子

細
こ
れ
を
注
。

　
　

六
律
六
呂
に
て
云
ハ　
　
　
　

律 

陽　

呂 

陰

　
　

音
曲
楽
曲
の
律
呂
に
て
云
ハ　

呂 

陽　

律 

陰

此
儀
い
か
に
と
な
れ
ば
、
本
朝
に
て
呂
音
と
云
し

ら
べ
は
是
宮
調
の
し
ら
べ
な
り
。
宮

○

よ
り
反
徴
」

に
至
る
ま
で
、
七
声
を
次
第
に
相
生
す
。
此
ゆ
へ
に
名
ハ
呂
と

云
と
も
是
を
陽
と
す
。﹇
勿

※

論
宮
ハ
陽
也
﹈

律
は
此
呂
の
七
声
の
内
の
羽
調
を
律
の
し
ら

べ
と
云
。
此
ゆ
へ
に
名
は
律
と
云
と
も
、
こ
れ
を
陰
と

す
。﹇
勿

※

論
羽
ハ
陰
也
﹈

宮

商

角

反
徴

徴

羽 

盤

※

渉
調

反
宮

壱

○

越
調

七
　
声

黄
鍾

太
簇

姑
洗

賓

林
鍾

南
呂

応
鍾

宮

商

角

反
徴

徴

羽 

平

※

調

反
宮

双

○

　
調

七
　
声

中
呂

林
鍾

南
呂

応
鍾

黄
鍾

太
簇

姑
洗
」

以
上
則
前
に
注
し
た
る
反
音
の
儀
に
同
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じ
。
同
均
な
る
の
ゆ
へ
な
り
。
宮
調
を
陽
と

し
、
羽
調
を
陰
と
す
。

黄〇

鍾
調
は
无
射
均
の
羽
調
な
り
。
こ
れ
に

准
じ
て
知
る
べ
し
。

又
案
に
、
御〇

遊
に

※

は
往
古
よ
り
多
く
ハ
双
調
を

用
ひ
ら
る
。
中
呂
ハ
四
月
、
是
陰
呂
の
月
な
れ
ば

こ
れ
を
呂
と
し
、
太
簇
は
正
月
、
是
陽
律

の
月
な
れ
バ
こ
れ
律
と
す
。
こ
れ
よ
り
す
べ
て
商
」

調
を
呂
、
羽
調
を
律
と
云
習
し
た
る
事
に
成

た
る
歟
。
お
ぼ
つ
か
な
し
。
猶
後
の
明
鑑
を
ま
つ

も
の
な
り
。

徒〇

然
草
云
、
横
川
の
行
宣
法
印
が
申
侍
し
は
、

唐
土
は
呂
の
国
也
。
律
の
音
な
し
。
和
国
は

単
律
の
国
に
て
呂
の
音
な
し
と
申
き
。

私
云
、
本
朝
の
人
の
声
ハ
此
律
の
し
ら
べ
に
よ
く

相
応
し
た
り
。
あ
や
し
の
田
夫
山
が
つ
の
う
た

へ
る
哥
も
自
然
と
此
律
音
に
ハ
聞
へ
け
る
、」

定
て
天
地
の
自
然
の
理
に
か
な
ひ
た
る
事
な

る
べ
し
。

又
教〇

訓
抄
云

呂
ト
云
男
音
律
ト
云
ハ
女
声
也
。

又
云
鳳
ハ
雄
也
﹇
鳴
律
音
﹈。
凰
ハ
雌
也
﹇
鳴
呂
音
﹈。
或
令

※

呂
ハ
女

声
ト
云
如
何
可
尋
。
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又
体〇

源
抄
云

呂〇

律
事
、
呂
ハ
和
ゲ
ル
楽
ヲ
以
テ
シ
、
律
ハ
平
ゲ
ル
声
ヲ
以
ス
。

文〇

選
註
云
、
黄
帝
伶〇

倫
氏
命
ジ
テ
大
夏
西
崑
崙
」

山
ノ
陰
ニ
シ
テ
解
谷
ノ
竹
ヲ
取
、
鳳
管
ヲ
造
ル
。
雄
雌
二
ノ

声
ヲ
モ
テ
律
呂
ト
ス
。
呂

※

ハ
呂ナ
マ
ル音
也
。
律

※

ハ
律ス
メ
ル音
也
。
鳳
ハ

呂
ニ
鳴
。
凰
ハ
律
音
ニ
鳴
。
或
云
、
呂
ハ
凰
、
律
ハ
鳳
ト
云
。
両
説

相
違
ナ
リ
。
但
雄
声
ヲ
律
ト
シ
、
雌
声
ヲ
呂
ト
ス
。
六
律

六
呂
合
十
二
管
也
。﹇
中
略
﹈
又
云
、
呂
ハ
男
音
也
。
律
ハ
女

声
也
。
此
両
説
相
違
也
。
私
云
、
鳳
ハ
呂
也
。
凰
ハ
律
尤

也
。
仍
鳴
音
ノ
鳳
ハ
律
、
凰
ハ
呂
ナ
ル
ハ
恋
テ
鳴
心
也
。

　
　

右
二
つ
の
文
ハ
両
説
を
ま
じ
へ
注
し
た
り
。
見
る
人

　
　

彼
両
説
を
覚
悟
し
て
こ
れ
を
見
る
べ
し
。

【
校
記
】

※
本
朝
呂
律
を
陽
陰
と
用
ひ
来
説　

本
条
題
目
、
巻
頭
目
録
は
「
本
朝
の
書
呂
律
を
陽
陰
と
用
ひ
来
る
説
」
と
記
す
。

※
下
生　

底
本
・
彦
根
本
・
京
大
本
・
国
会
図
書
館
本
・
静
嘉
堂
本
・
東
北
大
本
・
藝
大
本
「
生
下
」
に
作
る
。
今
「
下
生
」
に
改
め
る
。
₂
―

₁
「
第
一 

六
律
六
呂
之
事
」

の
校
記
、
及
び
朱
墨
部
「
周
礼
云
」
注
を
参
照
。

※
上
九
〜
初
六　

藝
大
本
、
易
の
卦
の
爻
の
左
の
行
（「
上
九
」
か
ら
「
初
六
」
ま
で
）
を
欠
く
。

※
宇
治
殿　

国
会
図
書
館
本
「
宇
治
殿
」
の
右
に
朱
墨
で
「
頼
通
」
の
小
字
傍
書
あ
り
。『
群
書
類
従
』
本
『
糸
竹
口
伝
』
に
も
同
様
の
傍
書
あ
り
。

※
ミ
バ
ヤ　

国
会
図
書
館
本
「
ミ
バ
ヤ
」
の
「
ヤ
」
の
右
下
に
朱
墨
で
「
ト
」
の
小
字
傍
書
あ
り
。『
糸
竹
口
伝
』
の
該
当
箇
所
、「
ミ
バ
ヤ
ト
」
に
作
る
。

※
呂
ヲ
バ　

藝
大
本
「
呂
ヲ
バ
」
を
「
呂
ハ
」
に
作
る
。『
糸
竹
口
伝
』
の
該
当
箇
所
「
呂
ヲ
バ
」
に
作
る
。

※
律
ヲ
バ　

藝
大
本
「
律
ヲ
バ
」
を
「
律
ハ
」
に
作
る
。『
糸
竹
口
伝
』
の
該
当
箇
所
「
律
ヲ
バ
」
に
作
る
。

※
懐
よ
り　
『
源
氏
物
語
』
古
典
文
学
全
集
・
古
典
集
成
・
古
典
文
学
大
系
の
該
当
箇
所
、「
懐
な
り
け
る
」
に
作
る
。
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※
影
も
よ
し　

藝
大
本
「
影
」
の
字
を
欠
き
、
そ
の
場
所
が
一
字
分
空
白
と
な
っ
て
い
る
。

※
う
た
ふ　

国
会
図
書
館
本
変
体
仮
名
の
「
か
た
ふ
」
に
作
り
、「
か
」
の
右
に
朱
墨
で
「
う
」
の
小
字
傍
書
あ
り
。

※
か
き
な
ら
し
て　

藝
大
本
「
か
き
な
ら
し
て
」
と
「
す
の
う
ち
」
の
間
に
「
ヽ
ヽ
」
と
あ
り
。

※
飛
鳥
井　

彦
根
本
・
京
大
本
「
飛
」
の
右
上
に
「
本
」
の
小
字
傍
書
あ
り
。
藝
大
本
「
本
飛
鳥
井
」
に
作
る
。

※
か
う
や
う
な
る　

底
本
・
国
会
図
書
館
本
「
か
○
や
○
な
る
」
の
部
分
が
や
や
判
読
し
難
い
が
、
朱
墨
の
見
せ
消
ち
で
「
か
う
や
う
な
る
」
に
修
正
さ
れ
て
い
る
。
彦
根

本
・
京
大
本
・
静
嘉
堂
本
・
東
北
大
本
・
藝
大
本
「
か
う
や
う
な
る
」
に
作
る
。『
源
氏
物
語
』
古
典
文
学
全
集
・
古
典
集
成
・
古
典
文
学
大
系
「
か
う
や
う
な
る
」
に
作

る
。
今
「
か
う
や
う
な
る
」
に
従
う
。
底
本
、
こ
の
第
₄₁
葉
表
以
降
に
朱
墨
小
字
傍
書
も
し
く
は
見
せ
消
ち
に
よ
る
誤
字
の
訂
正
が
見
ら
れ
る
。

※
心
ち
す
か
し　

底
本
・
国
会
図
書
館
本
「
心
す
か
し
」
に
作
る
も
、「
心
」
の
右
下
に
朱
墨
で
「
ち
」
の
小
字
傍
書
あ
り
。
彦
根
本
・
京
大
本
・
静
嘉
堂
本
・
東
北
大
本
・

藝
大
本
「
心
す
か
し
」
に
作
る
。『
源
氏
物
語
』
古
典
文
学
全
集
・
古
典
集
成
・
古
典
文
学
大
系
そ
れ
ぞ
れ
「
心
地
す
か
し
」「
心
ち
す
か
し
」「
こ
こ
ち
す
か
し
」
に
作

る
。
今
「
心
ち
す
か
し
」
に
従
う
。

※
こ
と
の
ね
も　

底
本
・
諸
本
「
こ
と
の
ね
も
」
に
作
る
。『
源
氏
物
語
』
古
典
文
学
全
集
・
古
典
集
成
・
古
典
文
学
大
系
そ
れ
ぞ
れ
「
琴
笛
の
音
」
に
作
る
。

※
心
ち
り
て　

底
本
・
国
会
図
書
館
本
「
心
ち
○
て
」
の
部
分
が
や
や
判
読
し
難
い
が
、
朱
墨
で
「
り
」
の
小
字
傍
書
あ
り
。
彦
根
本
・
京
大
本
・
静
嘉
堂
本
・
東
北
大
本
・

藝
大
本
「
心
ち
り
て
」
に
作
る
。『
源
氏
物
語
』
の
該
当
箇
所
、「
心
散
り
て
」
に
作
る
。

※
限
こ
そ　

底
本
・
国
会
図
書
館
本
「
限
し
そ
」
に
作
る
も
、「
し
」
の
右
に
朱
墨
で
「
こ
」
の
小
字
傍
書
あ
り
。
彦
根
本
・
京
大
本
・
静
嘉
堂
本
・
東
北
大
本
・
藝
大
本

「
限
こ
そ
」
に
作
る
。『
源
氏
物
語
』
の
該
当
箇
所
、「
限
り
こ
そ
」
に
作
る
。

※
い
ひ
お
き
侍
り
け
る　

底
本
「
い
ひ
を
き
」
に
作
る
も
、「
を
」
の
右
に
朱
墨
で
「
お
」
の
小
字
傍
書
あ
り
。
彦
根
本
・
京
大
本
・
国
会
図
書
館
本
・
静
嘉
堂
本
・
東
北
大

本
「
い
ひ
を
き
」
に
作
る
。
藝
大
本
「
い
ひ
お
き
」
に
作
る
。

※
こ
と
に
侍
り
け
れ　

底
本
・
国
会
図
書
館
本
「
こ
と
す
」（
す
＝
須
）
に
作
る
も
、「
す
」
の
右
に
朱
墨
で
「
に
」
の
見
せ
消
ち
あ
り
。
彦
根
本
・
京
大
本
・
東
北
大
本
「
こ

と
す
」（
す
＝
須
）
に
作
る
。
静
嘉
堂
本
・
藝
大
本
「
こ
と
に
」
に
作
る
。
今
「
こ
と
に
」
に
改
め
る
。

※
物
の
し
ら
べ　

底
本
・
国
会
図
書
館
本
「
し
う
め
」
に
作
る
も
、「
う
」
の
右
に
朱
墨
で
「
ら
」
の
小
字
傍
書
あ
り
。
彦
根
本
・
京
大
本
・
静
嘉
堂
本
・
東
北
大
本
・
藝
大

本
「
し
ら
べ
」
に
作
る
。
東
北
大
本
「
し
う
べ
」
に
作
る
。

※
つ
ぎ
の
物
に
し
た
る
は
さ
も
あ
り
か
し　

藝
大
本
「
つ
ぎ
の
物
に
ヽ
ヽ
ヽ
あ
り
か
し
」
に
作
る
。

※
呂
ハ　

彦
根
本
・
京
大
本
・
静
嘉
堂
本
・
藝
大
本
「
呂
」
の
右
上
に
「
阿
」
の
注
記
あ
り
。
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※
か
け
る
也　

国
会
図
書
館
本
・
藝
大
本
「
か
け
る
な
り
」
に
作
る
。『
岷
江
入
楚
』
の
該
当
箇
所
、「
か
け
る
に
や
」
に
作
る
。

※
さ
き
に
い
ひ
つ
る
い
つ
つ
の　

底
本
・
彦
根
本
・
京
大
本
・
静
嘉
堂
本
・
東
北
大
本
「
さ
き
に
い
ひ
い
つ
つ
の
こ
ゑ
」
に
作
る
。
国
会
図
書
館
本
「
さ
き
に
い
ひ
い
つ
つ

の
こ
ゑ
」
に
作
る
も
、「
ひ
」
と
「
い
」
の
右
を
漆
喰
状
の
白
で
一
旦
塗
り
つ
ぶ
し
、
そ
の
上
に
朱
墨
の
小
字
で
「
つ
る
」
と
傍
書
し
て
い
る
。
藝
大
本
「
さ
き
に
い
ふ
い

つ
つ
の
こ
ゑ
」
に
作
る
。『
龍
鳴
抄
』
の
該
当
箇
所
、
各
本
「
先
に
（
或
い
は
「
さ
き
に
」）
い
ひ
つ
る
い
つ
ゝ
の
こ
ゑ
」
に
作
る
。
今
「
さ
き
に
い
ひ
つ
る
い
つ
つ
の
こ

ゑ
」
に
改
め
る
。

※
ワ
け
た
る
ぞ　

底
本
・
彦
根
本
・
東
北
大
本
「
ワ
せ
（
世
）
た
る
ぞ
」
に
作
る
。
京
大
本
・
静
嘉
堂
本
「
ワ
け
（
遣
）
た
る
ぞ
」
に
作
る
。
国
会
図
書
館
本
「
ワ
せ
（
世
）

た
る
ぞ
」
に
作
る
も
、「
せ
」
の
右
に
朱
墨
で
「
け
（
希
）」
の
見
せ
消
ち
あ
り
（
カ
ッ
コ
内
は
そ
れ
ぞ
れ
変
体
仮
名
を
示
す
）。
藝
大
本
「
わ
け
た
る
ぞ
」
に
作
る
。
今

「
ワ
け
た
る
ぞ
」
に
従
う
。

※
管
絃
な
か
の　

底
本
・
彦
根
本
・
京
大
本
・
静
嘉
堂
本
・
東
北
大
本
・
藝
大
本
「
管
絃
な
か
の
」
に
作
る
。
国
会
図
書
館
本
「
な
か
の
」
に
作
る
も
「
な
か
」
の
右
に
朱

墨
で
「
中
」
の
小
字
傍
書
あ
り
。『
龍
鳴
抄
』
該
当
箇
所
、
書
陵
部₂₆₆︲₇₉₉

・
書
陵
部₂₆₆︲₈₈₈

・
狩
野
文
庫₅︲₁₆₈₈₅︲₁

「
管
絃
な
か
の
」
に
作
る
。『
群
書
類
従
』
本
・

狩
野
文
庫₅︲₁₆₈₈₆︲₁

「
管
絃
中
の
」
に
作
る
。

※
法
花
涅
槃
也
。
心
ハ　

底
本
・
彦
根
本
・
京
大
本
・
静
嘉
堂
本
・
東
北
大
本
「
法
花
涅
槃
也
」
に
作
る
。
藝
大
本
「
法
華
涅
槃
等
也
」
に
作
る
。『
龍
鳴
抄
』
該
当
箇
所
、

『
群
書
類
従
』
本
・
狩
野
文
庫₅︲₁₆₈₈₆︲₁

「
法
華
涅
槃
心
は
」
に
作
る
。
書
陵
部₂₆₆︲₇₉₉

・
書
陵
部₂₆₆︲₈₈₈

・
狩
野
文
庫₅︲₁₆₈₈₅︲₁

「
法
花
涅
槃
也
。
心
ハ
」
に
作

る
。

※
ふ
た
い
に
な
り　

底
本
・
彦
根
本
・
京
大
本
・
静
嘉
堂
本
・
東
北
大
本
・
藝
大
本
「
ふ
た
い
に
な
り
」
に
作
る
。『
龍
鳴
抄
』
該
当
箇
所
、『
群
書
類
従
』
本
・
狩
野
文
庫

₅︲₁₆₈₈₆︲₁

「
ふ
た
あ
い
に
な
る
」
に
作
る
。
書
陵
部₂₆₆︲₇₉₉

・
書
陵
部₂₆₆︲₈₈₈

・
狩
野
文
庫₅︲₁₆₈₈₅︲₁

「
ふ
た
い
に
な
る
」
に
作
る
。

※
こ
ゑ
な
り
と
い
ふ
な
り　

底
本
・
彦
根
本
・
京
大
本
・
静
嘉
堂
本
・
東
北
大
本
「
こ
ゑ
な
り
と
い
ふ
な
り
」
に
作
る
。
藝
大
本
「
聲
也
と
い
ふ
也
」
に
作
る
。『
龍
鳴
抄
』

該
当
箇
所
、『
群
書
類
従
』
本
・
狩
野
文
庫₅︲₁₆₈₈₆︲₁

「
こ
ゑ
な
り
」
に
作
る
。
書
陵
部₂₆₆︲₇₉₉

・
書
陵
部₂₆₆︲₈₈₈

・
狩
野
文
庫₅︲₁₆₈₈₅︲₁

「
こ
ゑ
な
り
と
い
ふ
な

り
」
に
作
る
。

※
お
も
て
う
ち　

底
本
・
彦
根
本
・
京
大
本
・
東
北
大
本
「
お
も
て
う
ち
」
に
作
る
。
国
会
図
書
館
本
「
お
も
て
う
ち
」
に
作
る
も
「
ち
」
の
右
に
朱
墨
で
「
ら
」
の
小
字

傍
書
あ
り
。
静
嘉
堂
本
・
藝
大
本
「
お
も
て
う
ら
」
に
作
る
。『
龍
鳴
抄
』
の
該
当
箇
所
、
各
本
「
お
も
て
う
ら
」
に
作
る
。

※
覚
悟
す
る
と
き
は　

底
本
・
東
北
大
本
「
覚
悟
す
る
を
き
は
」
に
作
る
。
彦
根
本
・
京
大
本
・
藝
大
本
「
覚
悟
す
る
と
き
は
」
に
作
る
。
国
会
図
書
館
本
「
覚
悟
す
る
を

き
は
」
に
作
る
も
、「
を
」
の
右
に
朱
墨
で
「
と
」
の
見
せ
消
ち
あ
り
。
今
「
す
る
と
き
は
」
に
従
う
。
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四
八

※
同
じ
理
な
り　

国
会
図
書
館
本
「
お
な
し
」
に
作
り
、「
し
」
の
右
に
朱
墨
で
「
理
也
」
の
小
字
傍
書
あ
り
。

※
勿
論
宮
ハ
陽
也　

国
会
図
書
館
本
こ
こ
を
小
字
注
と
せ
ず
本
文
と
同
じ
大
き
さ
で
記
す
。

※
勿
論
羽
ハ
陰
也　

国
会
図
書
館
本
こ
こ
を
小
字
注
と
せ
ず
本
文
と
同
じ
大
き
さ
で
記
す
。

※
羽　

盤
渉
調　

藝
大
本
こ
の
朱
墨
の
「
盤
渉
調
」
を
欠
き
、
墨
の
「
羽
」
の
み
記
す
。

※
羽　

平
調　

藝
大
本
こ
の
朱
墨
の
「
平
調
」
を
欠
き
、
墨
の
「
羽
」
の
み
記
す
。

※
御
遊
に
は　

国
会
図
書
館
本
「
御
遊
と
ハ
」
に
作
る
。

※
或
令　

彦
根
本
・
京
大
本
・
東
北
大
本
・
藝
大
本
「
或
令
」
に
作
る
。
国
会
図
書
館
本
「
或
令
」
に
作
る
も
「
令
」
の
右
に
朱
墨
で
「
今
」
の
小
字
傍
書
あ
り
。
静
嘉
堂

本
「
或
人
云
」
に
作
る
。『
教
訓
抄
』
の
該
当
箇
所
は
「
或
人
云
」
に
作
る
。
こ
の
「
人
云
」
を
誤
っ
て
合
わ
せ
て
「
令
」
字
と
書
い
た
も
の
か
。

※
呂
ハ
呂
音
也　

京
大
本
「
呂
」
の
傍
書
「
ナ
マ
ル
」
を
欠
く
。

※
律
ハ
律
音
也　

静
嘉
堂
本
「
律
」
の
傍
書
「
ス
メ
ル
」
を
欠
く
。

【
注
】

○
前
に
本
文
を
載
せ
た
り　

₂
―

₁
「
第
一 

六
律
六
呂
之
事
」
条
末
尾
の
朱
墨
部
分
（
第
₁₇
葉
裏
）
を
指
す
。

○ 

周
礼
云　
『
周
礼
』
の
該
当
部
分
は
₂
―

₁
「
第
一 

六
律
六
呂
之
事
」
条
末
尾
の
朱
墨
部
分
と
同
じ
く
、「
春
官
宗
伯
」「
大
師
」
の
「
大
師
掌
六
律
六
同
以
合
陰
陽
之
声
」

の
鄭
玄
注
。
但
し
、
い
わ
ゆ
る
阮
元
本
を
含
む
多
く
の
伝
本
と
季
良
の
引
用
に
は
異
同
が
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
阮
元
本
等
の
「
蕤
賓
又
下
生
大
呂
之
六
四
」
か
ら
「
夾

鍾
又
上
生
無
射
之
上
九
」
に
至
る
部
分
の
「
下
生
」
と
「
上
生
」
が
、
季
良
の
引
用
で
は
逆
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
阮
元
の
校
勘
記
は
、

夾
鍾
又
上
生
無
射
之
上
九
、
大
呂
又
上
生
夷
則
之
九
五
、
夷
則
又
下
生
夾
鍾
之
六
五
、
夾
鍾
又
上
生
無
射
之
上
九
。
閩
、
監
、
毛
本
同
、
誤
也
。
余
本
、
岳
本
、
嘉

靖
本
下
生
皆
作
上
生
、
上
生
皆
作
下
生
、
当
拠
以
訂
正
。
盧
文
弨
曰
、
礼
記
月
令
正
義
、
春
秋
昭
二
十
年
正
義
、
引
此
注
皆
不
誤
。

 

と
述
べ
る
。
さ
ら
に
、
例
え
ば
新
文
豊
出
版
の
中
華
叢
書
『
分
段
標
点
十
三
経
注
疏
』
所
収
『
周
礼
注
疏
』（
以
下
分
段
標
点
本
と
言
う
）
は
阮
元
の
校
勘
記
を
載
せ
つ
つ

も
鄭
注
本
文
は
阮
元
本
の
ま
ま
と
す
る
一
方
、
北
京
大
学
出
版
社
の
『
十
三
経
注
疏
整
理
本
』
所
収
『
周
礼
注
疏
』（
以
下
整
理
本
と
言
う
）
は
阮
元
の
校
勘
記
に
基
づ
き

鄭
注
本
文
を
改
め
て
い
る
。
季
良
の
引
用
は
整
理
本
の
方
に
一
致
し
て
い
る
。
こ
れ
を
要
す
る
に
、
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四
九

　

阮
元
本
・
分
段
標
点
本
等 

　

季
良
所
引
・
整
理
本
等

其
相
生
則
以
陰
陽
六
体
為
之
。 

其
相
生
則
以
陰
陽
六
体
為
之
。

黄
鍾
初
九
也
。
下
生
林
鍾
之
初
六 

黄
鍾
初
九
下
生
林
鍾
初
六

林
鍾
又
上
生
大
蔟
之
九
二 

林
鍾
又
上
生
大
簇
九
二

大
蔟
又
下
生
南
呂
之
六
二 

大
簇
又
下
生
南
呂
六
二

南
呂
又
上
生
姑
洗
之
九
三 

南
呂
又
上
生
姑
洗
九
三

姑
洗
又
下
生
応
鍾
之
六
三 

姑
洗
又
下
生
応
鍾
六
三

応
鍾
又
上
生
蕤
賓
之
九
四 

応
鍾
又
上
生
蕤
賓
九
四

蕤
賓
又
下
生
大
呂
之
六
四 

蕤
賓
又
上
生
大
呂
六
四

大
呂
又
上
生
夷
則
之
九
五 

大
呂
又
下
生
夷
則
九
五

夷
則
又
下
生
夾
鍾
之
六
五 
夷
則
又
上
生
夾
鍾
六
五

夾
鍾
又
上
生
無
射
之
上
九 
夾
鍾
又
下
生
無
射
上
九

無
射
又
上
生
中
呂
之
上
六 

無
射
又
上
生
中
呂
上
六

と
な
る
（
傍
線
部
が
異
同
個
所
）。
阮
元
本
『
周
易
注
疏
』
所
載
の
清
の
陸
宗
楷
「
考
証
」
に
は
、

臣
宗
楷 

按
此
四
句
、
朱
子
鍾
律
篇
引
之
、
上
生
下
生
皆
互
易
。
蓋
康
成
之
法
以
陽
生
陰
為
下
生
、
陰
生
陽
為
上
生
。
但
至
蕤
賓
下
生
、
則
大
呂
之
律
短
而
以
下
皆
遞

短
。
朱
子
所
以
易
之
與
。

 

と
あ
る
（
康
成
は
鄭
玄
の
字
）。
つ
ま
り
、「
蕤
賓
」
か
ら
下
生
に
よ
っ
て
生
成
し
た
「
大
呂
」
は
本
来
の
「
大
呂
」
よ
り
短
く
（
二
分
の
一
に
）
な
り
、
そ
れ
以
下
の
律

呂
も
同
様
に
短
く
（
二
分
の
一
に
）
な
る
。
よ
っ
て
（
八
度
内
で
三
分
損
益
を
行
う
た
め
に
）
朱
子
は
訂
正
を
行
っ
た
の
だ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

 　

案
ず
る
に
、「
蕤
賓
↓
大
呂
」
で
「
下
生
」（
三
分
損
一
）
を
行
わ
ず
に
「
上
生
」（
三
分
益
一
）
を
行
え
ば
、「
大
呂
」
以
下
を
八
度
（
オ
ク
タ
ー
ブ
）
内
で
順
次
生
成

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
通
常
の
三
分
損
益
は
こ
の
形
で
行
わ
れ
る
。
一
方
、
今
仮
に
阮
元
本
を
含
め
た
諸
本
の
『
周
礼
』
鄭
玄
注
が
旋
宮
図
の
方
式
で
三
分
損
益
を
単
純

に
繰
り
返
す
方
式
を
採
用
し
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
最
後
の
「
無
射
又
上
生

0

0

中
呂
之
上
六
」
は
「
下
生

0

0

」
と
な
っ
て
い
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
鄭
玄
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五
〇

注
は
本
来
旋
宮
図
の
方
式
を
意
図
し
た
も
の
で
は
な
く
、
通
常
の
三
分
損
益
を
記
述
し
て
い
た
こ
と
を
想
像
せ
し
め
る
。
阮
元
本
等
従
来
の
テ
キ
ス
ト
で
は
単
に
、「
蕤

賓
」
か
ら
「
無
射
」
に
至
る
部
分
で
「
上
生
」
と
「
下
生
」
に
混
乱
が
生
じ
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、
従
っ
て
校
訂
と
し
て
は
整
理
本
の
方
が
妥
当
だ
と
言
う
こ

と
が
で
き
る
。

 　

季
良
の
引
用
は
、ま
さ
に
校
訂
を
経
た
整
理
本
の
テ
キ
ス
ト
と
一
致
し
て
お
り
、正
し
い
形
の
引
用
で
あ
る
と
言
え
る
。
従
来
主
に
用
い
ら
れ
て
い
た
阮
元
本
の
よ
う
な

テ
キ
ス
ト
を
音
律
に
通
じ
た
季
良
が
自
ら
修
正
し
て
引
用
し
た
の
か
、
そ
れ
と
も
当
時
既
に
正
し
く
記
述
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
が
あ
っ
て
季
良
が
そ
れ
を
参
照
し
た
の
か
、

と
い
っ
た
事
情
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
。

○ 

無
夷
〜
南
林
、
上
九
〜
初
六
易
の
乾
の
卦
（
乾
下
乾
上
）
と
坤
の
卦
（
坤
下
坤
上
）
の
そ
れ
ぞ
れ
の
爻
に
、
対
応
す
る
十
二
律
呂
を
添
え
た
図
。
こ
れ
は
、
こ
の
右
に
引

く
『
周
礼
』
鄭
玄
注
を
季
良
が
図
示
し
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
季
良
引
く
鄭
玄
注
は
、

黄
鍾
初
九
也
。
下
生
林
鍾
初
六
、

林
鍾
又
上
生
太
簇
九
二

太
簇
又
下
生
南
呂
六
二

南
呂
又
上
生
姑
洗
九
三

姑
洗
又
下
生
応
鍾
六
三

応
鍾
又
上
生
蕤
賓
九
四

蕤
賓
又
上
生
大
呂
六
四

大
呂
又
下
生
夷
則
九
五

夷
則
又
上
生
夾
鍾
六
五

夾
鍾
又
下
生
無
射
上
九

無
射
又
上
生
中
呂
上
六

で
あ
り
、
こ
れ
を
整
理
す
る
と
、

黄
鍾
＝
初
九 

林
鍾
＝
初
六

太
簇
＝
九
二 

南
呂
＝
六
二

姑
洗
＝
九
三 

応
鍾
＝
六
三
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五
一

蕤
賓
＝
九
四 

大
呂
＝
六
四

夷
則
＝
九
五 

夾
鍾
＝
六
五

無
射
＝
上
九 

中
呂
＝
上
六

と
な
る
。
乾
の
卦
（

）
の
初
九
か
ら
上
九
の
爻
に
こ
れ
を
対
応
さ
せ
る
と
、

無
射

夷
則

蕤
賓

姑
洗

太
簇

黄
鍾

←

←

←

←

←

←

上
九

九
五

九
四

九
三

九
二

初
九

と
な
り
、
同
様
に
坤
の
卦
（

）
の
初
六
か
ら
上
六
に
こ
れ
を
対
応
さ
せ
る
と
、

中
呂

夾
鍾

大
呂

応
鍾

南
呂

林
鍾

←

←

←

←

←

←

上
六

六
五

六
四

六
三

六
二

初
六

と
な
る
。

 　

な
お
易
の
卦
で
は
、
一
番
下
の
爻
を
「
初
」
と
呼
び
、
上
に
向
か
っ
て
順
に
「
二
」「
三
」「
四
」「
五
」、
一
番
上
の
爻
を
「
上
」
と
呼
ぶ
。
ま
た
陽
を
表
す
爻
「

」

を
「
陽
爻
」「
剛
爻
」
と
言
い
、
奇
数
の
代
表
た
る
「
九
」
を
以
て
示
す
。
同
様
に
陰
を
表
す
爻
「

」
を
「
陰
爻
」「
柔
爻
」
と
言
い
、
偶
数
の
代
表
た
る
「
六
」
を
以

て
示
す
。
例
え
ば
こ
こ
で
言
う
「
黄
鍾
初
九
」
は
、
陽
律
た
る
黄
鍾
が
乾
の
卦
（

）
の
一
番
下
（
＝
初
）
の
陽
爻
（
＝
九
）
に
相
当
す
る
こ
と
を
、
ま
た
「
林
鍾
初
六
」

は
、
陰
呂
た
る
林
鍾
が
坤
の
卦
（

）
の
一
番
下
（
＝
初
）
の
陰
爻
（
六
）
に
相
当
す
る
こ
と
を
そ
れ
ぞ
れ
言
う
。
ま
た
例
え
ば
「
姑
洗
九
三
」
は
、
陽
律
た
る
姑
洗
が

乾
の
卦
（

）
の
下
か
ら
三
番
目
（
三
）
の
陽
爻
（
九
）
に
相
当
す
る
こ
と
を
、「
応
鍾
六
三
」
は
陰
呂
た
る
応
鍾
が
坤
の
卦
（

）
の
下
か
ら
三
番
目
（
三
）
の
陰
爻

（
六
）
に
相
当
す
る
こ
と
を
そ
れ
ぞ
れ
言
う
。

○
糸
竹
口
伝
云　

俊
鏡
撰
『
糸
竹
口
伝
』
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。



29教養教育研究院論叢　第 ₁ 巻第 ₂ 号

五
二

伊
綱
宇頼
通

治
殿
ヘ
参
ラ
レ
タ
リ
ケ
レ
バ
、
オ
リ
フ
シ
七
夕
祭
ノ
ア
リ
ケ
ル
ニ
、
御
心
ミ
バ
ヤ
ト
、
柱
タ
テ
ゝ
進
ゼ
ヨ
ト
オ
ホ
セ
ア
リ
ケ
レ
バ
、
一
張
ハ
呂
ノ
コ
ト
ヂ
ニ

タ
テ
、
一
張
ハ
律
ノ
コ
ト
ヂ
ニ
立
タ
リ
。
呂
ヲ
バ
オ
ト
コ
ニ
カ
タ
ド
リ
、
律
ヲ
バ
女
ニ
ナ
ゾ
ラ
フ
。
コ
ノ
ユ
ヘ
ニ
カ
ク
タ
ツ
ル
也
。
乞
巧
奠
ノ
調
ト
云
ニ
ヤ
、
人
ノ

不
知
事
也
。

○ 

源
氏
物
語
帚
木　
『
源
氏
物
語
』「
帚
木
」
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
（
小
学
館
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
に
よ
っ
た
）。

懐
な
り
け
る
笛
と
り
出
で
て
吹
き
鳴
ら
し
、
影
も
よ
し
な
ど
つ
づ
し
り
う
た
ふ
ほ
ど
に
、
よ
く
鳴
る
和
琴
を
調
べ
と
と
の
へ
た
り
け
る
、
う
る
は
し
く
掻
き
あ
は
せ

た
り
し
ほ
ど
、
け
し
う
は
あ
ら
ず
か
し
。
律
の
調
べ
は
、
女
の
も
の
や
は
ら
か
に
掻
き
鳴
ら
し
て
、
簾
の
内
よ
り
聞
こ
え
た
る
も
、
い
ま
め
き
た
る
物
の
声
な
れ
ば
、

清
く
澄
め
る
月
に
を
り
つ
き
な
か
ら
ず
。

○ 

岷
江
入
楚　

中
院
通
勝
撰
『
岷
江
入
楚
』
二
「
帚
木
」
の
「
律
の
し
ら
べ
女
の
」
の
項
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
（『
源
氏
物
語
古
注
集
成
』
本
を
底
本
と
し
、『
源
氏
物
語

古
註
釈
叢
刊
』
本
に
よ
り
異
同
を
補
っ
た
）。

花
飛
鳥
井
は
律
の
哥
也
。
呂
は
双
調
、
律
は
平
調
也
。

秘
律
は
秋
を
つ
か
さ
ど
る
。
又
律
は
陰
な
れ
ば
女
の
事
（
方
）
也
。

（
首
注
）
陰
陽
ト
分
ル
ニ
夏
ハ
春
ニ
属
也
。
冬
ハ
秋
ニ
ツ
ク
也
。

時
節
神
無
月
な
れ
ば
折
に
あ
へ
る
也
。
箋
弄
等
同
之
。

○
若
菜
下　
『
源
氏
物
語
』「
若
菜
下
」
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
（
小
学
館
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
に
よ
っ
た
）。

「
心
も
と
な
し
や
、
春
の
朧
月
夜
よ
。
秋
の
あ
は
れ
、
は
た
、
か
う
や
う
な
る
物
の
音
に
、
虫
の
声
よ
り
あ
は
せ
た
る
、
た
だ
な
ら
ず
、
こ
よ
な
く
響
き
そ
ふ
心
地
す

か
し
」
と
の
た
ま
へ
ば
、
大
将
の
君
、「
秋
の
夜
の
隈
な
き
月
に
は
、
よ
ろ
づ
の
も
の
と
ど
こ
ほ
り
な
き
に
、
琴
笛
の
音
も
明
ら
か
に
、
澄
め
る
心
地
は
し
は
べ
れ

ど
、
な
ほ
こ
と
さ
ら
に
つ
く
り
あ
は
せ
た
る
や
う
な
る
空
の
け
し
き
、
花
の
露
も
い
ろ
い
ろ
目
移
ろ
ひ
心
散
り
て
、
限
り
こ
そ
侍
れ
。
春
の
空
の
た
ど
た
ど
し
き
霞

の
間
よ
り
、
朧
な
る
月
影
に
、
静
か
に
吹
き
合
は
せ
た
る
や
う
に
は
、
い
か
で
か
。
笛
の
音
な
ど
も
、
艶
に
澄
み
の
ぼ
り
は
て
ず
な
む
。
女
は
春
を
あ
は
れ
ぶ
と
古

き
人
の
言
ひ
お
き
は
べ
り
け
る
、
げ
に
さ
な
む
は
べ
り
け
る
。
な
つ
か
し
く
も
の
の
と
と
の
ほ
る
こ
と
は
、
春
の
夕
暮
こ
そ
こ
と
に
は
べ
り
け
れ
」
と
申
し
た
ま
へ

ば
、「
い
な
、
こ
の
定
め
よ
。
い
に
し
へ
よ
り
人
の
分
き
か
ね
た
る
こ
と
を
、
末
の
世
に
下
れ
る
人
の
え
明
ら
め
は
つ
ま
じ
く
こ
そ
。
物
の
調
べ
、
曲
の
も
の
ど
も
は

し
も
、
げ
に
律
を
ば
次
の
も
の
に
し
た
る
は
、
さ
も
あ
り
か
し
」
な
ど
の
た
ま
ひ
て
、

○ 

岷
江
入
楚　
『
岷
江
入
楚
』
卅
五
「
若
菜
下
」
の
「
ご
く
の
物
ど
も
は
し
も
、
げ
に
り
ち
を
ば
つ
ぎ
の
も
の
に
し
た
る
」
の
項
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
（『
源
氏
物
語
古
注

集
成
』
本
を
底
本
と
し
、『
源
氏
物
語
古
註
釈
叢
刊
』
本
に
よ
り
異
同
を
補
っ
た
）。
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五
三

河
曲
、
呂
は
春
の
し
ら
べ
、
律
は
秋
の
し
ら
べ
と
い
ふ
歟
。

花
本
は
律
呂
と
云
。
律
は
陽
正
也
、
呂
は
陰
助
也
。
然
ど
も
催
馬
楽
に
は
呂
律
と
い
ひ
て
律
を
次
に
す
る
也
。

必
こ
ゝ（
く
）の
物
曲
也
。
日
本
は
呂
律
を
陰
陽
と
用
来
也
。
唐
ニ
ハ
律
呂
と
云
。
陽
を
さ
き
に
す
る
也
。
弄
り
ち
を
ば
つ
ぎ
の
物
に
と
は
、
春
を
ま
さ
れ
り
と
源
氏
の
給
ふ

也
。

問
云
、
も
ゝ
の
し
ら
べ
ご
く
の
物
ど
も
は
し
も
、
り
ち
を
ば
つ
ぎ
の
物
に
し
た
る
、
曲
調
を
催
馬
楽
の
も
ち
い
の
ご
と
く
、
呂
律
と
律
を
次
に
と
か
け
る
に
や
。
一

勘
催
馬
楽
ニ
ハ
呂
律
と
申
つ
け
侍
り
。

問
、
本
朝
の
伶
倫
の
相
伝
も
呂
律
を
陽
陰
と
用
来
云
々
、
催
馬
楽
も
此
分
な
る
を
や
。
一
勘
唐
ニ
ハ
律
呂
と
云
（
い
）
陽
を
さ
き
に
す
る
也
。
文
明
唐（
庚
）子
問
答
以
上
。

一
勘
ノ
一
帖
至（
置
）若
菜
下
此
所
。

〇
伶
倫　

₂
―

₁
「
第
一 

六
律
六
呂
之
事
」
の
「
楽
書
要
録
」
の
注
を
参
照
。

○
龍
鳴
抄　

大
神
基
政
撰
『
龍
鳴
抄
』
上
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

又
五
音
と
い
ふ
は
、先
に
い
ひ
つ
る
い
つ
ゝ
の
こ
ゑ
な
り
。
六
て
う
し
と
い
ふ
こ
と
あ
り
。
い
は
ゆ
る
大
食
調
を
く
は
へ
た
る
也
。
声
は
平
調
に
お
な
じ
な
れ
ど
も
、

呂
律
の
た
が
ふ
な
り
。
平
調
は
律
な
り
。
大
食
調
は
呂
な
り
。
律
の
声
三
、
平
調
、
ば
ん
じ
き
て
う
、
わ
う
じ
き
調
な
り
。
呂
三
、
一
こ
つ
で
う
、
そ
う
調
、
大
じ

き
て
う
な
り
。
あ
る
管
絃
者
こ
れ
を
う
た
が
ふ
。
平
調
の
声
に
て
あ
る
に
、
か
け
た
る
こ
と
や
は
あ
る
。
な
に
の
故
に
大
じ
き
て
う
を
わ
け
た
る
ぞ
と
い
ふ
。
先
達

答
う
。
一
に
は
、
律
の
声
三
、
呂
の
声
二
あ
ら
ば
、
陰
陽
の
義
た
が
ふ
べ
し
。
そ
の
故
に
呂
三
大
切
な
り
。
又
平
調
ハ
管
絃
中
の
本
体
の
こ
ゑ
也
。
よ
く
〳
〵
ひ
ろ

く
は
か
り
も
な
し
。
こ
れ
は
本
文
に
い
ふ
法
華
涅
槃
心
ハ
お
な
じ
け
れ
ど
も
、
両
部
に
わ
か
れ
た
り
。
又
絃
類
た
し
か
に
た
ゞ
さ
れ
た
り
。
心
う
べ
き
こ
と
。
物
を

そ
む
る
に
、
は
な
は
あ
を
け
れ
ど
も
、
し
た
ぞ
め
に
し
た
が
い
て
い
ろ
か
は
る
。
く
れ
な
ゐ
の
う
ゑ
に
は
ふ
た
あ
い
に
な
る
。
き
ハ
だ
の
う
ゑ
に
ハ
も
ゑ
ぎ
に
な
る
。

お
な
じ
花
な
れ
ど
も
か
や
う
に
か
は
る
。
そ
れ
を
心
う
べ
し
。
呂
と
い
ふ
声
は
お
と
こ
の
こ
ゑ
な
り
。
律
の
こ
ゑ
と
い
ふ
は
女
の
こ
ゑ
な
り
。
陰
陽
又
こ
れ
を
な
じ
。

文
武
と
い
ふ
も
、
天
地
と
い
ひ
、
お
も
て
う
ら
と
い
ふ
、
上
下
と
い
ふ
、
み
な
こ
れ
な
り
。

 

こ
の
「
又
呉
音
と
い
ふ
は
〜
そ
の
故
に
呂
三
大
切
な
り
」
に
つ
い
て
、
遠
藤
徹
氏
は
『
雅
楽
を
知
る
事
典
』
第
三
章
「
理
論
と
思
想
」
₈
「
陰
陽
五
行
説
と
の
結
合
」（
二
）

「
呂
律
と
陰
陽
」
に
於
い
て
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
お
ら
れ
る
。

 　

少
し
こ
と
ば
を
補
っ
て
解
釈
す
る
と
、
六
調
子
と
は
五
行
に
対
応
し
て
い
る
五
つ
の
調
子
（
双
調
、
黄
鍾
調
、
平
調
、
盤
渉
調
、
壹
越
調
）
に
太
食
調
を
加
え
た

も
の
で
あ
り
、
太
食
調
は
、
主
音
は
平
調
と
同
じ
で
あ
る
が
、
呂
律
が
異
な
っ
て
い
る
。
平
調
は
律
、
太
食
調
は
呂
で
あ
る
。
そ
れ
で
律
の
声
は
、
平
調
、
盤
渉
調
、

黄
鐘
調
の
三
調
子
、
呂
も
壹
越
調
、
双
調
、
太
食
調
の
三
調
子
と
な
り
調
和
が
と
れ
る
の
で
あ
る
。
あ
る
管
絃
者
が
五
行
と
調
子
の
対
応
は
、
平
調
の
み
で
十
分
で
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五
四

あ
る
の
に
、
な
ぜ
太
食
調
が
別
に
あ
る
の
か
と
疑
う
が
、
先
達
が
答
え
る
に
は
、
律
の
声
が
三
、
呂
の
声
が
二
で
あ
れ
ば
、
陰
陽
の
義
に
そ
ぐ
わ
な
い
。
だ
か
ら
呂

に
三
調
子
が
あ
る
の
が
大
切
な
の
で
あ
る
、
と
。

　

陰
陽
五
行
と
の
整
合
性
の
た
め
の
こ
じ
つ
け
の
嫌
い
も
な
く
は
な
い
が
、
と
も
あ
れ
こ
の
よ
う
に
し
て
陰
陽
五
行
説
と
六
調
子
は
安
定
し
た
対
応
と
な
る
の
で
あ

る
。（p.₁₈₁

）

〇 

律
呂
の
名
儀
両
様　

₂
「
律
呂
名
儀
両
様
に
覚
悟
す
べ
き
事
」
の
₂
―

₁
「
第
一 

六
律
六
呂
之
事
」
及
び
₂
―

₂
「
第
二 

本
朝
音
曲
楽
曲
の
う
へ
に
て
律
音
呂
音
と
云
事
」

を
参
照
。

〇 

宮
よ
り
反
徴
に
至
る　

こ
の
後
に
「
七
声
を
次
第
に
相
生
す
」
と
あ
る
よ
う
に
、「
宮
よ
り
反
徴
に
至
る
」
は
「
宮
↓
徴
↓
商
↓
羽
↓
角
↓
変
宮
↓
変
徴
」
と
い
う
三
分
損

益
の
生
成
順
を
言
う
。

〇 

壹
越
調
七
声　

右
の
「
本
朝
に
て
〜
こ
れ
を
陰
と
す
﹇
勿
論
羽
は
陰
也
﹈」
の
内
容
を
説
明
す
る
た
め
の
図
で
あ
る
。「
壹
越
調
（
黄
鍾
宮
）」
と
そ
の
羽
調
式
た
る
「
盤
渉

調
（
黄
鍾
羽
）」
の
音
程
配
置
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

 

両
者
は
同
均
で
あ
る
。
日
本
の
「
律
調
」
は
中
国
の
「
羽
調
式
」
に
等
し
い
。
そ
し
て
「
宮
調
式
＝
呂
調
」
た
る
「
壹
越
調
」
の
「
宮
＝
黄
鍾
」
は
陽
で
あ
る
。
一
方
そ

の
「
羽
調
式
＝
律
調
」
た
る
「
盤
渉
調
」
の
「
宮
＝
南
呂
」
は
陰
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
日
本
で
の
名
称
は
「
律
調
」
で
あ
っ
て
も
陰
陽
で
は
「
陰
」
と
な
る
、
と
季
良
は

説
い
て
い
る
。

〇
双
調
七
声　

右
の
「
壹
越
調
」
と
同
様
に
、「
双
調
」
と
そ
の
羽
調
式
た
る
「
平
調
」
の
音
程
配
置
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

黄

大

太

夾

姑

仲

蕤

林

夷

南

無

応

黄

壹
越
調

宮

商

角

反
徴

徴

羽

反
宮

宮

呂
調
＝
宮
調
式

盤
渉
調

嬰
商

角

徴

羽

嬰
羽

宮

商

嬰
商
律
調
＝
羽
調
式

→

→

五
声
の
宮
は
陽
で
あ
る
。

宮
調
式
の
羽
＝
律
調
の
宮
は
陰
で
あ
る
。
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五
五

 「
宮
調
式
＝
呂
調
」
た
る
「
双
調
」
の
「
宮
＝
黄
鍾
」
は
「
陽
」
で
あ
る
。
一
方
そ
の
「
羽
調
式
＝
律
調
」
た
る
「
平
調
」
の
「
宮
＝
南
呂
」
は
「
陰
」
で
あ
る
。
よ
っ
て

「
律
調
」
で
あ
っ
て
も
陰
陽
で
は
「
陰
」
と
な
る
。

 　

こ
の
「
壹
越
調
」「
盤
渉
調
」
と
「
双
調
」「
平
調
」
の
例
を
踏
ま
え
た
上
で
、
季
良
は
こ
の
続
き
に
「
同
均
の
ゆ
へ
」「
宮
調
を
陽
と
し
」「
羽
調
を
陰
と
す
」
と
述
べ

て
い
る
。

〇 

黄
鍾
調
は
无
射
均
の
羽
調
な
り　
「
無
射
均
の
羽
調
式
」
た
る
「
黄
鐘
調
」
も
右
と
同
様
に
「
陰
」
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
₇
「
唐
燕
楽
二
十
八
調
略
図
」
に
よ
れ

ば
「
無
射
均
の
宮
調
式
」
は
「
黄
鍾
宮
」
な
の
で
、
こ
れ
を
「
黄
鍾
調
」
と
並
置
す
れ
ば
、

と
な
る
。
同
様
に
「
黄
鐘
調
」
は
「
律
調
」
で
あ
っ
て
も
「
陰
」
で
あ
る
。

〇 

御
遊
に
は
往
古
よ
り
多
く
双
調
を　

こ
こ
に
言
う
「
御
遊
に
は
双
調
を
用
い
る
」「
中
呂
は
四
月
で
陰
呂
」「
太
簇
は
正
月
で
陽
律
」「
商
調
を
呂
、
羽
調
を
律
と
す
る
」
と

中

蕤

林

夷

南

無

応

黄

大

太

夾

姑

中

双
調

宮

商

角

反
徴

徴

羽

反
宮

宮

呂
調
＝
宮
調
式

平
調

嬰
商

角

徴

羽

嬰
羽

宮

商

嬰
商
律
調
＝
羽
調
式

→

→

五
声
の
宮
は
陽
で
あ
る
。

宮
調
式
の
羽
＝
律
調
の
宮
は
陰
で
あ
る
。

無

応

黄

大

太

夾

姑

中

蕤

林

夷

南

応

黄
鍾
宮

宮

商

角

反
徴

徴

羽

反
宮

宮

呂
調
＝
宮
調
式

黄
鍾
調

嬰
商

角

徴

羽

嬰
羽

宮

商

嬰
商
律
調
＝
羽
調
式

→

→

五
声
の
宮
は
陽
で
あ
る
。

宮
調
式
の
羽
＝
律
調
の
宮
は
陰
で
あ
る
。
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五
五

 「
宮
調
式
＝
呂
調
」
た
る
「
双
調
」
の
「
宮
＝
黄
鍾
」
は
「
陽
」
で
あ
る
。
一
方
そ
の
「
羽
調
式
＝
律
調
」
た
る
「
平
調
」
の
「
宮
＝
南
呂
」
は
「
陰
」
で
あ
る
。
よ
っ
て

「
律
調
」
で
あ
っ
て
も
陰
陽
で
は
「
陰
」
と
な
る
。

 　

こ
の
「
壹
越
調
」「
盤
渉
調
」
と
「
双
調
」「
平
調
」
の
例
を
踏
ま
え
た
上
で
、
季
良
は
こ
の
続
き
に
「
同
均
の
ゆ
へ
」「
宮
調
を
陽
と
し
」「
羽
調
を
陰
と
す
」
と
述
べ

て
い
る
。

〇 

黄
鍾
調
は
无
射
均
の
羽
調
な
り　
「
無
射
均
の
羽
調
式
」
た
る
「
黄
鐘
調
」
も
右
と
同
様
に
「
陰
」
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
₇
「
唐
燕
楽
二
十
八
調
略
図
」
に
よ
れ

ば
「
無
射
均
の
宮
調
式
」
は
「
黄
鍾
宮
」
な
の
で
、
こ
れ
を
「
黄
鍾
調
」
と
並
置
す
れ
ば
、

と
な
る
。
同
様
に
「
黄
鐘
調
」
は
「
律
調
」
で
あ
っ
て
も
「
陰
」
で
あ
る
。

〇 

御
遊
に
は
往
古
よ
り
多
く
双
調
を　

こ
こ
に
言
う
「
御
遊
に
は
双
調
を
用
い
る
」「
中
呂
は
四
月
で
陰
呂
」「
太
簇
は
正
月
で
陽
律
」「
商
調
を
呂
、
羽
調
を
律
と
す
る
」
と

中

蕤

林

夷

南

無

応

黄

大

太

夾

姑

中

双
調

宮

商

角

反
徴

徴

羽

反
宮

宮

呂
調
＝
宮
調
式

平
調

嬰
商

角

徴

羽

嬰
羽

宮

商

嬰
商
律
調
＝
羽
調
式

→

→

五
声
の
宮
は
陽
で
あ
る
。

宮
調
式
の
羽
＝
律
調
の
宮
は
陰
で
あ
る
。

無

応

黄

大

太

夾

姑

中

蕤

林

夷

南

応

黄
鍾
宮

宮

商

角

反
徴

徴

羽

反
宮

宮

呂
調
＝
宮
調
式

黄
鍾
調

嬰
商

角

徴

羽

嬰
羽

宮

商

嬰
商
律
調
＝
羽
調
式

→

→

五
声
の
宮
は
陽
で
あ
る
。

宮
調
式
の
羽
＝
律
調
の
宮
は
陰
で
あ
る
。
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五
六

の
内
容
を
、「
中
呂
均
」
の
「
呂
調
」
た
る
「
双
調
」
と
、
同
均
で
「
律
調
」
た
る
「
平
調
」
を
以
て
図
示
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

 

よ
っ
て
、「
双
調
」
の
主
音
（
宮
）
は
陰
、
同
均
の
「
平
調
」
の
主
音
（
羽
）
は
陽
と
な
る
。
但
し
、
季
良
の
言
う
「
商
調

0

0

を
呂
、
羽
調
を
律
と
云
習
し
た
る
事
」
の
「
商

調
」
に
つ
い
て
は
未
詳
。
或
い
は
「
宮
調

0

0

を
呂
、
羽
調
を
律
と
…
…
」
の
こ
と
か
。

〇 

徒
然
草　
『
徒
然
草
』
第
百
九
十
九
段
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

横
川
行
宣
法
印
が
申
し
侍
り
し
は
、
唐
土
は
呂
の
国
な
り
。
律
の
音
な
し
。
和
国
は
単
律
の
国
に
て
、
呂
の
音
な
し
と
申
し
き
。

〇 

教
訓
抄　
『
教
訓
抄
』
巻
第
八
「
管
絃
物
語
」
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

呂
ト
云
ハ
男
ノ
音
。
律
云
ハ
女
声
也
。

又
云
鳳
雄
也
﹇
鳴
律
音
﹈。
凰
ハ
雌
也
﹇
鳴
呂
音
﹈。
或
人
云
﹇
呂
音
ハ
、
女
声
ヲ
云
如
何
可
尋
﹈
呂
濁
音
﹇
所
謂
大
般
若
等
﹈。
律
清
音
﹇
所
謂
法
花
経
也
﹈。

陰
陽
云
、
文
武
云
、
コ
レ
ヲ
ナ
シ
、
是
ヲ
ヨ
ク
〳
〵
心
得
ベ
シ
。

〇
体
源
抄　
『
体
源
鈔
』
巻
十
ノ
下
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

呂
律
事

呂
律
ハ
国
語
ニ
云
ク
、
呂
ハ
和
ゲ
ル
楽
ヲ
以
テ
シ
、
律
ハ
平
ゲ
ル
声
ヲ
以
ス
。
文
選
之
注
ニ
云
、
黄
帝
伶
倫
氏
ニ
命
ジ
テ
大
夏
西
崑
崙
山
ノ
陰
ニ
シ
テ
嶰
谷
ノ
竹
ヲ

取
、
鳳
管
ヲ
造
ル
。
雌
雄
二
ノ
声
ヲ
モ
テ
律
呂
ト
ス
。
呂
呂ナ
マ
ル音
也
、
律
ハ
律ス
メ
ル音
也
。
鳳
ハ
呂
ノ
声
ニ
鳴
、
凰
ハ
律
ノ
声
ニ
鳴
。
或
云
ク
、
呂
ハ
凰
、
律
ハ
鳳
ト
イ
ヘ

リ
。
両
記
相
違
ナ
リ
。
但
雄
声
ヲ
律
ト
シ
、
雌
声
ヲ
呂
ト
ス
。
六
律
六
呂
合
十
二
管
也
。
呂
ハ
雌
也
、
濁
ナ
リ
、
短
ナ
リ
。
又
東
ナ
リ
、
西
也
、
地
也
、
名
也
、
顕

陽

陰

陽

陰

陽

陰

陽

陰

陽

陰

陽

陰

黄

大

太

夾

姑

中

蕤

林

夷

南

無

応

双
調

徴

羽

反
宮

宮

商

角

反
徴
双
調
＝
中
呂
宮
・
呂
調

平
調

嬰
羽

宮

商

嬰
商

角

徴

羽

平
調
＝
中
呂
羽
・
律
調

←
双
調
は
中
呂
均
の
宮
調
式
（
主
音
の
宮
は
中
呂
で
、
陰
呂
）

平
調
は
同
じ
中
呂
均
の
羽
調
式
（
主
音
の
太
簇
は
双
調
の
羽
に
当
た
り
、
陽
律
）

←―
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五
七

也
、
俗
也
、
熱
也
、
下
也
、
女
也
、
又
鳳
也
。
律
ハ
雄
也
、
清
也
、
長
也
。
又
南
也
、
北
也
、
天
也
、
蜜
也
、
真
也
、
寒
ナ
リ
、
上
也
、
男
也
、
又
凰
也
。
又
云
、

呂
ハ
男
音
也
。
律
ハ
女
声
也
。
此
両
記
相
違
也
。﹇
私
云
、
鳳
ハ
呂
、
凰
ハ
律
尤
也
。
仍
鳴
音
之
鳳
ハ
律
、
凰
ハ
呂
ナ
ル
ハ
恋
テ
鳴
心
也
﹈

○
呂
律
事　
『
国
語
』「
周
語
下
」
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

夫
政
象
楽
、
楽
従
龢
、
龢
従
平
。
声
以
龢
樂
、
律
以
平
聲
。

 

底
本
本
文
の
「
呂
律
事
、
呂
ハ
和
ゲ
ル
楽
ヲ
以
テ
シ
、
律
ハ
平
ゲ
ル
声
ヲ
以
テ
ス
」
は
『
体
源
鈔
』
の
「
呂
律
ハ
国
語
に
云
ク
…
…
」
の
部
分
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
た
も

の
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
『
体
源
鈔
』
は
右
の
「
周
語
下
」
の
語
句
を
や
や
改
変
し
て
訓
じ
た
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

○ 

文
選
註　
「
黄
帝
命
伶
倫
…
…
」
に
相
当
す
る
『
文
選
』
の
注
は
複
数
あ
る
が
、
例
え
ば
『
文
選
』
巻
五
「
京
都
下
」
左
太
沖
「
呉
都
賦
」、「
嶰
谷
弗
能
連
」
の
李
善
注
に

次
の
よ
う
に
あ
る
。

漢
書
律
暦
志
、
黄
帝
詔
伶
倫
乃
之
崑
崙
山
之
陰
嶰
谷
之
中
取
竹
、
斬
之
以
其
厚
均
者
、
吹
之
以
為
黄
鍾
之
管
。

 

底
本
本
文
の
「
文
選
註
云
」
以
下
は
『
体
源
鈔
』
の
「
文
選
之
注
ニ
云
」
の
部
分
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
『
体
源
鈔
』
の
「
黄
帝
伶
倫
氏
命
ジ

テ
〜
律
呂
ト
ス
」
の
部
分
は
『
文
選
』
注
の
語
句
を
や
や
改
変
し
て
訓
じ
た
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

〇
伶
倫　

₂
―

₁
「
第
一 

六
律
六
呂
之
事
」
の
「
楽
書
要
録
」
の
注
を
参
照
。

【
参
考
文
献
】

『
雅
楽
を
知
る
事
典
』
遠
藤
徹
著
（
東
京
堂
出
版
二
〇
一
三
）

『
附
釈
音
周
礼
注
疏
』（
国
立
編
訳
館
主
編
、
中
華
叢
書
・
分
段
標
点
『
十
三
経
注
疏
』、
新
文
豊
出
版
公
司
二
〇
〇
一
）

『
周
礼
注
疏
』（
十
三
経
注
疏
整
理
委
員
会
整
理
、
整
理
本
『
十
三
経
注
疏
』、
北
京
大
学
出
版
社
二
〇
〇
〇
）

『
重
栞
宋
本
周
礼
注
疏
附
校
勘
記
』（『
重
栞
宋
本
十
三
経
注
疏
附
校
勘
記
』、
芸
文
印
書
館
一
九
六
五
）

『
糸
竹
口
伝
』
俊
鏡
撰
（『
群
書
類
従
』
第
十
九
輯
「
管
絃
部
」
巻
第
三
百
四
十
八
所
収
、
続
群
書
類
従
完
成
会
一
九
五
九
）

『
糸
竹
口
伝
』
俊
鏡
撰
（
京
都
市
歴
史
資
料
館
蔵
、
一
般
₉₉
、
国
文
学
研
究
資
料
館
デ
ジ
タ
ル
画
像
に
よ
る
）

『
源
氏
物
語
』
一
・
四
（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
₂₀
・
₂₃
、
小
学
館
一
九
九
四
・
一
九
九
六
）

『
源
氏
物
語
』
一
・
五
（
新
潮
日
本
古
典
集
成
、
新
潮
社
一
九
七
六
・
一
九
八
〇
）

『
源
氏
物
語
』
一
・
三
（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
₁₉
・
₂₁
、
岩
波
書
店
一
九
九
三
・
一
九
九
五
）
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五
八

『
岷
江
入
楚
』
一
・
三
（
源
氏
物
語
古
注
集
成
₁₁
・
₂₃
、
桜
楓
社
一
九
八
〇
・
一
九
八
二
）

『
岷
江
入
楚
』
自
一
至
十
一
・
自
廿
七
至
四
十
二
（
源
氏
物
語
古
註
釈
叢
刊
₆
・
₈
、
武
蔵
野
書
院
一
九
八
四
・
一
九
九
七
）

『
龍
鳴
抄
』
大
神
基
政
撰
（『
群
書
類
従
』
第
十
九
輯
「
管
絃
部
」
巻
第
三
百
四
十
二
所
収
、
続
群
書
類
従
完
成
会
一
九
五
九
）

『
龍
鳴
抄
』
大
神
基
政
撰
（
書
陵
部
蔵₂₆₆︲₇₉₉

、
国
文
学
研
究
資
料
館
デ
ジ
タ
ル
画
像
に
よ
る
）

『
龍
鳴
抄
』
大
神
基
政
撰
（
書
陵
部
蔵₂₆₆︲₈₈₈

、
国
文
学
研
究
資
料
館
デ
ジ
タ
ル
画
像
に
よ
る
）

『
龍
鳴
抄
』
大
神
基
政
撰
（
狩
野
文
庫
蔵₅︲₁₆₈₈₅︲₁

、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
）

『
龍
鳴
抄
』
大
神
基
政
撰
（
狩
野
文
庫
蔵₅︲₁₆₈₈₆︲₁

拠
群
書
類
従
手
抄
本
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
）

『
徒
然
草
』（
日
本
古
典
文
学
全
集
₂₇
『
方
丈
記
・
徒
然
草
・
正
法
眼
蔵
随
聞
記
・
歎
異
抄
』、
小
学
館
一
九
七
一
）

『
徒
然
草
』（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
₄₄
『
方
丈
記
・
徒
然
草
・
正
法
眼
蔵
随
聞
記
・
歎
異
抄
』、
小
学
館
一
九
九
五
）

『
徒
然
草
』（
新
潮
日
本
古
典
集
成
、
新
潮
社
一
九
七
七
）

『
徒
然
草
』（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
₃₉
『
方
丈
記
・
徒
然
草
』、
岩
波
書
店
一
九
八
九
）

『
教
訓
抄
』
狛こ
ま
の
ち
か
ざ
ね

近
真
撰
（『
続
群
書
類
従
』
第
十
九
輯
上
「
管
絃
部
」
巻
第
五
百
二
十
九
所
収
、
続
群
書
類
従
完
成
会
一
九
九
六
）

『
残
夜
抄
』
藤
原
孝
道
撰
、（『
群
書
類
従
』
第
十
九
輯
「
管
絃
部
」
巻
第
三
百
四
十
七
所
収
、
続
群
書
類
従
完
成
会
一
九
五
九
）

『
体
源
鈔
』
全
四
冊　

豊
原
統
秋
撰
（
復
刻
日
本
古
典
全
集　

現
代
思
潮
社
一
九
七
八
）

『
国
語
』
上
（
新
釈
漢
文
大
系
₆₆
、
明
治
書
院
一
九
七
五
）

『
文
選
（
賦
篇
）』
上
（
新
釈
漢
文
大
系
₇₉
、
明
治
書
院
一
九
七
七
）
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五
九

訂
正
と
補
足

　

本
翻
刻
校
注
（
一
）
₂
―

₁　
「
第
一 

六
律
六
呂
之
事
」、
四
五
頁
（p.₁₃₀

）、
朱
墨
部
分
の
「
周
礼
云
」
の
注
に
以
下
の
よ
う
な
誤
植
が
あ
っ
た
。

【
誤
】「
春
官
宗
伯
」、「
楽
師
」
の
「
師
掌
六
律
六
同
以
合
陰
陽
之
聲
」

【
正
】「
春
官
宗
伯
」、「
大
師
」
の
「
大
師
掌
六
律
六
同
以
合
陰
陽
之
声
」

訂
正
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
る
。

　

ま
た
こ
れ
に
続
く
『
周
礼
』
鄭
玄
注
と
季
良
所
引
鄭
玄
注
に
関
し
て
は
、
厳
密
に
は
「
周
礼
鄭
玄
注
」
と
単
純
に
記
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
こ
の
「
周
礼
云
」
の

注
全
体
を
次
の
も
の
に
差
し
替
え
た
い
。
重
ね
て
お
詫
び
申
し
上
げ
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
右
の
翻
刻
校
注
（
二
）
に
既
出
の
「
周
礼
云
」
も
参
照
さ
れ
た
い
。

○ 

周
礼
云　
『
周
礼
』
の
該
当
部
分
は
「
春
官
宗
伯
」
の
「
大
師
」、「
大
師
掌
六
律
六
同
以
合
陰
陽
之
声
」
の
鄭
玄
注
。
但
し
、
い
わ
ゆ
る
阮
元
本
を
含
む
多
く
の
伝
本
と
季

良
の
引
用
に
は
異
同
が
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
阮
元
本
等
の
「
蕤
賓
又
下
生
大
呂
之
六
四
」
か
ら
「
夾
鍾
又
上
生
無
射
之
上
九
」
に
至
る
部
分
の
「
下
生
」
と
「
上
生
」

が
、
季
良
の
引
用
で
は
逆
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
、
阮
元
の
校
勘
記
は
、

夾
鍾
又
上
生
無
射
之
上
九
、
大
呂
又
上
生
夷
則
之
九
五
、
夷
則
又
下
生
夾
鍾
之
六
五
、
夾
鍾
又
上
生
無
射
之
上
九
。
閩
、
監
、
毛
本
同
、
誤
也
。
余
本
、
岳
本
、
嘉

靖
本
下
生
皆
作
上
生
、
上
生
皆
作
下
生
、
当
拠
以
訂
正
。
盧
文
弨
曰
、
礼
記
月
令
正
義
、
春
秋
昭
二
十
年
正
義
、
引
此
注
皆
不
誤
。

 

と
述
べ
る
。
さ
ら
に
、
例
え
ば
新
文
豊
出
版
の
中
華
叢
書
『
分
段
標
点
十
三
経
注
疏
』
所
収
『
周
礼
注
疏
』（
以
下
分
段
標
点
本
と
言
う
）
は
阮
元
の
校
勘
記
を
載
せ
つ
つ

も
鄭
注
本
文
は
阮
元
本
の
ま
ま
と
す
る
一
方
、
北
京
大
学
出
版
社
の
『
十
三
経
注
疏
整
理
本
』
所
収
『
周
礼
注
疏
』（
以
下
整
理
本
と
言
う
）
は
阮
元
の
校
勘
記
に
基
づ
き

鄭
注
本
文
を
改
め
て
い
る
。
季
良
の
引
用
は
整
理
本
の
方
に
一
致
し
て
い
る
。
こ
れ
を
要
す
る
に
、
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六
〇

　

阮
元
本
・
分
段
標
点
本
等 

　

季
良
所
引
・
整
理
本
等

黄
鍾
初
九
也
。
下
生
林
鍾
之
初
六 

黄
鍾
初
九
下
生
林
鍾
初
六

林
鍾
又
上
生
大
蔟
之
九
二 

林
鍾
又
上
生
大
簇
九
二

大
蔟
又
下
生
南
呂
之
六
二 

大
簇
又
下
生
南
呂
六
二

南
呂
又
上
生
姑
洗
之
九
三 

南
呂
又
上
生
姑
洗
九
三

姑
洗
又
下
生
応
鍾
之
六
三 

姑
洗
又
下
生
応
鍾
六
三

応
鍾
又
上
生
蕤
賓
之
九
四 

応
鍾
又
上
生
蕤
賓
九
四

蕤
賓
又
下
生
大
呂
之
六
四 

蕤
賓
又
上
生
大
呂
六
四

大
呂
又
上
生
夷
則
之
九
五 

大
呂
又
下
生
夷
則
九
五

夷
則
又
下
生
夾
鍾
之
六
五 

夷
則
又
上
生
夾
鍾
六
五

夾
鍾
又
上
生
無
射
之
上
九 
夾
鍾
又
下
生
無
射
上
九

無
射
又
上
生
中
呂
之
上
六 
無
射
又
上
生
中
呂
上
六

 

と
な
る
（
傍
線
部
が
異
同
個
所
）。
阮
元
本
『
周
易
注
疏
』
所
載
の
清
の
陸
宗
楷
「
考
証
」
に
は
、

臣
宗
楷　

按
此
四
句
、
朱
子
鍾
律
篇
引
之
、
上
生
下
生
皆
互
易
。
蓋
康
成
之
法
以
陽
生
陰
為
下
生
、
陰
生
陽
為
上
生
。
但
至
蕤
賓
下
生
、
則
大
呂
之
律
短
而
以
下
皆
遞

短
。
朱
子
所
以
易
之
與
。

 

と
あ
る
（
康
成
は
鄭
玄
の
字
）。
つ
ま
り
、「
蕤
賓
」
か
ら
下
生
に
よ
っ
て
生
成
し
た
「
大
呂
」
は
本
来
の
「
大
呂
」
よ
り
短
く
（
二
分
の
一
に
）
な
り
、
そ
れ
以
下
の
律

呂
も
同
様
に
短
く
（
二
分
の
一
に
）
な
る
。
よ
っ
て
（
八
度
内
で
三
分
損
益
を
行
う
た
め
に
）
朱
子
は
訂
正
を
行
っ
た
の
だ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

 　

案
ず
る
に
、「
蕤
賓
↓
大
呂
」
で
「
下
生
」（
三
分
損
一
）
を
行
わ
ず
に
「
上
生
」（
三
分
益
一
）
を
行
え
ば
、「
大
呂
」
以
下
を
八
度
（
オ
ク
タ
ー
ブ
）
内
で
順
次
生
成

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
通
常
の
三
分
損
益
は
こ
の
形
で
行
わ
れ
る
。
一
方
、
今
仮
に
阮
元
本
を
含
め
た
諸
本
の
『
周
礼
』
鄭
玄
注
が
旋
宮
図
の
方
式
で
三
分
損
益
を
単
純

に
繰
り
返
す
方
式
を
採
用
し
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
最
後
の
「
無
射
又
上
生

0

0

中
呂
之
上
六
」
は
「
下
生

0

0

」
と
な
っ
て
い
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
鄭
玄

注
は
本
来
旋
宮
図
の
方
式
を
意
図
し
た
も
の
で
は
な
く
、
通
常
の
三
分
損
益
を
記
述
し
て
い
た
こ
と
を
想
像
せ
し
め
る
。
阮
元
本
等
従
来
の
テ
キ
ス
ト
で
は
単
に
、「
蕤
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賓
」
か
ら
「
無
射
」
に
至
る
部
分
で
「
上
生
」
と
「
下
生
」
に
混
乱
が
生
じ
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、
従
っ
て
校
訂
と
し
て
は
整
理
本
の
方
が
妥
当
だ
と
言
う
こ

と
が
で
き
る
。

 　

季
良
の
引
用
は
、ま
さ
に
校
訂
を
経
た
整
理
本
の
テ
キ
ス
ト
と
一
致
し
て
お
り
、正
し
い
形
の
引
用
で
あ
る
と
言
え
る
。
従
来
主
に
用
い
ら
れ
て
い
た
阮
元
本
の
よ
う
な

テ
キ
ス
ト
を
音
律
に
通
じ
た
季
良
が
自
ら
修
正
し
て
引
用
し
た
の
か
、
そ
れ
と
も
当
時
既
に
正
し
く
記
述
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
が
あ
っ
て
季
良
が
そ
れ
を
参
照
し
た
の
か
、

と
い
っ
た
事
情
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
。

 　

ま
た
季
良
が
朱
子
の
言
う
「
大
陰
陽
」「
小
陰
陽
」
に
つ
い
て
『
楽
家
録
』
の
安
倍
季
尚
の
按
語
を
引
用
す
る
の
は
、
こ
れ
に
続
く
『
楽
家
録
』
巻
三
十
三
「
本
朝
律

管
」「
第
五
」
に
次
の
よ
う
に
あ
る
の
を
踏
ま
え
て
の
事
だ
と
考
え
ら
れ
る
（
テ
キ
ス
ト
は
復
刻
日
本
古
典
全
集
に
よ
る
）。

察
十
二
律
長
短
之
次
第
、
陽
律
中
之
陰
管
其
長
短
也
﹇
大
呂
夾
鐘
仲
呂
三
管
比
後
管
則
雖
少
長
、
比
前
管
則
大
短
也
﹈。
夫
陽
尊
、
陰
卑
、
陽
全
陰
虧
矣
。
以
陰
居
陽
間
宜

哉
其
不
得
与
陽
斉
也
。
於
陰
呂
中
則
不
然
。
陰
管
長
陽
管
却
短
﹇
蕤
賓
夷
則
無
射
三
管
比
後
管
則
雖
少
長
、
比
前
管
則
大
短
也
﹈、
是
亦
有
説
耶
。
曰
雖
陽
尊
陰
卑
而
陰
呂

者
素
陰
位
也
。
陽
交
居
於
其
間
、
前
後
陰
迫
之
不
得
発
暢
、
是
以
其
長
短
乎
。
律
管
長
短
雖
因
数
成
之
、
而
数
起
理
、
理
形
数
。
律
呂
之
妙
夫
可
測
乎
矣
。

 

最
初
の
割
り
注
内
の
「
夾
鐘
」
に
つ
い
て
は
、
復
刻
日
本
古
典
全
集
本
に
「
夾
則4

﹇
鐘
ヵ
﹈」
と
あ
り
、
一
方
盛
岡
中
央
公
民
館
所
蔵
抄
本
は
「
夷
則
」
に
作
る
。
直
前
の

「
第
四
」
の
季
尚
の
按
語
に
「
陰
管
或
属
陽
﹇
大
呂
夾
鐘
仲
呂
是
也
﹈」
と
あ
る
の
に
基
づ
き
、
こ
こ
で
は
「
夾
鐘
」
に
改
め
た
。




